
明
治
二
十
＿
年
三
月
十
七
日

三
月
十
七
日
＿音
柴
小
演
習
會
ヲ
開
ク

（
『
東
京
昔
架
學
校
學
事
年
報
処
務
提
要
』
明
治
二
十
一
年
）

音
楽
小
演
習
会

明
治
二
十
一
年
二
月
十
一
日
紀
元
節
祝
賀
会

去
月
十
一
日
午
後
三
時
ョ
リ
森
文
部
大
臣
J
催
ニ
テ
虎
ノ
門
内
工
科
大
學
講

堂
二
於
テ
紀
元
節
ノ
祝
賀
會
ヲ
開
キ
シ
ガ
其
會
場
ノ
正
面
―
―
ハ
我
日
章
ノ
國
旗

ヲ
掲
ゲ
其
前
面
卜
雨
側
ニ
ハ
各
條
約
國
等
ノ
旗
章
ヲ
列
ネ
タ
リ
。
開
會
ノ
始
メ

二
賞
リ
東
京
―
音
楽
學
校
ノ
人
人
ハ
敦
師
ソ
ブ
レ
ー
氏
ノ
指
揮

ニ
テ
欧
洲
管
絃
楽

一
曲
ヲ
奏
シ
、
次
二
重
野
安
繹
君
ハ
紳
武
天
皇
ノ
文
武
ノ
功
徳
偉
大
二
在
ラ
セ

ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ノ
事
蹟
ヲ
皐
ゲ
、
且
此
祝
賀
節
ノ
我
國
民
二
大
切
ナ
ル
コ
ト
ヲ

述
べ
、
伊
澤
修
二
君
ハ
萬
世
一
系
ノ
天
子
ヲ
奉
戴
ス
ル
我
大
日
本
帝
國
ノ
皇
基

ヲ
定
メ
給
ヒ
シ
紳
武
天
皇
ノ
御
即
位
ヲ
賀
ス
ル
為
メ
我
等
敷
千
年
後
ノ
今
日

ニ

生
レ
獨
リ
我
帝
國
ノ
臣
民
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
廣
ク
諸
外
國
ノ
貴
賓
卜
共
二
此
堂
ノ
中

二
會
シ
此
佳
辰
ヲ
祝
ス
ル
ハ
誠
二
有
リ
難
キ
事
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
サ
レ
バ
皆
起
テ
紀

元
節
ノ
歌
ヲ
唱
ヒ
紳
武
天
皇
ノ
御
徳
ヲ
頌
シ
奉
ル
ベ
シ
ト
ノ
意
ヲ
述
べ
、
主
客

一
同
皆
起
立
シ
欧
洲
管
絃
楽
―
―
和
シ
テ
紀
元
節
ノ
歌
ヲ
唱
ヒ
、
次
二
今
上
天

皇
ノ
聖
壽
萬
歳
ヲ
祝
ス
ル
為
メ
再
ビ
ー
同
起
立
シ
テ
君
が
代
ノ
曲
ヲ
唱
ヒ
、
是

ニ
テ
祝
賀
式
ハ
終
リ
ヲ
告
ゲ
、
其
後
猶
餘
興
二
欧
洲
管
絃
楽
三
曲
、
唱
歌
一
曲

ヲ
演
シ
来
賓
ニ
ハ
茶
菓
ノ
饗
應
ア
リ
テ
午
後
五
時
頃
一
同
退
散
セ
リ
。
此
日
招

ギ
ニ
應
ジ
テ
来
會
セ
シ
朝
野
ノ
貴
賓
無
慮
五
六
百
名
ニ
シ
テ
明
宮
殿
下
ニ
モ
御

来
臨
遊
バ
サ
レ
大
臣
勅
任
官
、
貴
夫
人
、
各
國
公
使
等
モ
敷
多
其
中
二
見
受
ケ

タ
リ
。

（
『
大
日
本
敦
育
會
雑
誌
』
第
七
十
三
号
、
明
治
二
十
一
年
三
月
、
ニ
―
―
l

o

ー
ニ
―
―
―
―
頁
）

〔前略〕
先
ず
、
こ
の
同
好
会
雑
誌
第
壱
号
の
第
八
頁
に
は
、
「
発
会
式
景
況
概
記
」

と
題
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
括
弧
（
）
は
大
井
の
記
入
で
あ

る。
「
明
治
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
、
同
好
会
発
会
を
、
上
野
公
園
（
の
公
園

口
付
近
）
東
四
軒
寺
跡
、
華
族
会
館
に
開
き
た
り
。

此
日
、
梅
雨
の
余
陰
を
承
け
て
、
雨
天
な
り
と
い
え
ど
も
、
午
後
一
時
、
会

員
集
合
す
る
も
の
凡
そ
七
十
名
余
な
り
。

伊
沢
会
長
、
開
会
の
旨
意
に
係
り
、
演
説
あ
り
。

来
賓
、
辻
文
部
次
官
の
祝
詞
あ
り
。

其
の
際
、
演
奏
の
曲
目
等
は
、
別
記
、
順
序
書
の
如
し
。

明
治
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

明
治
二
十
一
年
七
月
七
日

卒
業
式
（
取
調
掛
）

〔
前
略
〕
七
月
七
日
の
七
夕
祭
り
の
午
後
二
時
か
ら
上
野
公
園
の
華
族
會
館
で
、

東
京
―
音
楽
學
校
と
改
構
さ
れ
て
最
初
の
演
奏
會
が
開
か
れ
た
時
、
欧
洲
絃
楽
と

し
て
ハ
イ
ド
ン
の
交
響
曲
（
ど
の
曲
か
不
明
）
と
ケ
ラ
・
ベ
ラ
の
序
曲
が
演
奏

さ
れ
た
。

管
が
加
は
ら
な
い
不
具
な
形
で
は
あ
っ
た
が
、
兎
に
角
今
の
官
立
東

京
音
楽
學
校
第
一
回
の
卒
業
演
奏
會
に
絃
楽
合
奏
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ハ
イ
ド

ン
の
交
響
曲
が
曲
り
な
り
に
も
演
奏
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
興
味
あ
る
事
賓
と
し

て
特
記
し
て
置
き
た
い
。

（
『
音
榮
評
論
』
第
十
巻
第
二
号
、
昭
和
十
六
年
二
月
、
五
五
頁
）

（注）

『
昔
築
雑
誌
』

（第
一
号
、
明
治
二
十
三
年
九
月
、
二
五
頁
）
に
よ
れ
ば
演
奏
曲
数
は
十
二

曲
で
あ
っ
た
。

同
好
会
発
会
式
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第
一

第
二

第
三

第
四

（
二
）
鱚
り
ゆ
く
と
も

明
治
二
十
二
年
七
月
六
日
卒
業
式

●
東
京
音
楽
學
校
卒
業
式
東
京
―
音
楽
學
校
に
て
は
、
本
月
六
日
内
外
の
學

者
、
敦
育
家
及
敦
育
に
関
係
あ
る
方
々
を
招
待
し
て
、
本
科
豫
科
卒
業
生
徒
の

證
書
授
輿
式
を
皐
げ
ら
れ
た
り
。
弊
註
よ
り
も
社
員
参
會
し
た
れ
ば
、
今
式
場

の
順
序
を
掲
ぐ
。
又
嘗
日
生
徒
の
奏
し
た
る
唱
歌
は
、
別
に
文
藝
の
欄
内
に
記

し
た
れ
ば
併
せ
て
見
る
べ
し
。

唱
歌
（
一
）
君
は
紳

バ
イ
オ
リ
ン
曲

獨
奏
唱
歌
（
わ
が
大
君
）

洋
琴
曲
（
ク
ネ
ヒ
ト
、
リ
ュ
ー
。
フ
リ
ヒ
ト
）

(

-

―

-

)

燕

（
『
同
声
会
会
報
』
第
三

l

八
号
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
、
一

0
頁）

凡
そ
（
午
後
）
四
時
、
奏
楽
等
を
終
え
、
別
室
に
於
て
、
会
員
及
び
来
賓
に

茶
菓
を
呈
し
、
懇
話
（
会
）
を
開
き
、
一
同
歓
を
尽
し
て
散
会
せ
し
は
、
午
後

六
時
頃
な
り
」
。

な
お
此
時
の
演
奏
会
曲
目
の
第
一
部
で
は
、
先
ず
「
君
は
神
」
（
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
作
曲
「
自
然
に
於
け
る
神
の
栄
光
」
）
と
、
発
会
祝
歌
の
唱
歌
に
始
ま
り

バ
イ
オ
リ
ン
や
ピ
ア
ノ
の
演
奏
、
そ
れ
に
独
唱
と
合
唱
等
が
あ
っ
て
休
憩
゜

第
二
部
の
は
じ
め
に
、
前
記
伊
沢
会
長
の
演
説
と
辻
次
官
の
祝
詞
が
あ
り
、

次
い
で
海
外
御
留
学
直
前
の
幸
田
延
子
先
生
の
等
曲
演
奏
。
更
に
瓜
生
繁
子
先

生
の
ウ
エ
ー
バ
ー
作
曲
の
「
舞
踏
の
勧
誘
」
の
ピ
ア
ノ
独
奏
。
そ
れ
に
独
唱
、

合
唱
、
ピ
ア
ノ
連
弾
等
が
あ
り
、
最
後
は
、
卒
業
生
・
在
校
生
に
よ
る
管
絃
合

奏
付
き
の
唱
歌
「
ふ
じ
山
」
（
ハ
イ
ド
ン
作
曲
「
天
地
創
造
」
の
合
唱
の
一
節

と
か
）
で
終
っ
て
い
る
。
（
昭
和
八
年
研
究
科
修
了
大
井
悌
四
郎
氏
記
）

伊
澤
校
長
演
述
井
卒
業
證
書
授
輿

辻
文
部
次
官
閣
下
祝
詞

卒
業
生
穂
代
答
僻

第

十

二

唱

歌

管

絃

合

奏

（

ふ

じ

の

山

）

以

上

〔

マ

マ

〕

同
校
が
東
京
音
楽
學
校
と
な
り
て
よ
り
、
證
書
授
呉
式
は
、
今
回
が
第
一
回

に
し
て
、
卒
業
生
技
術
の
如
何
は
、
大
に
同
校
の
信
認
に
も
闘
す
べ
け
れ
ば
、

敦
師
も
生
徒
も
一
層
勉
勘
せ
ら
れ
た
る
こ
と
な
る
べ
し
。
去
れ
ど
普
通
の
楽
譜

を
し
て
解
し
得
る
記
者
の
耳
に
は
、
連
も
斯
る
専
門
の
音
楽
に
つ
き
て
、
と
や

か
う
と
評
し
得
べ
き
に
あ
ら
ず
。
唯
西
洋
の
一
音
楽
に
比
し
て
日
本
の
楽
器
が
不

完
全
な
り
と
云
へ
る
こ
と
は
、
誰
人
も
異
口
同
―
H

日
に
唱
ふ
る
所
な
れ
ど
、
日
本

の
音
楽
に
は
、
又
自
ら
特
有
の
長
所
あ
る
が
如
し
と
は
、
常
日
の
演
奏
を
聰
き

了
り
て
、
頻
り
に
胸
裡
に
起
り
た
る
感
想
な
り
。
去
れ
ど
嘗
日
奏
さ
れ
た
る
第

曲
の
如
き
も
、
「
バ
イ
オ
リ
ン
」
の
妙
昔
を
猿
す
る
に
比
較
し
な
ば
、
月
夜
の

星
光
と
一
般
な
る
べ
し
と
雖
、
之
を
洋
琴
に
比
較
し
な
ば
如
何
、
誠
に
反
封
の

昔
の
如
く
な
れ
ど
、
等
昔
の
妙
多
き
が
如
し
。
去
れ
ど
洋
琴
ま
た
甚
だ
俗
耳
を

も
感
ぜ
し
む
る
に
足
れ
る
昔
無
き
に
あ
ら
ず
。
次
に
今
回
の
卒
業
生
が
歌
は
れ

第
十

第
十

第
八

第
九

第
五

第
六

第
七

子

(
-
)
ゆ
め

（
二
）
さ
ら
ば
よ
故
郷

二
部
合
唱
歌

バ
イ
オ
リ
ン
曲
（
ロ
マ
ン
ス
）

本
邦
楽
等
曲
（
薄
霞
）
洋
琴
合
奏
（
學
友
に
告
別
の
歌
）

（
日
本
ボ
ル
カ
ノ
曲
）

二
人
連
弾
洋
琴
曲
（
軍
人
進
行
曲
）

獨
奏
唱
歌
（
も
り
歌
）

洋
琴
曲
（
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
ホ
ア
、
ゼ
、

ワ
ル
ツ
）
瓜
生
繁
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た
る
唱
歌
は
、
何
れ
も
文
學
専
門
家
の
作
に

し
て
、

熟
讀
し
な
ば
趣
味
を
覺
ふ

る
こ
と
多
か
る
べ
し
。

（『
敬
育
時
論
』
第

一
五
三
号
、
明
治
二
十
二
年
七
月
、
二
七
ー
ニ
八
頁）

〔前
略
〕

〔

マ

マ

〕

此
の
不
具
な
合
奏
は
翌
二
十
二
年
七
月
六
日
同
所
に
於
け
る
第
二
回
卒
業
演
奏
會
に

は
改
め
ら
れ
て
管
絃
架
合
奏
と
な
り
は
し
た
が
、
管
が
加
は
っ
た
と
云
ふ
の
は
名
だ
け

で
、
フ
ル
ー
ト
一
、
第
一
提
琴
、
第
二
提
琴
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
ダ
ブ
ル
ベ
ー
ス

各
一
人
と
云
ふ
六
重
奏
式
管
絃
楽
で
あ
っ
た
の
は
今
日
の
整
備
し
た
東
京
音
楽
學
校
管

絃
衆
部
の
陣
容
か
ら
考
へ
る
と
全
く
隔
世
の
感
が
あ
る
。

（
『
音
架
評
論
』
第
十
巻
第
二
号
、
昭
和
十
六
年
二
月
、
五
五
頁
）

明
治
二
十
三
年
二
月
十
一
日

天
長
節
祝
賀
音
楽
会

明
治
二
十
二
年
十
一
月
三
日

十
一
月
＿
―
-
日
天
長
節
祝
賀
音
楽
會
ヲ
開
ク

（
『
東
京
―
音
楽
學
校

一
覧
』
自
明
治
二
十
三
年
至
明
治
二
十
四
年
、
一
四
頁
）

明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
卒
業
式
（
師
範
部
）

十
二
月
廿
二
日
師
範
部
生
徒
八
名
卒
業
同
日
卒
業
證
書
瑕
授
呉
式
ヲ
畢
ゲ
＿
音

楽
演
奏
會
ヲ
開
ク

（
『
東
京
昔
柴
學
校
一
覧
』
自
明
治
二
十
三
年
至
明
治
二
十
四
年
、
一
四
頁
）

紀
元
節
祝
賀
音
楽
会

二
十
三
年
二
月
十
一
日
紀
元
節
説
賀
＿
音
架
會
ヲ
開
ク

（
『
東
京
昔
架
學
校

一
覧
』
自
明
治
二
十
三
年
至
明
治
二
十
四
年
、
一
四
頁
）

第
八
回
同
好
会

明
治
二
十
三
年
＋
月
十
八
日

●
第
八
回
同
好
會
去
る
十
八
日
午
后
一
時
よ
り
上
野
公
園
地
内
東
京
音
楽
學

校
内
に
第
八
回
同
好
會
を
開
か
れ
た
り
其
の
順
序
は
①
唱
歌
（
美
く
し
き
）
（
薫

に
し
る
A

)

豫
科
生
⑰
洋
琴
（
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
）
シ
ェ
ー
ル
ホ
フ
氏
作
橘
絲
重

③
唱
歌
（
や
よ
御
民
）

専
修
部
第

一
年
生
④
バ
イ
オ
リ
ン
い
調
練
習
曲
ウ
ェ
ッ

ク
ル
氏
作
愛
ホ
調
練
習
曲
ス
ポ
ー
ア
氏
作
久
間
わ
か
⑤
獨
唱
迎
春
シ
ー
バ
ー
氏

作
曲
鳥
居
枕
作
歌
瀬
川
さ
く
佃
風
琴
（
花
や
紅
葉
）
（
雲
）
高
木
た
け

m唱
歌

本
科
第
二
及
第
三
年
生
⑧
洋
琴
進
行
曲
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
氏
作
根
岸
い
そ
な
⑨
唱

歌
秋
草
本
科
第
一
及
第
二
年
生
岡
バ
イ
オ
リ
ン
曲
ヤ
ン
ザ
氏
作
バ
イ
オ
リ
ン
専

修
生
⑪
唱
歌
（
御
稜
威
の
光
）
本
科
第
二
及
三
年
生
等
の
演
奏
あ
り
た
る
由
其

摸
様
等
に
闘
し
て
は
最
も
本
紙
に
特
筆
大
書
し
て
其
詳
細
を
愛
讀
諸
君
に
報
道

べ
き
の
虞
な
れ
ど
も
該
會
に
は
本
社
監
督
の
四
鼈
氏
兼
て
同
會
へ
入
會
の
申
込

あ
り
し
も
奈
な
る
都
合
あ
り
て
や
未
た
何
等
の
回
答
こ
れ
な
き
に
よ
り
同
氏
出

會
せ
ざ
る
を
以
て
遺
憾
な
か
ら
本
紙
の
任
を
果
さ
A

る
の
歎
あ
れ
と
も
讀
者
の

諸
君
幸
に
寛
恕
せ
ら
れ
ん
事
を

（
『
音
架
雑
誌
』

第
二
号
、
明
治
二
十
三
年
十
月
、
三
二
頁
）

明
治
二
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日

第
九
回
同
好
会

●
第
九
回
同
好
會
は
去
月
廿
三
日
午
后
三
時
よ
り
上
野
公
園
内
東
京
―
音
楽
學

〔

マ

マ

J

校
奏
楽
室
に
於
て
開
か
れ
た
り
其
演
奏
曲
目
は
①
洋
琴
聯
弾
（
ソ
ナ
チ
ン
）
ウ

エ
ー
ベ
ル
氏
作
津
田
瀧
江
子
太
田
建
子
演
奏
⑰
輩
昔
唱
歌
岡
岩
も
る
水
g
遊
撤

豫
科
生
諸
氏
③
バ
イ
オ
リ
ン
岡
（
ロ
ー
マ
ン
ス
）
ハ
ウ
セ
ル
氏
作
g
（
ス
ー
ベ

ニ
ー
ル
、
オ
フ
、
ア
ル
ト
ナ
）
ロ
ー
ス
氏
作
バ
イ
オ
リ
ン
専
修
二
年
生
諸
氏
④
洋

琴
聯
弾
（
エ
メ
ロ
デ
ー
）
ル
イ
第
十
三
世
作
橘
絲
重
子
根
岸
磯
菜
子
演
奏
⑤
獨

，
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は 唱
唱
歌
（
二
見
か
浦
）
ク
ル
シ
マ
ン
氏
作
曲
鳥
居
沈
氏
作
歌
荒
井
憤
子
演
奏
⑲

洋
琴
（
モ
ン
テ
キ
、
工
、
力
。
フ
ラ
ト
歌
劇
の
曲
）
ツ
ェ
ル
ニ
ー
氏
作
納
所
辮
二
郎

氏
演
奏
切
四
重
音
唱
歌
岡
浪
風
四
さ
か
ゆ
く
御
代
本
科
一
年
及
二
年
生
諸
氏
演

奏
⑧
等
曲
（
石
橋
）
山
勢
松
韻
氏
遠
山
甲
子
子
演
奏
⑨
洋
琴
聯
弾
（
良
友
）
バ

イ
エ
ル
氏
作
成
川
熊
雄
氏
依
田
辮
之
助
氏
演
奏
皿
獨
唱
々
歌
（
秋
風
）
シ
ュ
ミ

ッ
ト
氏
作
曲
中
村
秋
香
氏
作
歌
岩
原
愛
子
演
奏
⑪
バ
イ
オ
リ
ン
間
（
ア
ン
、
エ

ー
ア
）
バ
ハ
氏
作
g
（
ア
ン
。
フ
ロ
ン
ツ
ー
）
ハ
ウ
ゼ
ル
氏
作
バ
イ
オ
リ
ン
専
修

三
年
生
及
選
科
生
諸
氏
⑫
四
重
昔
唱
歌
間
（
歳
暮
感
慨
）
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏
作

曲
中
村
秋
香
氏
作
歌
g
（
新
年
の
歌
）
ハ
イ
ド
ン
氏
作
曲
加
部
厳
夫
氏
作
歌
因

（
開
校
の
歌
）
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
氏
作
曲
中
村
秋
香
氏
作
歌
卒
業
生
及
本
科
生
諸
氏

演
奏
等
に
し
て
終
り
を
告
け
し
は
東
山
に
半
輪
の
月
を
戴
く
の
頃
に
て
あ
り
し

（
『
一
音
築
雑
誌
』
第
五
号
、
明
治
二
十
四
年
一
月
、
一
七
ー
一
八
頁）

明
治
二
十
四
年
二
月
十
一
日
紀
元
節
祝
賀
式

●
東
京
―
音
楽
學
校
の
紀
元
節
祝
賀
式
は
午
前
九
時
半
来
賓
及
生
徒
式
場
に
臨

み
校
員
及
生
徒
は
君
が
代
を
謡
ひ
終
て
一
同
御
置
影
を
奉
拝
し
伊
澤
校
長
は
起

や

す

み

て
赦
語
を
奉
讀
し
終
て
休
憩
同
十
時
半
又
一
同
着
席
バ
イ
オ
リ
ン
専
修
女
生

徒
の
奏
楽
ヂ
ト
リ
ヒ
氏
の
合
奏
次
き
に
伊
澤
校
長
は
左
の
演
説
せ
り
そ
の
大
意

今
日
は
紀
元
節
の
祝
日
に
嘗
り
諸
君
と
共
に
此
愛
度
露
々

た
る
聖
世
に
遭
ひ

て
祝
歌
を
奏
せ
し
は
欣
々
は
堪
へ
ず
就
て
は
紀
元
節
に
因
し
み
て
一
音
楽
の
紀

元
を
少
し
く
述
へ
ん
と
す
最
も
本
日
は
衆
議
院
議
員
島
田
三
郎
君
の
演
説
せ

ら
る
A

あ
る
A

以
て
余
は
尤
も
簡
短
に
之
を
述
へ
ん
と
す
抑
も
一音
楽
な
る
も

の
は
國
の
文
野
を
問
は
ず
何
れ
の
園
々
に
も
皆
あ
る
も
の
な
れ
と
も
吾
日
本

明
治
二
十
四
年
三
月
十
四
日

●
同
好
會

本

月

十
四
日
午
后
―
一
時
よ
り
上
野
東
京
音
楽
學
校
内
に
開
か
れ
し

そ
の
演
奏
曲
目
は
①
洋
琴
（
ト
ロ
バ
ド
ー
ル
進
行
曲
）
⑫
肌
音
唱
歌
（
朧
）
（
岸

ヲ

ル

カ

ン

や

だ

ま

あ

ら

れ

は

に

ふ

や

ど

の
櫻
）
⑧
風
琴
（
菊
）
（
螢
の
光
）
④
鼠
音
唱
歌
（
矢
玉
は
霰
）
（
埴
生
の
宿
）

四
重
音
（
母
の
思
ひ
）
⑤
バ
イ
オ
リ
ン
（
無
言
歌
）
（
リ
エ
ン
ダ
ー
古
代
舞
架
）

⑥
唱
歌
（
ガ
ル
タ
ケ
ビ
ヤ
ン
カ
ル
ナ
）
の
歌
を
岩
原
瀬
川
荒
井
の
三
女
史
の
伊

し
の
如
き
は
最
も
遠
く
古
代
に
在
り
或
る
説
に
は
吾
國
楽
の
創
め
は
紳
代
に
於

て
天
照
大
紳
天
の
窟
に
隠
れ
給
へ
た
る
時
八
百
万
神
御
紳
架
を
奏
し
錮
女
の

命
が
茅
纏
の
梢
を
持
ち
て
舞
ひ
し
に
創
ま
る
と
も
博
ふ
れ
恐
ら
く
ば
一
音
楽
は

世
界
の
創
め
と
共
に
在
る
は
疑
ふ
に
足
ら
さ
る
べ
し
古
事
記
に
も
記
す
如
く

紳
武
天
皇
の
歌
は
大
概
軍
歌
多
く
又
皇
妃
を
要
る
時
に
用
ひ
た
る
な
り
其
中

の
巻
に
あ
る
兄
猾
を
討
す
る
條
の
（
伊
賀
）
云
々
は
昨
年
已
に
詳
述
せ
り

昔
紳
武
天
皇
の
代
に
は
此
日
本
に
尾
の
あ
る
一
種
の
菱
な
る
人
種
八
十
建
あ

り
て
忍
坂
の
大
室
に
穴
居
せ
り
天
皇
之
を
征
討
す
る
に
悩
ま
せ
ら
れ
即
ち
策

や

そ

か

し

わ

で

を
設
け
て
八
十
建
を
饗
し
八
十
膳
夫
を
し
て
一
人
毎
に
八
十
建
に
侍
せ
し
め

一
齊
に
歌
を
唱
ふ
と
共
に
一
時
に
此
の
族
を
皆
捕
獲
せ
ん
こ
と
を
示
し
合
せ

て
悉
く
之
を
捕
獲
せ
り
と
い
ふ
云
々

次
に
生
徒
一
同
紀
元
節
唱
歌
を
謡
ひ
次
で
島
田
三
郎
氏
の
演
説
こ
こ
『
直
）

す
め
ら
み
く
に

総
生
徒
の
皇
御
國
及
ひ
富
士
山
の
唱
歌
バ
イ
オ
リ
ン
及
洋
琴
伴
奏
次
に
岩
原
愛

子
の
獨
吟
式
雷

□如
二
霜
直
）
次
に
根
岸
磯
菜
子
及
ヂ
ト
リ
ヒ
氏
の
マ
ル
タ

歌
劇
の
一
部
洋
琴
伴
奏
に
て
式
終
り
散
會
せ
し
は
后
一
時
三
十
分
頃
に
て
あ
り

（
『
昔
榮
雑
誌
』
第
六
号
、
明
治
二
十
四
年
二
月
、
一
九
ー
ニ

0
頁）

同
好
会
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明
治
二
十
四
年
七
月
十
一
日

●
東
京
音
楽
學
校
卒
業
式
は
十
一
日
の
午
后
三
時
よ
り
同
校
に
於
て
皐
行
し

臨
場
者
に
は
貴
顕
紳
士
淑
女
外
國
人
等
二
千
餘
名
満
場
寸
地
な
く
戸
外
に
直
立

二

す
る
者
さ
へ
多
く
先
つ
其
演
奏
の
順
序
は
日
（
君
か
代
）
此
時
満
場
直
立
口

回

ガ
ボ
ッ
ト
、
エ
ト
、
ミ
ュ
ー
ゼ
ッ
ト
）
（
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ソ
）
の
二
曲
橘
絲
重

び
あ
の
ー
つ
れ
び
き

中
村
照
の
二
女
子
洋
琴
連
弾
⑥
作
文
二
篇
（
忍
ふ
所
を
述
ふ
）
石
岡
得
久
子
（
ハ

ル
モ
ニ
ー
）
英
文
瀬
川
朔
子
山
（
釦
轡
虚
疇
遭
本
科
生
詞
（
ソ
ナ
タ
）
炭
町

べ
ん辮

之
助
伺
（
授
業
法
演
習
）
高
木
武
子
此
時
高
木
生
は
来
賓
に
一
謹
し
そ
れ
よ

わ
た
し

り
男
女
二
列
の
生
徒
に
向
へ
妾
は
本
校
の
一
音
楽
敦
師
に
聘
さ
れ
升
た
皆
さ
ん
の

中
に
一
音
楽
に
熱
心
な
る
方
は
手
を
上
げ
と
命
し
た
る
に
一
同
手
を
上
け
た
り
そ

た

く

う

れ
よ
り
鞭
に
て
卓
を
拍
ち
又
「
ア
ー
」
と
一
磐
唱
へ
此
二
種
の
幸
日
が
ど
ち
ら
が

お
ん

奇
麗
な
昔
と
お
思
ひ
で
す
か
と
問
へ
は
一
生
立
て
「
ア
ー
」
と
云
ふ
方
が
奇
麗

ぼ
ー
る
ど

ー

一

お

る

が

ん

ひ

き

な

で
す
と
答
へ
次
に
黒
板
に
ア
ア
の
如
く
書
き
風
琴
に
て
此
二
幸
日
を
弾
嗚
ら
す

ー

た
び

其
二
幸
日
を
口
昔
に
移
し
て
之
を
四
五
回
生
徒
に
練
習
せ
し
め
又

1
1
2
1
2
2
1

一
と

n

ン

マ

書
て
其
昔
符
に
長
短
あ
る
を
示
す
が
為
め
に
一
1
,
1
,
 
2
—

12
, 

2
,
 1

|

―
と
「
句
豆
」

タ

ッ

ス

1

1
 2
-
1
2
,

2
,

1
ー

一

う

た

と
「
横
線
」
の
直
別
を
授
け
次
に
‘
~
]』、J

‘J斗lJJ

一
の
歌
詞
を
授
＜
此
時
一

ざ

偲

一

吐

心

⑱

4

生
ハ
ル
ハ
ハ
ナ
ミ
と
唱
ふ
者
有
誰
さ
ん
こ
ふ
云
ふ
時
は
ハ
ル
ハ
と
書
て
も
ハ
ル

此
と
讀
み
升
と
敦
ゆ
（
麟
撃
疇
）
等
終
に
「
今
日
は
時
間
か
有
ま
せ
ん
か
ら
こ
れ

こ

な

ま

い

き

で
止
め
升
」
杯
と
如
何
に
も
其
辮
舌
の
お
喋
べ
り
な
る
其
皐
動
の
小
生
意
氣
な

卒
業
式

太
利
語
に
て
聯
唱
の
洋
琴
（
ソ
ナ
タ
）
⑧
四
重
昔
唱
歌
（
松
の
み
ゆ
き
）
（
碧
蹄

う
す
か
す
み

館
）
⑲
等
、
バ
イ
オ
リ
ン
（
等
曲
薄
霞
）
閥
唱
歌
大
平
の
曲
を
穂
員
に
て
合
唱

同
會
員
の
紹
介
に
よ
り
て
傍
聴
す
る
も
の
殆
ん
と
敷
百
餘
名
あ
り
た
り

（
『
昔
築
雑
誌
』
第
七
号
、
明
治
二
十
四
年
三
月
、
一
七

l
一
八
頁
）

き
も
の

る
風
に
見
へ
し
が
聞
く
虞
に
よ
れ
は
彼
こ
そ
そ
の
着
装
の
如
く
赤
々
し
き
ビ
ラ

つ
ね
に

シ
ャ
ラ
を
好
ま
す
し
て
平
常
温
厚
端
正
に
し
て
且
つ
昔
柴
の
天
才
あ
る
評
判
商

き
熱
心
家
な
り
と
い
ふ

m（
バ
イ
オ
リ
ン
）
疇
岩
原
愛
子
（
仝
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
セ

ン
ト
）
醗
卒
業
女
生
八
名
は
⑧
（
築
曲
春
の
花
）
バ
イ
オ
リ
ン
合
奏
等
疇
鯉
豆
[

井
に
バ
イ
オ
リ
ン
卒
業
生
此
時
傍
聰
者
の
中
に
白
襟
の
束
髪
二
人
云
ふ
様
あ
の

め
く
ら

お
子
方
の
歌
は
惜
い
事
に
は
丸
て
盲
人
の
唱
ふ
様
た
が
あ
の
様
な
所
を
改
良
し

て
欲
い
も
の
で
す
ね
い
と
側
外
山
文
學
博
士
の
演
説
（
忘
れ
が
た
み
）
岡
水
車

畔
根
岸
磯
菜
⑪
校
長
心
得
稗
津
専
三
郎
君
演
説
井
に
卒
業
證
書
授
呉
其
演
説
の

大
意
は
今
日
嘗
校
第
四
回
の
卒
業
式
を
皐
行
せ
し
に
文
部
大
臣
を
始
め
朝
野
の

貴
紳
満
場
に
臨
ま
れ
本
校
の
質
に
満
足
と
す
る
所
な
り
今
度
卒
業
す
る
所
の
専

修
科
師
範
部
井
に
豫
備
科
何
名
は
本
校
の
敦
師
ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
氏
が
去
る
二
十
一

年
の
秋
よ
り
熱
心
な
る
勉
強
と
鍛
練
と
に
依
り
て
卒
業
す
る
所
の
生
徒
に
し
て

又
本
校
新
築
以
来
第
一
回
の
卒
業
な
り
諸
氏
質
に
幸
機
會
に
際
し
て
此
卒
業
を

さ
い
わ
い

見
る
を
得
た
る
は
鼠
に
生
徒
の
幸
揺
の
み
な
ら
ず
本
校
の
幸
い
な
り
然
れ
と

も
質
に
其
一
班
に
過
ぎ
さ
れ
ば
勝
来
と
も
に
品
行
盆
方
正
勉
強
盆
努
力
し
て
今

日
の
榮
春
を
痰
揚
さ
れ
ん
事
を
望
む
云
々
⑫
（
メ
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

9
凶
ォ
卒
業

生
共
十
五
名
洋
琴
風
琴
伴
奏
⑬
伯
爵
大
木
文
部
大
臣
祝
詞
次
に
卒
業
生
総
代
岩

原
愛
子
謝
辞
⑭
訊
（
告
別
）
疇
麟
直
（
仰
け
ば
尊
し
）
生
徒
一
同
風
琴
輻
長
竹
男

を
わ

に
て
式
全
く
了
り
食
堂
に
於
て
来
賓
に
立
食
の
饗
應
あ
り
て
質
に
盛
な
る
卒
業

式
な
り
き
即
ち
本
日
卒
業
し
た
る
其
人
名
左
の
如
し

（
専
修
部
）
岩
原
愛
子
、
石
岡
得
久
子
、
瀬
川
朔
子
、
依
田
辮
之
助
、
根
岸
磯

菜
子
、
久
間
和
嘉
子
、
村
松
秀
子
、
丸
山
登
女
子
、
荒
井
憤
子
（
師
範
部
）
高

木
武
子
、
輻
長
竹
男

（
『
一
音
榮
雑
誌
』
第
十
一
号
、
明
治
二
十
四
年
七
月
、
ニ
マ
~
二
三
頁
）
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明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
同
好
会
慈
善
音
楽
会

●
同
好
會
慈
善
―音
楽
會
去
る
十
五
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
―
音
楽
學
校
に
於

て
同
好
會
諸
氏
の
猿
起
に
よ
り
震
災
義
捐
の
慈
善
會
を
開
か
れ
し
が
聰
衆
千
五

百
餘
名
に
達
し
會
場
錐
立
つ
地
だ
も
な
く
一
曲
毎
に
拍
子
喝
采
の
中
に
演
じ
去

り
ぬ
同
じ
好
み
求
と
め
ぬ
る
會
ま
り
恵
み
を
盛
さ
ん
箕
心
な
れ
ば
洋
琴
等
の
音

竪
と
諸
共
に
濃
尾
の
人
に
感
ぜ
し
な
ら
め
上
野
の
宮
に
榮
へ
ぬ
る
一
音
楽
の
道
ぞ

め
で
た
し
其
演
奏
曲
目
左
の
如
し

第
一
部
①
唱
歌
（
農
民
、
薔
友
薔
時
、
海
）
⑨
洋
琴
（
ソ
ナ
タ
）
③
ヴ
ィ
オ

ー
リ
ン
（
無
言
歌
）
④
筆
曲
三
楽
合
奏
（
松
風
）
⑤
風
琴
（
結
尾
―
H

日
）
伺
バ

イ
オ
リ
ン
（
バ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
曲
）
第
二
部

m洋
琴

（

イ

ン

テ

ル

メ

ッ

ソ
）
⑧
等
曲
（
落
梅
原
曲
の
ま
A
、
落
梅
洋
琴
バ
イ
オ
リ
ン
合
奏
）
佃
唱
歌

（
子
を
思
ふ
母
、
楠
公
及
小
楠
公
）
岡
バ
イ
オ
リ
ン
（
五
月
の
歌
）
⑪
洋
琴

（
ソ
ナ
タ
）
⑫
等
曲
榮
ゆ
る
宮
（
バ
イ
オ
リ
ン
合
奏
）
な
り

(
『
昔
築
雑
誌
』
第
十
四
号
、
明
治
二
十
四
年
十
一
月
、
一
四
頁
）

●
同
好
會
音
楽
會
の
批
評
午
後
一
時
よ
り
の
開
會
と
聞
き
ド
ン
と
同
時
に
家
出
な

し
好
き
な
道
と
て
奔
る
一
里
の
長
途
を
四
十
分
に
て
上
野
山
こ
は
／
＼
乍
ら
切
符
を
請

ひ
役
員
諸
氏
の
指
揮
の
ま
A

會
場
へ
行
く
最
早
や
罷
衆
は
充
ち
満
ち
て
立
錐
の
隙
も
あ

ら
ざ
り
し
暫
く
し
て
開
會
さ
れ
第
一
席
は
生
徒
諸
氏
の
唱
歌
（
農
民
、

酋
友
薔
時、

海
）
第
二
席
橘
絲
重
子
の
洋
琴
（
ソ
ナ
タ
）
は
御
熟
練
の
程
感
服
の
至
り
也
第
三
席
卒

業
生
及
バ
イ
オ
リ
ン
専
修
生
の
バ
イ
オ
リ
ン
は
中
々
揃
へ
も
し
精
佳
／
＼
な
れ
ど
よ
も

や
＿
音
楽
學
校
は
女
生
の
み
卒
業
せ
し
め
し
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
女
生
の
み
バ
イ
オ
ー
リ
ン

を
弾
せ
し
に
非
ざ
る
べ
し
定
め
て
男
生
も
あ
り
つ
ら
ん
が
此
日
は
特
別
に
女
生
の
み
採

用
せ
ら
れ
し
繹
合
か
別
に
都
合
あ
り
し
の
か
是
技
の
妙
を
感
ず
る
と
共
に
男
生
の
な
か

り
（
一
人
あ
り
）
し
を
遺
憾
に
な
す
者
第
四
席
三
曲
合
奏
（
箪
曲
松
風
）
は
風
雅
人
を

し
て
粛
然
仙
界
に
遊
ば
し
め
第
五
席
は
島
崎
氏
の
獨
奏
風
琴
な
り
第
六
席
は
本
日
の
音

楽
會
を
代
表
す
る
程
聘
衆
を
し
て
轄
た
感
雅
に
堪
へ
ざ
ら
し
む
る
喝
采
を
博
し
場
中
落

針
の
音
だ
も
な
か
ら
し
め
た
る
は
有
名
な
る
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
の
バ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
な
り

き
第
七
席
は
麻
生
ふ
く
子
氏
の
洋
琴
な
り
第
八
席
は
第
曲
落
梅
に
し
て
村
岡
範
為
馳
氏

聘
衆
に
説
て
日
＜
此
曲
は
甲
乙
に
弾
じ
甲
は
本
邦
固
有
原
曲
の
儘
等
に
て
奏
し
乙
は
ヂ

ッ
ト
リ
ヒ
氏
調
和
せ
る
者
に
し
て
等
バ
イ
オ
リ
ン
洋
琴
の
合
奏
な
り
宜
し
く
其
員
味
は

御
聞
取
の
上
御
比
較
あ
れ
と
の
一
言
は
此
曲
に
劉
し
一
層
の
感
動
を
典
へ
ぬ
さ
て
仰
せ

に
従
ひ
甲
乙
の
員
味
を
比
較
致
さ
ん
が
元
来
聘
衆
は
否
な
私
が
日
本
律
に
て
育
て
ら
れ

た
る
者
故
本
邦
律
は
氣
に
入
り
の
法
な
り
是
故
か
知
ら
ね
ど
甲
の
如
き
は
成
程
雅
麗
な

れ
ど
も
何
虐
と
な
く
物
足
ら
ぬ
心
地
せ
り
乙
は
一
き
は
の
妙
味
を
添
ふ
蓋
し
是
れ
バ
ハ
[

オ
リ
ン
の
合
奏
あ
り
し
故
な
ら
ん
か
さ
り
乍
ら
絃
に
遺
憾
な
り
と
な
す
べ
き
所
は
等
、

バ
イ
オ
リ
ン
と
同
時
に
弾
ぜ
る
洋
琴
の
楽
曲
は
非
常
に
懸
隔
し
て
別
曲
の
如
く
聞
へ
た

る
や
の
感
あ
り
し
第
九
席
は
生
徒
諸
氏
（
子
を
思
ふ
母
楠
、
及
小
楠
公
）
の
曲
に
し
て

如
何
に
も
愛
慕
の
情
と
憂
憤
誠
忠
と
こ
そ
呼
喚
し
た
れ
第
十
席
は
五
月
の
歌
第
十
二
席

は
等
曲
（
榮
ゆ
る
宮
）
バ
イ
オ
リ
ン
合
奏
目
出
度
閉
會
ま
づ
／
＼
是
は
私
の
下
馬
評
富

る
や
否
や
あ
A

今
―
つ
氣

つ
き
し
事
ぞ
あ
る
そ
は
女
生
徒
諸
氏
の
服
装
な
り
し
が
和
服

の
御
召
は
至
極
結
好
さ
れ
ど
西
洋
束
髪
に
て
和
洋
混
合
（
否
楽
器
も
和
洋
混
交
な
れ
ど
）

の
お
つ
く
り
は
本
邦
の
優
美
を
損
せ
ざ
る
や
他
の
傍
聴
諸
君
同
好
會
の
先
生
方
ど
う
で

御
坐
り
ま
し
よ
う
後
末
の
参
考
に
も
御
許
し
下
さ
れ
と
は
牛
込
邊
な
る
傍
聘
生
よ
り
投

書
の
儘

（『＿音
柴
雑
誌
』
第
十
四
号
、
明
治
二
十
四
年
十
一
月
、
一
五
！
一
六
頁
）

明
治
二
十
五
年
七
月
九
日
卒
業
式

R
東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
式
同
校
に
於
て
去
る
九
日
午
后
三
時
よ
り
卒
業
證
書

投
呉
式
―
音
楽
演
奏
會
を
執
行
せ
ら
れ
た
る
其
順
序
は
山
疇
薩
摩
潟
畔
鱈
②
バ
イ

オ
リ
ン
曲
（
ソ
ナ
タ
）
卒
業
生
中
島
梅
雅
石
坂
敏
子
頼
母
木
駒
子
⑧
洋
琴
（
セ

レ
ネ
ー
ド
）
卒
業
生
成
川
熊
雄
④
履
虚
畔
繹
喜
鯰
⑤
疇
四
季
の
友
⑲
村
岡
校
長
演

説
井
に
證
書
授
輿
次
に
文
部
大
臣
代
理
演
説
及
卒
業
生
穂
代
橘
糸
重
子
謝
辞

m
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昌

等

即
告
別
⑧
末
松
文
學
博
士
演
説
⑲
バ
イ
オ
リ
ン
曲
石
岡
得
久
子
幸
田
幸
子
岡
川

越
後
獅
子
幸
田
麻
生
原
田
内
田
上
原
山
勢
（
胡
弓
）
山
室
⑪
洋
琴
曲
町
濃
鱈

慧
麟
姻
橘
、
中
村
、
麻
生
⑫
本
邦
俗
間
の
歌
調
に
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
の
調
和
編
製

し
た
る
甲
地
づ
き
歌
乙
琉
球
ぶ
し
丙
め
で
た
ぶ
し
⑬
卒
業
式
の
歌
女
槃
三
重
昔

に
て
洋
琴
伴
奏
せ
し
が
何
れ
も
上
出
来
に
て
聴
衆
場
外
に
溢
る

（
『
＿
音
楽
雑
誌
』
第
二
十
二
号
、
明
治
二
十
五
年
七
月
、
一
四
頁
）

明
治
二
十
五
年
十
一
月
三
日
学
友
会
発
会
式

こ
の
た
び

(

9

學
友
會
狡
會
式
東
京
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏
に
は
此
回
智
徳
を
噌
進
し
相
互

の
交
誼
を
厚
ふ
せ
ん
と
の
目
的
に
て
生
徒
自
ら
は
正
員
と
な
り
同
校
職
員
を
客

員
と
し
て
學
友
會
な
る
者
を
組
織
し
去
る
三
日
天
長
節
の
佳
辰
を
卜
し
て
其
疲

會
式
を
同
校
奏
楽
堂
に
於
て
開
か
れ
た
り
先
づ
嘗
日
式
の
順
序
は
會
員
一
同
着

た
の

も

ぎ

こ
ま

あ

さ

ふ

ふ

席
す
る
や
北
村
委
員
の
報
告
並
に
祝
辞
女
子
部
委
員
練
代
頼
母
木
駒
子
麻
生
富

く

と

じ

ゃ

う

か

と
り
は

る

じ

ゅ

ん

ざ

う

久
子
戸
城
や
す
子
三
浦
み
ほ
子
香
取
春
子
諸
嬢
の
祝
文
林
甚
蔵
氏
の
一
音
楽
上
に

於
け
る
演
説
東
琢
氏
の
欧
文
祝
辞
次
に
村
岡
會
長
紳
津
、
上
原
、
鳥
居
―
―
一
客
員

の
演
説
男
子
部
の
唱
歌
に
て
式
を
了
へ

畳
飯
後
餘
興
と
し
て
は
男
子
部
の
謡
舞び

ん

兒
島
高
徳
の
事
賓
女
子
部
の
建
物
男
子
部
の
手
品
女
子
部
の
讀
物
男
子
部
の
備

ご

さ

ふ

ろ

う

後
三
郎
の
剣
舞
、
曾
我
兄
弟
の
謡
舞
其
外
幅
引
等
に
て
牡
快
な
る
狡
會
を
終
り

一
同
食
堂
に
會
し
辮
嘗
茶
菓
の
聾
應
あ
り
た
り
き

（
『
＿
音
榮
雑
誌
』
第
二
十
六
号
、
明
治
二
十
五
年
十
月
、
三

0
頁）

明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日
学
友
会
演
奏
会

0
東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
演
奏
来
る
廿
七
日
午
後
一
時
よ
り
同
校
奏
楽
堂

に
於
て
攀
行
す
る
演
奏
曲
目
は
左
の
如
し

氏
演
奏
）

―
―
-
、
等
曲
（
バ
イ
オ
リ
ン
合
奏
）

四
、
ピ
ア
ノ
曲
（
獨
奏
）

コ
ン
セ
ル
ト
、

西
行
（
初
代
山
登
検
校
作
）

マ
ツ
ル
カ
（
シ
ャ
ル
ウ
エ
ン
カ
氏
作
曲
・
橘
令
嬢
演
奏
）

五
、
唱
歌
（
四
重
―
H

日）

甲
、
秋
の
夜
（
シ
ワ
タ
ル
氏
作
曲
・
佐
藤
誠
質
氏
作
歌
）
乙
、
客
舎
早

預
（
エ
ン
セ
ン
氏
作
曲
・
佐
藤
誠
質
氏
作
歌
）

六
、
バ
イ
オ
リ
ン
曲
（
ピ
ア
ノ
合
奏
）

甲
、
ガ
ボ
ッ
ト
・
乙
、
ウ
オ
ル
ツ
（
シ
ッ
ト
氏
作
曲
）

一
、
オ
ル
ガ
ン
（
二
人
連
奏
）

甲
、
喪
式
進
行
曲
（
シ
ョ
パ
ン
氏
作
曲
）
乙
、
進
行
曲
（
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
氏
作
曲
•
島
崎
・
石
原
氏
演
奏
）

二
、
バ
イ
オ
リ
ン
曲
（
二
人
連
奏
）
ピ
ア
ノ
伴
奏

ワ
グ
ネ
ル
氏
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
歌
劇
の
幻
想
（
ワ
グ
ネ
ル
、
ヤ
ン
ザ
ー
氏

作
曲
）

三
、
唱
歌
（
四
重
昔
）
ピ
ア
ノ
伴
奏

甲
、
山
中
幽
閑
（
ベ
ニ
ケ
氏
作
曲
・
黒
川
置
頼
氏
作
歌
）
乙
、
薩
摩
潟

第

部

ク
イ
ン
テ
ッ
ト
中
ラ
ル
ゲ
ッ
ト
（
モ
ツ
ア
ー
ト
氏
作
曲
・
井
上
京
次
郎

E
 

立
口

一、

唱
歌
（
躁
―H日
）
ピ
ア
ノ
伴
奏

ひ
れ
ふ
る
や
ま

甲
、
領
巾
磨
嶺
（
シ
ル
ヘ
ル
氏
作
曲
・
鳥
居
枕
氏
作
歌
）
乙
、
良
友
を

思
ふ
（
シ
ル
ヘ
ル
氏
作
曲
・
中
村
秋
香
氏
作
歌
）

二
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
（
獨
奏
）
ピ
ア
ノ
伴
奏

第
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（
シ
ュ
ー
マ
ン
氏
作
曲
・
鳥
居
枕
氏
作
歌
）

四
、
等
曲
松
證
（
松
島
披
校
作
曲
・
東
京
―
音
楽
學
校
作
歌
）

五
、
ピ
ア
ノ
曲
（
三
人
連
弾
）

シ
ン
ホ
ニ
ー
中
ア
ン
ダ
ン
テ
（
ハ
イ
ド
ン
氏
作
曲
）
乙
、

國
進
行
曲
（
モ
ツ
ア
ー
ト
氏
作
曲
・
橘
、
中
村
、
麻
生
令
嬢
演
奏
）

六
、
バ
イ
オ
リ
ン
曲
（
ピ
ア
ノ
合
奏
）

シ
チ
リ
ア
J

甲、

（
ヘ
ン
デ
ル
、

セ
ロ
、

ヘ
ル
ム
ス
ベ
ル
ゲ
ル
氏
作
曲
）

七
、
唱
歌
（
四
重
昔
）
バ
イ
オ
リ
ン
、

ピ
ア
ノ
合
奏
）

奉
迎
の
歌
（
ラ
ス
ー
ス
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
オ
ル
ガ
ン
、

ク
レ
ム
ゼ
ル
氏
作
曲
・
黒
川
箕
頼
氏
作
歌
）

（『讀
賣
新
聞
』
明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
）

＠
學
友
會
演
奏
會
前
琥
に
報
ぜ
し
如
く
同
會
は
去
廿
七
日
午
後
一
時
半
よ
り
東
京

一
音
楽
學
校
奏
榮
堂
に
於
て
開
か
れ
た
り
演
技
者
は
専
門
家
の
み
な
れ
ば
撰
曲
も
手
術
も

さ
て

ひ
れ
ふ
る
や
ま

能
＜
其
嘗
を
得
た
る
か
如
く
拐
第
一
席
は
領
巾
磨
嶺
・
良
友
を
思
ふ
の
二
唱
歌
次
に
ク

こ
と

ラ
リ
ネ
ッ
ト
ピ
ア
ノ
伴
奏
は
或
は
近
く
或
は
遠
く
其
抑
揚
宜
し
き
を
得
特
に
有
名
の
曲

な
れ
ば
外
國
人
を
喜
は
せ
た
る
の
み
な
ら
ず
耳
新
ら
し
く
聞
か
れ
た
り
山
勢
、
麻
生
、

た
ち
ば
な

さ
い
ぎ
よ
う

せ
ん
し

お

ど

橘
、
諸
令
嬢
の
等
曲
西
行
は
繊
手
絃
上
に
揃
ふ
て
誦
り
傍
陸
婦
人
の
歓
心
を
得
た
り
次

か
く
し
や
そ
う
は
つ

に
秋
の
夜
の
唱
歌
は
充
分
悲
哀
の
情
を
含
み
客
舎
早
狡
の
唱
歌
は
四
重
―音
の
活
劇
に
し

て
喝
采
を
得
た
り
次
に
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
曲
ガ
ボ
ッ
ト
等
は
麗
且
つ
妙
と
云
ふ
へ
く
喝
采

の
拍
手
は
暫
し
も
止
ま
ず
し
て
ヂ
氏
再
び
出
て
證
謝
せ
り
暫
時
休
憩
一
番
目
は
オ
ル
ガ

ン
に
て
喪
式
進
行
曲
及
進
行
曲
を
奏
せ
り
次
は
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
曲
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
歌
劇

の
幻
想
は
非
常
に
情
緒
を
動
か
し
滴
堂
粛
と
し
て
盤
な
く
外
國
人
の
如
き
は
身
を
躍
ら

さ
つ
ま

が
た

や

ま

せ

し

よ

う

い

ん

き

し
つ
A

再
奏
を
促
し
た
る
程
な
り
次
は
山
中
幽
閑
、

薩
摩
潟
次
は
山
勢
松
韻
、
遠
山
甲

子
子
其
他
敷
名
の
端
曲
松
盛
く
し
な
り
し
か
満
場
の
大
請
に
て
拍
手
の
昔
に
心
強
き
を

す
り
も
の

得
た
り
只
惜
む
ら
く
は
其
改
作
歌
詞
の
摺
物
な
き
を
恨
む
者
多
き
か
如
く
に
見
へ
た
り

ト
ル
コ

る
に
よ
り
て
、

さ
い
し
う

次
は
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
曲
甲
乙
二
曲
而
し
て
尤
終
曲
奉
迎
の
歌
て
ふ
唱
歌
は
純
楽
器
の
伴

奏
に
て
正
會
員
残
ら
す
唱
歌
せ
し
事
な
れ
は
聘
衆
の
喜
色
満
面
に
表
は
れ
て
大
喝
采
と

共
に
其
散
會
を
告
け
特
別
券
携
帯
者
に
は
茶
菓
を
呈
さ
れ
た
り
嘗
會
の
特
に
注
意
さ
れ

ふ

う

き

ん

ふ

み

ば

ん

け
し
よ
う
ぶ
さ

た
る
如
く
見
受
し
は
風
琴
の
踏
盤
を
踏
む
足
の
見
え
て
不
体
裁
な
る
を
恐
れ
化
粧
房
に

て
隠
さ
れ
た
る
と
経
清
的
の
大
盆
栽
を
飾
り
活
花
に
代
用
せ
ら
れ
た
る
と
又
窓
の
開
閉

た
ん
さ
ん
き

に
注
意
し
て
炭
酸
氣
を
洩
ら
さ
れ
し
等
は
感
心
々
々

左
の
一
編
は
＿音
楽
學
校
に
於
け
る
學
友
會
演
奏
會
を
横
濱
メ
ー
ル
記
者
が
批
評
せ
し

も
と
は
し
ぎ
と
ん

も
の
今
元
橋
義
敦
氏
よ
り
送
ら
れ
た
れ
ば
絃
に
掲
ぐ

去
る
廿
七
日
午
後
の
事
と
よ
、
さ
し
も
に
廣
き
＿
音
楽
學
校
講
堂
は
、
＿
音
楽
の
演
奏
き

つ
ど

か
ん
と
て
、
そ
こ
か
し
こ
よ
り
集
ひ
た
る
さ
ま
に
て
、
所
せ
ま
き
て
み
た
さ
れ
ぬ
、
ま

た
此
人
々
の
喝
采
せ
る
磐
の
頻
り
な
る
に
て
、
奏
さ
る
A

方
々
の
妙
技
は
し
れ
ぬ
程
に

て
あ
り
し
、
さ
て
此
演
奏
會
は
東
京
＿音
楽
學
校
長
村
岡
氏
及
同
校
敦
師
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏

の
監
督
に
て
、
東
京
＿音
楽
學
校
學
友
會
の
人
々
の
催
さ
れ
し
ま
と
い
な
り
と
ぞ
、
曲
目

の
敷
に
は
何
れ
も
よ
き
も
の
A

み
撰
ま
れ
し
に
は
、
何
れ
を
よ
し
と
云
は
ん
こ
と
は
か

た
き
業
な
り
や
、
さ
れ
ど
そ
が
中
に
も
殊
に
覺
へ
し
は
二
の
部
第
二
の
曲
な
り
き
、
こ

は
ピ
ヤ
ノ
の
役
を
敦
師
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
と
ら
れ
て
、
ヴ
ァ
イ
ヲ
リ
ン
、
を
二
人
の
う
ら

若
き
貴
女
の
な
さ
れ
た
る
な
り
き
、
こ
の
曲
の
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
は
是
ま
で
に
此
校
の
人

た
や
す

人
の
な
さ
れ
た
る
よ
り
も
ま
さ
り
て
、
容
易
か
ら
ぬ
曲
な
り
し
か
ど
も
、
此
貴
女
達
の

よ
く
心
を
用
ひ
、
妙
に
奏
で
ら
れ
し
に
ぞ
喝
采
の
盤
四
方
に
起
る
も
め
で
た
し
、
か
く

此
貴
女
達
の
此
技
藝
進
ま
れ
し
は
、
我
等
た
ゞ
お
と
ろ
く
と
い
は
ん
よ
り
他
の
言
の
葉

も
な
し
、
此
日
此
虞
に
集
ひ
た
る
は
、
多
く
日
本
の
人
々
に
て
あ
り
き
、
此
人
に
は
等

こ
そ
一
に
か
ぞ
へ

ら
る
A

憤
値
あ
り
と
お
ぼ
ゆ
れ
、
曲
目
の
終
り
の
曲
は
す
ぐ
れ
て
う

る
は
し
き
も
の
と
覺
ゆ
、
さ
れ
ば
此
日
演
せ
ら
れ
た
る
人
々
も
さ
な
り
と
い
ひ
は
や
し

ぬ
、
此
曲
は
三
百
五
十
年
前
に
作
ら
れ
し
も
の
な
れ
ば
、
あ
は
れ
後
の
世
に
残
り
し

も
、
故
あ
る
事
な
ら
ん
と
思
は
る
、
我
等
は
此
廿
七
日
の
午
後
を
お
も
し
ろ
く
楽
し

く
、
暮
し
た
る
か
た
じ
け
な
き
を
、

校
長
村
岡
氏
敦
師
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
、
な
ら
び
に
此

學
友
會
の
か
た
人
＼
に
謝
す
る
に
な
ん
、
ま
た
我
等
は
此
日
の
ま
と
ひ
か
く
も
よ
く
、

何
れ
も
／
＼
な
さ
れ
た
る
を
悦
び
あ

へ
る
に
と
そ
、
末
に
云
ふ
我
等
こ
の
日
た
め
し
た

ど
う

此
講
堂
の
空
氣
流
通
の
あ
ま
り
に
宜
し
か
ら
ぬ
を
、
何
に
か
改
め
ら
れ
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櫻
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合
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五
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（
『
昔
榮
雑
誌
』
第
三
十
号
、
明
治
二
十
六
年
三
月
、

麻
生
三

．．． 

、
、
、
、
、
、

歓
世
の
三
氏
第
六
は
（
ピ
ア
ノ
曲
）
雨
、
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
橘
、
中
村
、

．．．．．． 

令
嬢
の
連
弾
第
七
（
バ
イ
オ
リ
ン
曲
）
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
て
甲
コ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

シ
、
フ
ァ
ン
、
ツ
ー
ト
歌
劇
中
の
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
乙
ミ
ニ
ョ
ン
歌
劇
中
ボ
ヘ
ミ

、
、
、
、

ア
人
舞
曲
丙
楽
聖
セ
チ
リ
ア
を
稲
す
る
曲
に
し
て

ど

こ

拐
て
鴬
日
の
演
奏
中
唱
歌
に
て
能
＜
其
現
象
を
描
き
し
が
如
く
何
虜
と
な
く

か

み

さ

び

こ

A

か
し
こ

紳
淋
て
如
何
に
も
此
虞
彼
虞
に
群
を
な
し
又
近
き
よ
り
遠
き
に
逹
せ
る
如
き
の

、

、

、

、

、

、

趣
き
を
現
は
し
て
聴
衆
を
静
鼎
な
ら
し
め
た
る
は
富
士
登
山
の
一
曲
な
り
春
の

夜
は
何
虞
や
ら
吾
邦
人
の
嗜
好
に
適
ひ
た
る
曲
質
を
帯
び
て
奥
床
し
か
り
し
次

、
、
、

に
進
軍
歌
も
宜
し
又
ピ
ア
ノ
曲
に
て
ソ
ナ
タ
は
綺
麗
な
り
第
六
な
る
甲
乙
宜
し

ひ

と

鏡
な
す
、
岸
の
櫻
は
中
々
進
歩
せ
し
仕
組
な
れ
と
も
楽
器
の
敷
と
人
間
の
頭
敷

と
の
割
合
を
ピ
ア
ノ
の
熟
練
な
る
獨
弾
に
比
較
て
聞
は
忌
は
し
き
感
を
起
さ
ゞ

、

、

、

、

る
を
得
ざ
る
な
り
羽
衣
、
熊
坂
の
囃
子
は
只
我
國
足
利
時
代
の
も
の
な
る
を
示

ば

う

ふ

く

な

ど

す

べ

せ
し
の
み
に
て
餘
興
と
な
ら
ば
寧
ろ
捧
腹
滑
稽
の
狂
言
杯
は
都
て
適
嘗
な
ら
ん

こ
ら

と
事
賓
を
知
ら
ぬ
外
國
婦
人
連
等
は
笑
を
堪
ひ
て
身
を
振
は
せ
し
も
無
理
な
ら

こ

と

さ

ぞ

あ

ん

よ

ず
特
に
御
氣
の
毒
な
る
は
長
い
間
囃
子
方
が
板
の
間
に
坐
は
り
て
囃
足
が
痛
か

よ

そ

ら
ふ
と
他
虞
か
ら
心
配
な
り
し
は
餘
計
な
お
世
話
兎
に
角
本
日
の
聞
き
も
の
は

．．．．． 

第
一
部
第
二
部
の
第
七
な
る
（
バ
イ
オ
リ
ン
曲
）
な
り
一
回
一
回
に
著
し
き
進

歩
を
現
は
し
音
楽
校
諸
敦
師
平
常
の
霊
力
と
生
徒
諸
氏
の
勉
勘
吾
邦
音
楽
上
の

為
に
賞
す
る
に
餘
り
あ
り
或
る
傍
聰
者
の
評
に
今
此
各
種
の
演
奏
を
見
聞
し
て

や
や

観
察
を
下
せ
は
囃
子
の
如
き
は
殆
ん
と
金
石
の
如
く
等
曲
は
稲
植
物
の
如
く
第

七
な
る
合
奏
は
動
物
た
る
が
如
し
と
云
へ
り

二
0
ー
ニ
ー
頁
）

左
の

一
編
は
千
八
百
九
十
三
年
三
月
二
十
三
日
疲
行
ジ
ャ
パ
ン
、
デ
ー
リ
ー
、

メ
ー

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
の
景
況

本
會
に
於
て
は
本
月
十
九
日
日
曜
を
以
て
非
常
に
有
盆
な
る
演
奏
會
を
畢
行
せ
り
此

時
東
京
昔
架
學
校
生
徒
諸
氏
は
音
楽
の
諸
藝
に
於
て
驚
く
べ
き
進
歩
の
景
況
を
顕
は
し

た
り
同
校
奏
榮
堂
に
充
満
し
た
る
睦
衆
は
外
國
公
使
を
始
め
外
國
人
の
敷
頗
る
多
き
に

居
れ
り
裳
旦
音
楽
の
演
奏
は
各
自
の
生
徒
が
顕
は
し
た
る
熟
練
と
才
能
と
の
外
に
尚
種

種
の
箇
條
に
於
て
感
服
に
堪
へ
ざ
る
こ
と
多
か
り
き
抑
も
日
本
人
の
天
性
と
敷
世
代
を

経
た
る
永
き
練
習
を
積
む
に
非
れ
ば
西
洋
音
楽
の
方
法
及
組
織
に
精
通
す
る
に
過
せ
り

や
否
や
と
は
欧
米
諸
國
人
の
間
に
成
立
す
る
多
年
の
疑
問
な
り
彼
の
専
ら
日
耳
曼
の
数

師
が
敦
練
し
た
る
或
る
軍
榮
隊
の
驚
く
べ
き
穎
敏
を
以
て
も
此
疑
問
に
就
て
は
充
分
な

る
答
辮
を
典
ふ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
所
謂
軍
楽
隊
の
使
用
す
る
楽
器
の
如
き
は
規

定
の
手
法
に
由
て
音
響
を
生
す
る
も
の
に
て
奏
者
の
耳
か
若
く
は
判
断
の
み
を
以
て
其

ハ

ー

プ

ピ

ア

ノ

昔
調
の
精
確
を
致
す
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
立
琴
洋
琴
の
如
き
昔
調
愛
轄
せ
ざ
る
も
の

に
て
既
に
音
律
の
整
ふ
た
る
上
は
凡
庸
の
手
頭
を
以
て
も
其
調
子
の
狂
は
ざ
る
楽
器
の

如
き
に
於
て
は
最
も
然
り
と
す
蓋
し
外
國
の
＿
音
楽
に
必
要
な
る
技
能
の
有
無
は
絃
楽
器

若
く
は
磐
楽
を
奏
す
る
の
際
に
於
て
最
も
能
＜
之
を
検
定
す
る
を
得
べ
し
則
ち
此
の
如

く
論
下
せ
ば
欧
州
昔
階
の
諸
―
音
を
整
頓
す
る
精
緻
な
る
手
日
程
に
就
て
判
明
精
確
な
る
知

識
を
備
ふ
る
に
非
る
以
上
は
専
門
的
演
藝
の
成
果
を
得
る
能
は
ず
賓
に
嘔
末
の
差
異
と

雖
と
も
演
奏
上
に
不
協
昔
を
生
ず
る
と
き
は
聴
衆
の
有
識
無
識
に
係
は
ら
ず
乍
ち
之
を

装
見
し
て
聞
く
に
堪
へ
ざ
る
の
感
を
猿
せ
し
め
た
り
則
此
の
如
き
差
異
を
避
く
る
の
能

力
は
例
令
天
賦
に
あ
ら
ざ
る
も
頗
る
習
得
す
る
に
難
き
も
の
に
し
て
日
本
人
か
＿
音
楽
上

の
資
質
に
於
て
全
く
改
造
を
経
且
つ
日
本
人
か
昔
響
の
憤
値
に
係
り
新
思
想
を
猿
育
し

た
る
後
に
あ
ら
さ
れ
ば
該
能
力
を
完
得
す
る
を
疑
ふ
も
の
多
か
り
し
な
り

抑
も
上
述
す
る
如
き
問
題
は
之
を
一
朝
一
夕
に
質
明
す
る
を
得
ざ
る
も
の
な
り
而
し

て
去
る
日
曜
日
に
於
け
る
演
習
の
結
果
の
如
き
は
好
良
な
る
方
向
に
進
む
の
證
左
と
看

倣
す
へ
き
に
過
き
ざ
る
の
み
敢
て
之
を
確
定
視
す
る
は
大
に
誤
れ
り
と
す
然
れ
共
是
ま

で
大
に
世
の
疑
を
受
け
た
る
事
項
も
此
演
奏
の
為
に
之
を
氷
解
す
る
に
至
り
し
こ
と
勘

な
か
ら
ざ
る
は
吾
人
が
信
じ
て
疑
は
ざ
る
所
な
り
則
ち
彼
の
二
十
名
に
近
き
妙
齢
な
る

紳

津

専

ル
新
聞
に
記
載
せ
る
も
の
な
る
が
寄
送
な
り
た
れ
ば
左
に
掲
＜

郎

闘
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男
女
生
徒
の
演
奏
せ
る
バ
イ
オ
リ
ン
曲
の
如
き
は
此
諸
氏
か
最
微
の
誤
謬
も
な
く
正
し

き
音
調
を
以
て
高
尚
の
楽
曲
を
も
奏
し
得
へ
き
伎
倖
を
證
明
し
た
る
も
の
と
云
ふ
べ
し

演
習
會
の
始
よ
り
終
に
至
り
各
曲
皆
此
の
如
く
に
し
て
其
欠
点
を
皐
く
べ
き
も
の
な
し

蓋
し
一
音
楽
家
た
る
も
の
A

身
に
取
り
て
は
此
事
賓
に
小
事
に
非
る
な
り
加
ふ
る
に
此
演

奏
の
精
確
な
る
こ
と
は
天
賦
の
性
為
の
然
ら
し
む
る
所
に
し
て
敢
て
器
械
的
の
敦
習
に

の
み
因
由
せ
ざ
る
は
吾
人
の
信
じ
て
疑
は
ざ
る
に
於
て
は
決
し
て
然
り
と
す
凡
そ
バ
イ

オ
リ
ン
を
學
ふ
に
は
指
頭
而
巳
を
以
て
し
耳
の
助
け
を
受
け
ざ
る
こ
と
を
得
べ
し
然
れ

共
此
の
如
き
は
貿
に
管
製
風
琴
に
過
き
ざ
る
も
の
な
る
べ
し
故
に
又
演
奏
者
に
於
て
も

員
の
専
門
的
快
楽
を
亨
有
せ
ざ
る
べ
し
然
れ
共
此
の
如
き
現
象
は
二
十
名
有
餘
の
學
生

よ
り
成
る
級
に
於
て
猿
起
す
べ
く
も
あ
ら
ざ
り
き
恐
く
は
純
然
た
る
器
械
的
の
熟
練
は

同
敷
の
欧
州
學
生
に
於
け
る
よ
り
も
更
に
絃
に
著
明
な
り
と
す
然
れ
共
又
耳
力
に
依
頼

す
る
所
甚
僅
少
な
り
し
は
殆
と
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
も
の
A

如
し
去
日
曜
日
に
於
て
初
に

演
じ
た
る
二
名
の
若
き
婦
人
の
如
き
は
此
貼
に
於
て
疑
を
容
る
へ
き
所
な
し
其
演
奏
の

鉢
裁
睦
衆
の
為
に
充
分
の
滴
足
を
輿
へ
而
の
み
な
ら
ず
罷
衆
中
此
道
に
心
得
あ
る
者
の

案
外
に
出
で
た
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
其
他
男
女
雨
性
の
演
奏
者
か
為
し
た
る
バ
イ
オ
リ

ン
の
演
奏
は
綿
し
て
皆
然
る
を
信
す
る
な
り
其
共
同
合
併
し
て
演
奏
し
た
る
奏
楽
の
成

果
は
楡
快
に
し
て
且
―
二
の
曲
と
い
ひ
殊
に
ビ
ゼ
ー
氏
の
製
曲
に
係
る
緩
き
拍
子
の
も

の
に
於
け
る
如
き
は
最
も
厳
酷
な
る
批
評
家
も
批
難
す
べ
き
欠
黙
を
見
出
す
に
苦
み
た

り
此
の
如
き
妙
齢
な
る
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
者
中
に
就
き
獨
奏
を
聞
く
こ
と
を
得
た
ら
ん

に
は
又
更
に
妙
な
ら
ん
と
信
せ
り
此
の
如
く
敷
多
合
併
し
て
演
奏
す
る
と
き
は
各
自
の

疲
相
を
見
出
す
る
こ
と
難
し
熟
ら
用
琥
の
風
裁
を
按
す
る
に
各
人
進
歩
の
度
を
異
に
す

る
所
以
を
見
る
に
足
れ
り

竪
楽
は
聰
衆
中
敦
育
の
あ
る
部
分
の
為
に
は
器
楽
の
或
る
演
奏
に
於
け
る
如
き
快
榮

を
感
せ
し
め
ざ
り
し
も
此
大
切
な
る
課
業
に
於
て
将
来
充
分
の
進
歩
を
占
む
へ
き
徴
候

は
甚
た
分
明
な
り
バ
イ
オ
リ
ン
は
此
虞
彼
慮
に
於
て
聯
の
取
除
を
以
て
概
ね
同
昔
に
於

て
の
み
聞
へ
た
り
然
れ
と
も
唱
歌
は
往
々
複
昔
に
於
て
唱
奏
せ
ら
れ
且
其
性
質
音
楽
上

穎
異
な
る
智
能
を
有
せ
さ
れ
は
精
確
の
演
奏
を
為
し
得
べ
か
ら
ざ
る
が
如
き
も
の
な
り

彼
の
バ
ハ
氏
作
の
唱
歌
の
一
の
宏
批
な
る
が
如
き
は
之
を
唱
奏
す
る
者
の
必
ず
充
分
に

理
解
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
主
張
す
る
に
あ
ら
ざ
る
も
其
各
部
の
思
想
と
其
相
互
の
開

係
と
は
明
か
に
唱
者
の
心
意
に
入
る
に
あ
ら
ざ
る
以
上
は
之
を
唱
奏
す
る
こ
と
の
全
く

出
来
得
べ
か
ら
ざ
る
を
信
ぜ
り
彼
の
「
ク
ル
シ
フ
ヰ
キ
サ
ス
」
の
編
成
法
は
思
想
も
感

情
に
有
せ
ざ
る
一
音
響
の
繊
績
し
た
る
も
の
と
し
て
之
を
記
臆
し
之
を
暗
誦
せ
ん
こ
と
は

事
甚
だ
錯
雑
に
し
て
到
底
為
し
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
此
の
如
き
難
曲
を
以
て
聴
衆

の
耳
に
燭
ん
と
企
て
た
る
は
頗
る
危
瞼
に
見
え
た
り
然
れ
共
其
成
果
は
意
外
に
し
て
唯

に
竜
も
批
難
す
べ
き
点
な
き
の
み
な
ら
ず
猶
此
日
の
演
奏
中
尤
も
著
明
な
る
部
分
を
占

め
た
り
之
に
次
て
演
奏
の
尤
も
著
明
な
り
し
は
ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
氏
の
有
感
有
識
な
る
製
曲

な
り
殊
に
製
曲
家
か
工
夫
を
凝
ら
し
て
其
弱
点
を
掩
ふ
て
強
点
を
猿
揚
し
た
る
苦
辛
の

手
際
は
演
奏
曲
目
中
更
に
熱
心
な
る
喝
采
を
博
し
た
り
此
他
の
唱
歌
は
敢
て
記
述
す
べ

き
所
之
な
き
も
の
な
り
日
本
語
は
何
れ
に
於
て
も
能
＜
協
合
し
殊
に
巧
妙
な
る
も
の
多

し
と
す
其
磐
―
音
流
暢
に
し
て
欧
州
の
言
語
は
云
ふ
に
及
は
ず
以
太
利
語
と
雖
も
逝
か
に

及
ば
ざ
る
如
き
形
勢
を
致
す
の
み
な
ら
ず
猶
唱
者
を
し
て
自
ら
言
語
の
意
義
を
領
會
す

る
の
快
楽
を
享
け
し
む
る
に
至
れ
り
是
れ
其
唱
奏
上
に
充
分
の
猿
相
を
典
へ
て
餘
力
を

遺
さ
ゞ
る
は
叉
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
賓
な
り
然
れ
共
今
其
程
度
の
賓
際
如
何
な
る
点
に

達
し
居
れ
り
や
は
其
博
達
あ
る
敦
師
先
生
の
如
き
平
日
熟
知
す
る
者
の
外
は
之
を
明
言

す
る
能
は
ざ
る
べ
し
此
の
如
き
詳
細
の
ケ
條
に
至
て
は
賓
に
先
生
の
証
明
に
依
頼
す
る

の
外
あ
ら
ざ
る
な
り
敢
て
偶
ミ
聘
聞
す
る
も
の
A

説
の
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
賓
際

唱
歌
に
於
て
猿
相
の
程
度
は
唱
者
よ
り
は
寧
ろ
導
者
の
技
個
に
屡
せ
り
と
云
ふ
べ
し
唱

者
は
恰
も
導
者
の
使
用
す
る
器
械
の
如
く
に
し
て
唱
歌
の
光
彩
も
陰
影
も
唱
者
の
集
合

意
匠
に
よ
る
よ
り
も
導
者
の
指
揮
抑
揚
に
罵
せ
り
と
謂
ふ
べ
し

演
奏
中
敷
々
日
本
の
楽
曲
を
交
へ
た
る
は
大
に
興
味
を
添
へ
た
り
此
日
本
風
の
も
の

に
就
て
は
弦
に
一
言
を
吐
露
す
る
の
限
に
あ
ら
ざ
る
な
り
然
れ
共
此
中
に
は
和
洋
協
會

の
も
の
も
あ
り
此
等
に
就
て
は
聯
か
陳
述
す
べ
き
所
あ
り
即
ち
バ
イ
オ
リ
ン
と
等
と
合

奏
し
た
る
は
二
曲
あ
り
其
一
は
彼
の
日
本
有
名
の
楽
家
な
る
芝
葛
鎮
氏
の
作
曲
に
て
此

等
に
伴
奏
せ
る
等
調
は
第
敷
面
を
以
て
せ
る
も
の
に
て
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
の
編
成
し
た
る

も
の
と
信
ぜ
り
此
演
奏
の
新
趣
向
と
も
云
ふ
べ
き
は
等
調
を
以
て
等
の
固
有
の
長
所
を

表
は
さ
し
め
ず
し
て
欧
州
楽
器
の
立
琴
の
用
を
辮
せ
し
め
た
る
こ
と
是
な
り
蓋
し
等
は

賓
際
小
形
の
立
琴
に
過
ぎ
す
楽
器
の
形
朕
は
固
よ
り
論
ず
る
の
外
な
り
と
雖
も
此
楽
器

の
製
法
は
全
く
立
琴
の
理
に
協
へ
る
も
の
に
て
其
昔
調
ま
で
類
似
せ
り
唯
其
絃
敷
小
少
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な
る
の
み
日
本
人
が
之
を
以
て
日
本
の
楽
曲
を
奏
す
る
に
は
日
本
昔
階
の
写
音
の
み
を

生
じ
只
之
を
反
覆
す
べ
き
様
に
調
律
す
る
と
云
へ
り
然
れ
共
ま
た
之
を
欧
州
昔
階
に
符

琥
せ
し
む
べ
き
様
調
律
す
る
こ
と
を
も
得
べ
き
も
の
に
て
此
時
は
等
一
面
の
み
に
て
敷

多
の
幸
日
を
猿
生
す
る
に
不
適
嘗
な
る
貼
は
等
の
敷
を
増
し
て
合
奏
す
る
時
は
自
由
自
在

な
り
と
云
へ
り
即
ち
去
日
曜
日
に
於
て
も
此
の
如
く
に
し
て
演
奏
せ
る
も
の
A

如
し
然

れ
共
舞
豪
よ
り
隔
り
た
る
場
所
に
席
を
占
む
る
も
の
A

為
に
は
其
詳
細
を
知
る
に
由
な

か
り
き
尤
も
全
体
の
結
果
は
甚
た
巧
妙
な
り
と
信
せ
り
然
れ
共
等
は
元
と
廣
く
場
所
を

と
る
も
の
に
て
之
を
容
る
A

に
十
分
な
る
廣
地
位
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
連
等
合
奏
の
拳

は
殆
と
難
し
と
す
然
れ
共
廣
き
位
地
あ
る
に
於
て
は
甚
た
妙
手
段
な
り
と
す
唯
に
然
る

の
み
な
ら
ず
日
本
に
は
尚
他
に
種
々
な
る
雅
楽
的
の
楽
器
も
あ
る
あ
れ
ば
更
に
之
を
連

合
せ
し
む
る
こ
と
を
も
得
べ
く
し
て
去
日
曜
日
の
場
合
に
於
け
る
よ
り
も
更
に
之
を
大

仕
掛
け
と
な
す
事
を
も
得
べ
き
な
り
然
れ
共
彼
の
雅
架
的
の
該
楽
器
は
等
と
協
和
す
べ

き
音
質
の
も
の
に
非
す
さ
れ
ば
之
を
協
合
連
奏
す
る
こ
と
頗
る
難
か
る
べ
し
第
は
日
本

純
粋
の
楽
器
に
し
て
更
に
改
良
上
進
を
経
へ
し
と
雖
も
惜
哉
之
を
十
分
進
む
る
も
其
位

地
は
既
に
吾
欧
州
の
立
琴
の
為
め
に
占
ら
れ
た
り
と
謂
ふ
べ
き
な
り

演
奏
曲
中
敷
々
洋
琴
を
も
聴
く
を
得
た
り
抑
も
洋
琴
は
バ
イ
オ
リ
ン
に
比
す
れ
ば
無

論
日
本
人
の
為
に
は
容
易
な
る
べ
き
楽
器
な
る
は
人
の
自
然
に
信
す
る
所
な
り
と
雖
も

大
に
之
に
反
し
て
日
本
人
に
洋
琴
の
更
に
難
き
も
の
A

如
く
見
え
た
り
と
謂
は
ざ
る
を

得
ず
且
つ
モ
ザ
ー
ト
氏
の
合
奏
曲
の
一
よ
り
抄
出
せ
る
有
名
の
ミ
ニ
ュ
イ
ッ
ト
の
拍
子

の
如
き
は
兼
て
聞
き
博
へ
た
る
も
の
よ
り
は
逝
に
緩
徐
な
り
し
を
覺
へ
た
り
是
れ
正
し

く
近
来
の
風
習
に
符
琥
す
る
も
の
な
る
べ
し
此
風
習
に
於
て
は
古
来
の
快
榮
な
る
一音
楽

も
往
々
其
勢
を
愛
じ
元
来
の
特
質
を
失
ふ
に
至
る
も
あ
り
去
る
日
曜
日
の
ミ
ニ
ュ
イ
ツ

ト
に
於
て
は
快
捷
な
る
舞
の
踏
活
氣
を
吐
く
所
更
に
之
な
し

（
『
一
音
築
雑
誌
』
第
三
十
一
号
、
明
治
二
十
六
年
四
月
、
一

l
四
頁
）

明
治
二
十
六
年
六
月
十
一
日
学
友
会
練
習
会

R
奏
楽
演
習
（
東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
男
子
部
）
明
十
一
日
午
後
一
時
半
よ

り
上
野
公
園
地
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂
に
於
い
て
開
會
す
る
演
習
曲
目
は
「
第

R
學
友
会
演
奏
會
東
京
＿
音
楽
學
校
學
友
會
男
子
部
の
練
習
會
は
去
六
月
十
一
日
午
後

一
時
半
よ
り
同
校
奏
楽
堂
に
於
て
開
會
さ
れ
た
り
聘
衆
は
い
つ
も
よ
り
少
な
く
其
演
奏

番
組
は
〔
中
略
〕
等
に
て
無
事
閉
會
を
告
げ
し
が
中
に
肥
後
琵
琶
は
末
だ
聴
き
馴
れ
ざ
る

（
『
國
民
新
聞
』
明
治
二
十
六
年
六
月
十
日
）

一
部
」
一
、
唱
歌
雖
昔
（
洋
琴
伴
奏
）
破
邪
曲
會
員
山
田
美
妙
齋
氏
作
歌
。
二
、

洋
琴
連
弾
（
洋
琴
伴
奏
）
納
維
也
マ
ー
チ
元
橋
義
敦
氏
、
前
田
久
八
氏
、
ツ
ェ

ル
ニ
ー
氏
作
曲
。
三
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ヰ
ク
ト
ル
中
練
習
曲
戸
田
忠
義

氏
、
高
濱
孝
一
氏
。
四
、
唱
歌
四
重
昔
（
洋
琴
伴
奏
）
「
甲
」
大
塔
宮
「
乙
」
唱

歌
會
員
、
黒
川
箕
頼
、
佐
藤
誠
質
雨
氏
作
歌
。
五
、
三
曲
西
行
櫻
山
勢
氏
、
萩

岡
氏
、
今
井
氏
、
上
原
氏
。
六
、
風
琴
連
奏
「
甲
」
キ
ュ
ー
ジ
ャ
ス
、
ア
ー
ー
マ

ン
「
乙
」
パ
ス
ト
レ
ー
ル
飯
田
三
三
雄
氏
、
開
根
琢
氏
。
七
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

（
風
琴
バ
イ
オ
リ
ン
合
奏
）
ラ
ス
ト
、
ロ
ー
ス
、
オ
ブ
サ
ン
マ
ー
井
上
京
次
郎

氏
、
北
村
季
睛
氏
。
八
、
唱
歌
四
重
昔
（
洋
琴
風
琴
伴
奏
）
皇
園
の
精
紳
會

員
、
旗
野
十
一
郎
氏
作
歌
「
第
二
部
」
一
、
風
琴
「
甲
」
イ
ス
ラ
エ
ル
歌
劇
よ

り
抜
幸
朝
纏
「
乙
」
オ
ル
ガ
ン
ソ
ナ
タ
、
ヨ
リ
抜
幸
ア
リ
ア
石
原
重
雄
氏
、
メ

ー
ヒ
ル
氏
、
モ
ザ
ー
ト
雨
氏
作
曲
。
二
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
（
洋
琴
伴
奏
）

ア
ル
ブ
ム
ブ
ラ
ッ
ト
商
濱
孝
一
氏
、
ル
ー
ス
氏
作
歌
。
三
、
吾
師
の
賜
獨
唱
二

部
（
洋
琴
伴
奏
）
北
村
季
睛
氏
、
島
崎
赤
太
郎
氏
、
鳥
居
枕
氏
作
歌
。
四
、
洋

琴
ヂ
ー
ネ
ル
ケ
ク
ル
ー
グ
氏
作
曲
、
元
橋
義
敦
氏
。
五
、
尺
八
鹿
の
遠
昔
荒

井
古
章
氏
、
上
原
六
四
郎
氏
。
六
、
風
琴
「
甲
」
フ
ー
グ
「
乙
」
ア
ダ
ジ
ヲ
島

崎
赤
太
郎
氏
、
バ
ハ
氏
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
雨
氏
作
曲
。
七
、
肥
後
琵
琶
小
敦
盛

三
段
目
堀
野
勝
太
郎
氏
。
八
、
唱
歌
（
洋
琴
伴
奏
）
「
甲
」
去
卒
打
タ
ナ
「
乙」

告
別
會
員
一
同
、
旗
野
十
一
郎
氏
、
佐
藤
誠
賓
雨
氏
作
歌
。
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第 第 第

r. 

ノ‘

第

五

等

第

四

洋

唱

ヂ

ツ

ト

リ

ヒ

氏

作

曲

甲

夏

の

夜

…

…

…

…

…

｛

黒

川

箕

頼

氏

作

歌

氏義子

第

十

乙

セ
ル
ツ
オ
（
風
琴
伴
奏
）

甲
セ
レ
ナ
タ

唱

歌

其戸頼

子

橋

検

校

作

曲

母

木

駒

田

忠

他

諸

バ
イ
オ
リ
ン
曲
（
洋
琴
伴
奏
）

八

琴
（
獨
弾
）

タ
ラ
ン
テ
ラ
…
…
…
…
…
…
…

曲
（
バ
イ
オ
リ
ン
合
奏
）

卒
業
生

須
磨
…
…
…
…
…
…
｛
仝
…
…

遠

山

甲

子

ヘ

lレ
岡

得

久

田

幸ル

氏

作

曲

仝仝仝

ビ モ
ス
コ
ウ
ス
キ
氏
作
曲

氏
作
曲

ゼ

其

他

氏

子

爵

戸

田

義

レ

石

ド
ン
ジ
ュ
ア
ン
歌
劇
幻
想
…
：
｛
幸

子子

仝 仝

バ
イ
オ
リ
ン
曲
（
洋
琴
伴
奏
）

モ
ツ
ア
ー
ト
、
ヤ
ン
ザ
氏
作
曲

ガ
ボ
ッ
ト
（
舞
踏
曲
）

業

卒

生

島

崎

赤

太

郎

ソ

ナ

タ

第

二

部

…

卒

業

生

…

…

｛

石

原

重

雄

第

九

箪

調

北飯富清大バ

村

諸忠季

田

睛雄

田

子

水

久秀貞

子

畠

子

ノ‘

氏

作

曲

風
琴
曲 乙

シ

ウ

ベ

ル

ト

氏

作

曲

光

…

…

…

｛

中

村

秋

香

氏

作

歌

シ

ウ

ベ

ル

ト

氏

作

曲

卒

業

式

の

歌

…

…

…

｛

本

居

豊

穎

氏

作

歌

卒

業

生

其

他

諸

氏

メ
ン
デ
ル
ス
ソ
ー
ン
氏
作
曲

（
二
人
連
奏
）

其

氏

洋

琴
風

琴

仝

仝仝仝

元

敦

島 石

原

重

崎

赤

太

橋

義

他

諸

郎雄

甲

聖

代

の

バ
イ
オ
リ
ン
卒
業
生

仝

仝

子

爵

戸

田

木

駒忠

辛
談

為
や
ら
良
評
を
下
し
難
し

（
『
＿
音
楽
雑
誌
』
第
三
十
三
号
、
明
治
二
十
六
年
六
月
、
一
九
頁
）

明
治
二
十
六
年
七
月
八
日
卒
業
式

0
東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
卒
業
式
順
序

式
の
順
序
は
左
の
如
し

第

歌

（
洋
琴
伴
奏
）

前
琥
の
紙
上
に
記
し
た
る
同
校
卒
業

第

八

第

七

江

…

…

…

…

…

｛

シ

ウ

マ

ン

氏

作

曲

鳥

居

枕

氏

作

歌

卒

業

生

其

他

諸

氏

校
長
村
岡
理
學
博
士
式
言

卒
業
證
書
授
輿

井
上
文
部
大
臣
式
言

卒
業
生
糖
代
謝
僻

乙

遇

陽

母

告
別
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
王
尉
‘
戸
疇
）
ハ
イ
ド

頼

子

ン

氏

作

曲
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第
十

第
十

（
『
敦
育
新
聞
』
明
治
二
十
六
年
七
月
七
日
）

第
二
洋
琴
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
麟

唱
歌
（
バ
イ
オ
リ
ン
、
風
琴
、
洋
琴
、
伴
奏
）

シ

ウ

ベ

ル

ト

氏

作

曲

此
徳
の
華
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
佐

藤

誠

質

氏

作

歌

卒

業

生

其

他

諸

氏

●
東
京
音
楽
學
校
の
卒
業
式
昨
日
卒
業
式
に
併
せ
て
演
奏
會
を
開
け
り
東
台
緑
深

き
慮
天
楽
洋
々
起
て
夏
趣
更
に
奇
な
り
睦
者
雲
集
小
松
若
宮
殿
下
に
も
臨
せ
ら
れ
ぬ
敷

こ
え

番
の
唱
歌
は
卒
業
の
女
生
が
ピ
ア
ノ
的
の
一
音
を
以
て
更
に
ピ
ア
ノ
に
和
し
瑠
璃
盤
上
小

こ
ろ

珠
大
珠
を
韓
ば
す
が
如
く
秀
手
と
聞
へ
し
遠
山
子
の
洋
琴
獨
弾
、
石
岡
幸
田
雨
子
の
バ

あ
ら

イ
オ
リ
ン
何
れ
も
其
妙
を
見
は
し
等
曲
の
須
磨
等
調
ガ
ボ
ッ
ト
賑
は

し
く

遠

山、

麻

生
、
橘
糸
、
松
野
四
子
の
洋
琴
四
人
連
弾
是
亦
聴
物
な
り
し
校
長
村
岡
理
學
博
士
の
式

お
は

言
は
普
通
の
報
告
を
為
し
了
り
て
日
＜
文
部
省
は
来
る
九
月
よ
り
棠
校
を
以
て
高
等
師

範
學
校
の
附
麗
と
為
す
文
部
省
は
音
架
を
冷
眼
視
す
る
か
予
を
以
て
見
れ
ば
大
に
然
ら

ざ
る
者
あ
り
賓
業
敦
育
を
重
ん
ぜ
ら
る

A
文
部
大
臣
の
下
に
は
贅
澤
の
如
く
見
ゆ
る
昔

糸

重

野

ふ

み

子子

遠

山

甲

子

子

第

一

洋

琴

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

寵

生

富

久

子

洋
琴
曲
（
四
人
連
弧
）

十
八
世
紀
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト

ヂ

ウ

メ

グ

リ

オ

氏

狡

刊

其

他

氏

仝

石

原 崎

氏
作
曲

木

駒忠

赤

太重諸

雄

仝

子

爵

風
琴

島 戸

田

郎義

頼

母

子

丙

タ
ラ
ン
テ
ラ

バ
イ
オ
リ
ン

シ

ツ

J
1
 

榮
學
校
な
ど
は
陵
止
せ
ら
れ
兼
ね
ま
じ
き
を
存
し
て
彼
れ
に
附
し
却
り
て
賓
業
に
閥
係

あ
る
主
計
學
校
を
腹
せ
ら
れ
し
は
文
部
大
臣
大
に
音
楽
を
重
要
視
せ
ら
る
A

に
外
な
ら

ぁ
ぢ
わ
ひ

ざ
る
べ
し
と
述
ベ
一
抑
一
揚
イ
ヤ
ミ
の
如
く
又
之
を
打
消
し
た
る
如
き
間
だ
に
味
あ

り
と
聞
こ
へ
し
又
日
第
八
の
告
別
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
曲
は
往
昔
洪
牙
利
の
一
貴
族

l

音
楽
學

校
を
建
て
居
た
る
に
財
政
困
難
に
及
び
之
を
曖
せ
し
時
常
時
の
一
音
楽
家
此
事
を
曲
に
作

り
て
演
ぜ
し
に
彼
聴
て
大
に
感
じ
再
び
―
音
楽
學
校
を
興
せ
し
と
い
ふ
其
曲
な
り
と
て
特

に
聴
者
に
紹
介
す
此
日
文
部
大
臣
臨
ま
ず
席
に
在
ら
ば
感
如
何
に
や
次
で
牧
野
次
官
の

式
言
卒
業
證
書
の
授
典
あ
り
た
り

〇
告
別
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
曲
去
八
日
東
京
―
音
楽
學
校
に
て
、
卒
業
式
を
兼
ね
て
一
音
楽

演
奏
會
を
催
ふ
し
、
敷
番
の
演
奏
は
何
れ
も
妙
曲
佳
境
に
入
り
、
夏
深
き
上
野
の
山
に

吹
く
風
も
、
殊
に
一
段
の
趣
き
を
添
え
た
り
し
が
、
中
に
も
滴
堂
敷
百
の
紳
士
貴
女
を

し
て
、
陶
然
感
に
入
ら
し
め
し
は
、

告
別
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
の
一
曲
な
り
け
り
、
ソ
モ
此

の
告
別
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
曲
と
い
へ
る
は
、
其
古
る
き
由
来
を
尋
ぬ
れ
ば
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
一

貴
族
が
、
殊
に
＿
音
楽
に
心
を
寄
せ
、
自
か
ら
建
て
し
音
楽
堂
に
は
、
年
々
我
か

三
百
寓
園
に
も
充
つ
る
巨
額
を
費
せ
し
が
、
其
の
後
財
政
意
の
如
く
な
ら
ず
、
已
む
な

＜
此
の
堂
を
も
陵
止
す
る
こ
と
A

な
り
た
れ
ば
、
年
久
し
く
此
に
在
り
た
る
多
く
の
楽

師
は
、
最
終
の
名
残
に
も
と
て
一
音
楽
會
を
催
ふ
し
け
る
、
告
別
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
曲
と

い
へ
る
は
、

常
時
長
き
告
別
の
意
を
寓
し
て
作
れ
る
に
て
、
高
妙
な
る
昔
曲
の
中
、
無

限
の
美
情
を
含
み
、
洋
々
た
る
一
番
の
演
奏
に
、
多
く
の
楽
師
は
、
今
は
是
れ
ま
で
な

り
と
思
ひ
ノ
＼
に
立
ち
去
り
て
、
其
の
曲
の
終
る
頃
に
は
、
僅
か
に
敷
人
を
残
す
の
み

に
至
り
し
が
、
貴
族
は
深
く
感
に
入
り
け
ん
、
遂
に
再
び
其
の
堂
を
維
持
す
る
こ
と
A

な
り
し
て
ふ
曲
に
て
、
今
や
政
費
節
減
の
結
果
、
敢
へ
な
く
東
京
―音
楽
學
校
を
高
等
師

範
學
校
の
附
屍
と
な
し
、
来
る
九
月
を
一
期
と
し
て
、
蜀
立
せ
る
學
校
の
名
の
履
止
せ

ら
れ
ん
最
終
の
＿音
楽
會
に
、
恰
か
も
此
の
曲
を
選
み
た
り
け
れ
ば
、
洋
琴
を
弾
じ
、
ピ

ヤ
ノ
を
弾
す
る
多
く
の
秀
手
が
、
思
ひ
／
＼
に
名
残
の
涙
を
淀
べ
つ

A
、
坐
を
僻
し
去

る
の
有
様
は
、
仮
粧
な
が
ら
も
員
に
迫
り
、
し
ば
し
は
水
を
打
っ
た
る
如
く
、
満
堂
し

づ
み
渡
り
し
も
理
は
り
な
り
き
、
嘗
日
は
文
部
の
嘗
局
者
ー
ー
＇
口
常
に
政
費
節
減
を
唱

（
『
毎
日
新
聞
』
明
治
二
十
六
年
七
月
九
日
）
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ふ
る
の
代
議
士
諸
氏
を
も
見
受
け
し
が
、
此
の
際
賞
時
の
感
如
何
な
り
し
ぞ
、

（
『
敬
育
新
聞
』
明
治
二
十
六
年
七
月
十
一
日
）

＠
東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
式
同
校
第
六
回
の
卒
業
授
典
式
は
去
八
日
上
野
公
園
地
な
る

同
校
奏
楽
堂
に
於
て
施
行
さ
れ
た
り
参
列
者
は
小
松
宮
依
仁
親
王
殿
下
牧
野
文
部
次

官
代
議
士
高
等
官
各
高
等
學
校
長
始
め
千
五
百
余
名
流
石
に
廣
き
楽
堂
も
立
錐
の
地
な

み

よ

か
り
し
さ
て
第
一
は
唱
歌
聖
代
の
光
、
卒
業
式
の
歌
④
第
二
は
風
琴
曲
ソ
ナ
タ
④
第
三

は
ト
ン
ジ
コ
ア
ン
歌
劇
幻
想
の
曲
は
バ
イ
オ
リ
ン
に
て
奏
さ
れ
た
る
が
皐
手
の
巧
な
る

が

れ

い

な

る

ゃ

ん

や

と
曲
の
雅
震
成
と
は
艘
衆
の
大
喝
采
④
第
四
洋
琴
曲
タ
ラ
ン
テ
ラ
④
第
五
等
須
磨
の
曲

も

う

た

は
バ
イ
オ
リ
ン
と
合
奏
な
り
し
が
本
邦
の
名
曲
殊
に
バ
イ
オ
リ
ン
以
て
歌
詞
伴
奏
さ
れ

ゃ
ん

・・

じゅんやうこう

し
に
よ
り
満
場
陰
る
斗
り
の
唱
采
④
第
六
唱
歌
夏
の
夜
と
簿
陽
江
な
り
し
が
夏
の
夜
の

じしん

曲
は
未
た
本
邦
人
の
耳
心
に
は
聘
馴
ざ
る
感
あ
り
て
唯
高
き
黄
色
な
る
昔
磐
の
み
績
け

ざ

ま

を

る

き

け

・・

様
聞
ゆ
る
の
み
な
り
と
云
ひ
居
を
聞
り
④
第
七
は
村
岡
氏
の
演
説
（
前
出
）
尋
て
卒
業

を
は
り
と
き
あ
か
し

證
書
を
授
輿
し
終
に
演
奏
歌
曲
の
説
明
あ
り
日
＜
本
日
の
唱
歌
中
歌
詞
と
歌
曲
と
は
配

合
の
無
理
な
る
所
も
あ
り
た
れ
ば
其
心
し
て
御
聘
取
願
ひ
升
又
告
別
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
の

曲
は
ハ
ン
ガ
レ
ー
の
貴
族
が
極
め
て
昔
架
好
に

て
常
に
敷
十
名
の
楽
師
を
雇
用
し
あ
り

其
費
用
一
ケ
年
五
十
万
ル
ー
ブ
ル
（
日
本
金
貨
百
五
十
万
園
）
を
消
費
せ
り
晩
年
経
費

節
減
の
為
め
一
音
楽
を
断
念
す
る
事
に
決
し
最
終
の
潰
〔
演
〕
奏
會
を
開
き
し
に
楽
師
ハ
イ

ド
ン
氏
は
全
力
を
注
ぎ
作
曲
し
て
敷
十
名
の
楽
手
と
一
齊
に
合
奏
し
互
に
秘
術
を
盛
し

ひ
と
り

楽
曲
の
中
途
よ
り
一
名
つ
A

楽
器
を
携
へ
て
立
退
け
た
り
し
が
貴
族
は
其
妙
味
に
悦
惚

す

で

も

と

せ
り
巳
に
し
て
楽
手
二
人
最
終
に
立
ち
去
ら
ん
と
せ
し
時
貴
族
之
を
留
め
再
び
以
前
の

如
く
採
用
す
る
事
と
な
れ
と
云
ふ
曲
な
れ
ば
今
日
―音
楽
學
校
境
遇
と
又
今
日
の
目
出
度

場
所
な
れ
ば
之
を
演
奏
す
る
の
で
あ
り
升
又
ガ
ボ
ッ
ト
の
曲
は
西
洋
の
舞
踏
曲
な
る
が

しんけん

之
を
本
邦
の
第
に
て
和
磐
的
に
仕
組
み
た
る
も
の
云
々
次
に
文
部
次
官
牧
野
伸
頸
君
の

も
と
は
し
ぎ
と
ん

訳
僻
生
徒
純
代
元
橋
義
敦
氏
の
謝
僻
あ
り
④
第
八
告
別
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
の
曲
に
至
る
や

と
つ
く
に
う
た
A

外
國
の
曲
乍
ら
轄
だ
身
動
き
す
る
有
様
に
て
尤
も
楡
快
に
聴
き
居
り
し
が
中
途
よ
り
楽

あ

た

か

か

、

、

、、

手
一
人
つ
A

恰
も
月
蝕
の
如
く
欽
け
行
き
し
は
一
興
賞
讚
あ
り
し
是
に
於
て
貴
族
が
再

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
•
•
こ

と

び
―
音
楽
隊
を
雇
用
す
る
の
念
を
猿
す
る
の
無
理
な
ら
ざ
る
を
知
れ
り
④
第
九
等
ガ
ボ
ッ

ト
の
曲
な
り
演
豪
等
を
以
て
満
た
し
殆
ん
と
歩
む
の
餘
地
を
も
な
く
男
女
敷
十
名
高
低

り
と

一
四
ー
一
五
頁
）

く

わ

せ

い

い

と

和
磐
に
弾
せ
ら
れ
た
る
が
唯
弦
に
規
則
正
し
く
爪
を
常
ら
る
A

の
に
し
て
テ
ン
／
＼
ヂ

き

こ

へ

つ

ぶ

や

き

ヤ
ン
／
＼
の
昔
の
み
聞
て
何
と
な
く
興
味
薄
く
傍
に
在
る
人
咳
て
日
＜
等
に
は
等
丈

く

み

た

て

ね

う

の
風
味
あ
る
が
彼
の
曲
は
性
質
も
組
織
も
反
劉
せ
し
て
却
て
そ
れ
だ
け
本
邦
＿
音
楽
の
債

ち

せ

ん

た

と

の

こ

ぎ

り

値
を
損
せ
り
醤

へ
は
小
刀
を
集
め
て
鋸
の
代
用
に
異
な
ら
ず
と
④
第
十
バ
イ
オ
リ
ン

曲
セ
レ
ナ
タ
、
セ
ル
リ
オ
、
タ
ラ
ン
テ
ラ
何
れ
も
巧
者
な
る
に
は
敬
服
の
外
な
し
④
第

... 

十
一
洋
琴
曲
十
八
世
紀
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
④
第
十
二
唱
歌
此
徳
の
華
に
て
花
や
か
に
め
で

た
＜
閉
場
さ
れ
た
り
さ
て
又
次
な
る
も
の
は
席
中
歌
詞
に
就
き
批
評
せ
し
者
の
言
な
り

筆
取
り
書
き
下
せ
ば
唱
歌
〇
詞
は
（
前
出
）
名
家
の
作
な
れ
ば
批
評
す
る
に
及
ば
さ
れ

．．．． 

ど
黒
川
氏
の
夏
日
晩
景
は
何
と
な
く
春
に
尤
も
近
き
有
様
な
り
即
ち
花
み
し
春
日
は
昨

日
の
夢
と
さ
れ
寧
し
ろ
之
を
初
夏
晩
景
と
云
ふ
方
適
嘗
な
ら
ん
か

0
鳥
居
氏
作
の
潜
陽

・
・
・
・
・
・

なかばすぎ

江
中
半
の
月
の
傾
く
程
に
を
ば
一
ヶ
月
の
半
過
や
何
や
ら
も
し
之
を
月
の
半
は
傾
く
程

、
、
、
、

に
と
な
せ
し
な
ら
は
如
何
に
や
と
佐
藤
氏
作
此
徳
の
華
は
一
句
一
句
並
べ
た
る
感
あ
り

歌
と
云
ふ
よ
り
は
文
章
に
近
き
が
如
し
と

(
『
一
音
榮
雑
誌
』
第
三
十
四
号
、
明
治
二
十
六
年
七
月
、

創
立
紀
念
会

明
治
二
十
六
年
十
月
五
日

⑥
音
楽
學
校
の
紀
念
會
去
五
日
は
薔
東
京
―
音
楽
學
校
創
立
紀
念
日
に
嘗
る
に

よ
り
同
校
員
一
同
奏
楽
堂
に
會
し
男
生
に
は
高
濱
田
村
闘
根
黒
部
女
生
に
は
麻

つばき

生
高
橋
大
塚
椿
の
諸
氏
委
員
と
成
り
午
前
九
時
半
よ
り
左
の
紀
念
式
を
執
行
せ

①
君
か
代
⑫
上
原
主
事
式
言
⑧
演
説
（
稗
津
上
原
旗
野
）
④
況
文
（
原
田
笹
山

幅
田
山
根
）
固
唱
歌
（
豫
科
）
⑲
風
琴
（
野
村
）

m君
は
紳
⑧
説
僻
（
田
村
黒

部
）
倒
楽
器
の
集
會
閥
剣
舞
⑪
六
段
合
奏
⑫
滑
稽
―
音
楽
隊
⑬
才
女
の
鑑
⑭
封
話

個
狂
言
⑱
滑
稽
唱
歌
仰
活
人
書
一
⑱
奉
納
撃
剣
⑲
揺
引
等
な
り
し
と
記
者
切
に
望

か
り
に
わ
が
く
に

哲
音
楽
學
校
は
荀
も
吾
邦
―
音
楽
の
改
良
を
謀
る
一
源
泉
と
も
い
ふ
所
な
れ
は
骰

な
ど
き
っ
ぱ
り

令
餘
興
の
名
あ
る
に
も
せ
よ
滑
稽
的
の
演
藝
杯
は
断
然
之
を
麿
し
一

層
世
間
の
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（
『
昔
架
雑
誌
』
第
三
十
七
号
、
明
治
二
十
六
年
十
月
、
ー
ニ
頁
）

明
治
二
十
六
年
十
二
月
十
七
日
学
友
会
演
奏
会

●
―
音
楽
學
校
學
友
會
演
奏
會
明
十
七
日
午
後
一
時
半
よ
り
上
野
公
園
同
校

奏
楽
堂
に
開
く
其
演
奏
曲
目
は
左
の
如
し

第
一
部
一
、
唱
歌
（
鼠
音
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
）
「
甲
」
歳
暮
（
エ
ル
、
エ

ル
ク
氏
作
曲
、
佐
藤
誠
質
氏
作
歌
）
「
乙
」
光
陰
速
逝
の
歌
（
獨
逸
國
民

歌
、
黒
川
箕
頼
氏
作
歌
）
◎
二
、
第
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
浪
花
獅
子

（
津
久
島
検
校
作
曲
）
◎
三
、
唱
歌
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）
「
甲
」
可
憐
嬰
兒
（
エ

フ
、
バ
ル
ン
ビ
ー
氏
作
曲
、
鳥
居
枕
氏
作
歌
）
「
乙
」
我
日
本
（
エ
フ
、
バ

ッ
チ
ュ
ス
氏
作
曲
、
旗
野
十
一
郎
氏
作
歌
）
◎
四
、
ピ
ア
ノ
曲
（
獨
弾
）

愛
ホ
調
ソ
ナ
タ
（
第

一
部
）
（
エ
フ
、
エ
ヌ
、
フ
ン
メ
ル
氏
作
曲
、

橘
令

嬢
演
奏
）
◎
五
、
唱
歌
（
ピ
ア
／
伴
奏
）
「
甲
」
武
士
の
心
（
エ
ル
、
ラ
イ

ネ
ッ
ケ
氏
作
曲
、
旗
野
十
一
郎
氏
作
歌
）
「
乙
」
晋
明
帝
（
エ
ル
、
エ
ッ
ケ

ル
氏
作
曲
、
鳥
居
枕
氏
作
歌
）
◎
六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
合
奏

「
甲
」
晩
歌
（
エ
ル
、
シ
ュ
ー
マ
ン
氏
作
曲
）
「
乙
」
迎
春
（
エ
、
グ
リ
ー

グ
氏
作
曲
）
「
丙
」
「
サ
ン
ド
リ
ロ
ン
ネ
ッ
ト
」
歌
劇
中
の
囃
子
（
ロ
シ
ニ

ー
氏
作
曲
）

第
二
部
一
、
ピ
ア
ノ
曲
（
四
人
連
弾
）
「
ヲ
、
レ
ヂ
ナ
、
デ
ヰ
、
サ
バ
」

歌
劇
中
の
緩
徐
進
行
曲
（
ク
ー
ノ
ー
氏
作
曲
、
遠
山
、
中
村
、
麻
生
、
三

浦
令
嬢
演
奏
）
◎
二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
曲
（
二
人
連
奏
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

た
ゞ
し
き
が
く

摸
範
と
な
る
正
業
を
演
奏
さ
れ
ん
事
を

コ
ン
タ
ビ
レ
「
丙
」

「
甲
」
モ
デ
ラ
ト
「
乙
」
ア
ン
ダ
ン
テ
、

ン
ク
ラ
氏
作
曲
、
石
岡
、
幸
田
令
嬢
演
奏
）
◎
三
、
唱
歌
（
女
竪
、

ワ
ル
ツ
（
ダ

ピ
ア

来
る
十
七
日
上
野
公
園
地
音
楽
學
校
の
奏
楽
堂
に
於
て
催

ノ
伴
奏
）
子
日
の
遊
（
ア
、
ク
ル
ー
グ
氏
作
曲
、
鳥
居
枕
氏
作
歌
）
◎

四
、
三
曲
四
季
の
眺
（
松
浦
検
校
作
曲
、
荒
木
古
童
氏
、
山
勢
松
韻
氏
、

萩
岡
松
祠
氏
、
麻
生
令
嬢
、
内
田
令
嬢
合
奏
）
◎
五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
曲

（
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
）
「
甲
」
ラ
ル
シ
ェ
ン
中
の
イ
ン
タ
ー
、
メ
ッ

ゾ
、
（
ビ
ゼ
ー
氏
作
曲
）
「
乙
」
セ
レ
ナ
ー
ド
（
セ
ー
ン
、
サ
エ
ー
ン
ス
氏

作
曲
）
「
丙
」
ア
リ
オ
ゾ
（
ヘ
ー
ン
デ
ル
氏
作
曲
）
◎
六
、
唱
歌
（
ピ
ア
ノ

伴
奏
）
千
瓢
（
ド
ニ
チ
ェ
ッ
チ
氏
作
曲
、
鳥
居
枕
氏
作
歌
）

（
『
毎
日
新
聞
』
明
治
二
十
六
年
十
二
月
十
六
日
）

0
―
音
楽
學
校
の
演
奏

明治26年12月17日 学友会演奏会より「浪花獅子」
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こ

ど
う

し

よ

う

ゐ
ん

ほ
す
學
友
會
の
演
奏
は
第
一
部
〔
中
略
〕
等
に
て
三
曲
は
荒
木
古
童
、
山
勢
松
韻
、
萩
岡

し
よ
う
か

松
村
の
諸
氏
が
合
奏
と
い
へ
ば
こ
は
聞
き
も
の
な
る
べ
し

（
『
時
事
新
報
』
明
治
二
十
六
年
十
二
月
十
四
日
）

R
學
友
會
演
奏
會
高
等
師
範
學
校
附
愚
―
音
楽
學
校
の
學
友
會
に
て
は
去
る
十
七
日
上

野
公
園
地
内
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂
に
於
て
午
後
一
時
半
よ
り
＿
音
楽
演
奏
會
を
開
か
れ
た
り

第
一
部
は
〔
中
略
〕
細
評
は
下
さ
ざ
れ
と
も
何
れ
も
上
出
来
と
い
ふ
方
な
り
同
校
敦
師
ヂ

ッ
ト
リ
ヒ
氏
は
初
終
ピ
ア
ノ
ー
を
離
れ
ず
し
て
非
常
の
證
力
あ
り
し
は
感
心
々
々
常
日

は
歳
末
の
敷
へ
日
に
も
開
せ
す
来
會
者
は
満
場
餘
地
な
く
特
に
外
國
人
の
意
外
に
多
敷

な
り
き

（
『
昔
築
雑
誌
』
第
三
十
九
号
、
明
治
二
十
六
年
十
二
月
、
ニ
―
―
―
ー
ニ
四
頁
）

明
治
二
十
七
年
四
月
一
日
学
友
会
演
奏
会

●
―
音
楽
學
校
學
友
會
演
奏
會
同
會
は
、
本
月
一
日
午
后
二
時
よ
り
、
同
校

の
奏
楽
堂
に
於
て
開
會
せ
し
に
、
来
會
者
非
常
に
多
く
、
内
外
の
貴
顕
紳
士
の

馬
車
、
人
力
車
、
學
校
の
構
内
に
満
ち
、
堂
内
に
は
、
空
席
な
き
ま
で
に
入
り

込
み
て
、
稽
後
れ
て
来
り
し
者
は
、
皆
謝
絶
さ
れ
た
る
摸
様
な
り
き
。
其
奏
目

に
は
、
洋
楽
と
日
本
楽
と
、
互
に
相
交
は
り
、
「
ピ
ヤ
ノ
」
「
バ
イ
オ
リ
ン
」
よ

り
、
第
、
三
絃
、
胡
弓
、
尺
八
ま
で
、
皆
名
手
の
腕
を
す
く
り
し
の
み
な
ら
ず
、
ニ

八
、
二
九
の
妙
齢
な
る
令
嬢
方
が
、
睛
れ
を
盛
し
て
装
ひ
出
て
た
る
有
様
は
、
堂

外
に
咲
き
風
れ
た
る
櫻
花
の
色
に
も
、
い
や
優
り
て
ぞ
、
美
し
く
見
ら
れ
け
る
。

（
『
敦
育
時
論
』
第
三
二
三
号
、
明
治
二
十
七
年
四
月
、
三
八
頁
）

明
治
二
十
七
年
四
月
十
五
日

▲
校
友
會

ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
送
別
演
奏
会

去
る
十
五
日
附
属
音
楽
學
校
の
校
友
會
に
て
開
き
た
る
演
奏
會
は

…、・・・--・-・・・,・-・・ -ヤ9~~-~•つ"...~,,........,..,......,.,..,,..,,...,,....

明治27年 4月1日 学友会演奏会

い
よ

く

今
度
愈
々
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
に
も
解
雇
鱚
國
の
日
近
き
に
よ
り
其
名
残
の
演
奏
を

聞
か
ん
と
多
く
の
外
國
人
も
集
り
非
常
の
盛
會
に
て
あ
り
し

(
『
昔
架
雑
誌
』
第
四
十
三
号
、
明
治
二
十
七
年
四
月
、
二
六
頁
）

R
―
音
楽
學
校つ

と

め

く
わ
っ
き
ろ
く

は
同
校
創
設
以
来
就
職
の
勉
強
家
と
し
て
且
つ
該
校
の
活
記
録
と
ま
て
評
さ
れ

か
う

つ

せ
ん

た
る
紳
津
専
三
郎
氏
に
も
今
度
同
校
を
去
ら
れ
績
て
技
術
と
敦
授
の
熟
練
と
を

以
て
同
校
の
大
黒
柱
と
も
評
判
高
き
上
箕
行
氏
に
も
同
校
を
僻
さ
れ
猶
ほ
亦
外

國
人
御
雇
敦
師
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
に
も
来
る
七
八
月
頃
に
は
解
雇
鱚
國
の
途
に
就
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あ

や

め

こ
と
し
七
夕
の
日
は
音
楽
學
校
の
卒
業
式
に
常
り
て
お
も
し
ろ
き
奏
楽
も
あ
る
べ
し

と
い
へ
ば
坐
ろ
に
心
動
き
て
好
め
る
道
に
か
け
り
ぬ
。
洋
琴
の
部
に
も
唱
歌
の
部
に
も

か
ね
て
名
を
き
A

し
人
の
校
を
出
ら
る
A

と
き
く
も
名
残
惜
し
き
に
、
夏
も
や
上
更
け

榮
堂
餘
塵

（
『
昔
榮
雑
誌
』
第
四
十
六
号
、
明
治
二
十
七
年
七
月
、

明
治
二
十
七
年
七
月
七
日

◎
音
楽
學
校
卒
業
式

本
月
七
日
上
野
公
園
高
等
師
範
學
校
附
賜
―
音
楽
學
校
生
徒
卒
業
證
書
授
呉
式

う

え

は

ら

か

の

ふ

を
皐
行
せ
り
其
式
の
順
序
は
先
つ
上
原
主
事
の
報
告
あ
り
て
嘉
納
校
長
生
徒
に

ま

き

の

あ

さ

ふ

證
書
を
授
輿
し
次
て
式
言
あ
る
や
牧
野
文
部
次
官
の
式
言
卒
業
生
穂
代
麻
生
ふ

ビ

ア

ノ

ー

か

つ

ら

え

だ

く
子
の
謝
僻
そ
れ
よ
り
演
奏
を
始
め
洋
琴
伴
奏
に
て
親
睦
會
、
桂
の
枝
の
唱
歌

次
に
卒
業
生
原
田
ふ
じ
子
、
高
濱
孝
一
の
バ
イ
オ
リ
ン
聯
奏
次
に
西
川
、
野
村
、

ビ
ア
ノ
ー
れ
ん
だ
ん

三
浦
三
卒
業
生
の
洋
琴
連
弾
次
に
夢
、
昨
日
今
日
の
唱
歌
次
に
麻
生
ふ
く
子

ビ

ア

ノ

ー

ど

く

だ

ん

の

ぶ

の
洋
琴
獨
弾
に
て
騎
兵
、
次
に
幸
田
延
子
〔
幸
〕
の
バ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
コ
ン
サ
ー

ト
（
蝉
虹
）
次
に
バ
イ
オ
リ
ン
曲
三
回
次
に
唱
歌
菅
原
道
翼
の
歌
に
て
式
全
く
了

れ
り
専
修
科
卒
業
者
の
姓
名
は

麻

生

ふ

く

原

田

ふ

じ

野
村
か
く

高
濱
孝

卒
業
式

浦
み
ほ

一
六
ー
一
七
頁
）

西
川
と
り

さ
き

か
る
A

事
と
成
り
し
由
盤
に
村
岡
校
長
が
同
校
の
演
奏
會
に
於
て
シ

ン
ホ
ル
ニ

ヤ
の
一
曲
を
撰
み
て
奏
せ
し
め
ら
れ
し
事
あ
り
し
が
何
と
な
く
前
途
を
卜
さ
れ

た
る
や
の
感
あ
り
嘗
時
此
曲
を
撰
む
同
氏
の
心
中
亦
深
遠

（
『
年
日
架
雑
誌
』
第
四
十
三
号
、
明
治
二
十
七
年
四
月
、
二
六
頁
）

て
都
門
寂
し
く
さ
し
も
華
か
な
り
し
シ
イ
ゾ
ン
の
終
り
か
と
身
に
染
み
て
哀
れ
な
る
か

た
さ
へ
あ
り
。
睛
れ
の
筵
に
列
な
り
て
鄭
重
な
る
卒
業
の
式
を
な
が
む
る
う
ち
に
も
、

一
昨
年
の
今
比
は
始
め
て
『
薩
摩
潟
』
の
妙
曲
を
耳
に
し
『
雅
典
荒
腹
』
の
進
行
曲
を

弾
ぜ
し
人
の
技
藝
に
驚
き
し
な
ど
、
憶
ひ
出
さ
れ
て
は
幻
の
如
く
夢
の
や
う
に
し
て
演

奏
に
徒
る
。
こ
れ
よ
り
例
の
妄
評
な
り
。
(
-
)
甲
は
『
親
睦
會
』
と
い
ひ
て
シ
ウ
ベ

ル
ト
が
活
澄
肱
快
の
曲
な
り
。
中
昔
の
物
語
に
あ
る
美
人
ロ
ザ
ム
ン
デ
が
事
を
綴
り
し

楽
劇
の
抜
茉
に
し
て
繹
歌
よ
く
原
曲
と
合
し
豪
肛
な
る
狩
人
が
親
睦
の
心
自
ら
＿
音
調
の

裡
に
現
れ
た
り
。
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
特
に
強
く
し
て
他
の
三
盤
を
黙
せ
し
は
今
日
を
睛
れ
と

歌
ひ
し
人
そ
の
内
に
在
り
し
な
ら
む
か
。
乙
は
『
桂
の
枝
』
と
あ
り
て
今
日
の
卒
業
式

を
訳
ふ
歌
な
る
べ
け
れ
ど
原
曲
は
ブ
ラ
ア
ム
ス
の
チ
ゴ
イ
ネ
ル
民
謡
な
り
。
こ
れ
は
皆

人
の
し
る
如
く
風
雅
の
天
地
に
浮
れ
て
高
歌
踏
舞
を
世
の
常
の
な
り
わ
ひ
と
し
、
き
の

ふ
伊
太
利
亜
の
古
跡
に
眠
む
る
か
と
思
へ
ば
け
ふ
は
露
西
亜
の
平
原
に
さ
ま
よ
ふ
彼
の

ジ
プ
シ
イ
の
盤
調
な
れ
ば
、
凄
婉
幽
麗
な
る
短

l

音
階
の
怨
む
が
如
く
戯
む
る
が
如
く
な

か
な
か
に
捨
難
き
風
情
あ
り
。
さ
れ
ど
其
盤
の
軽
快
に
し
て
而
も
多
恨
な
る
登
厳
荘
粛

重
を
旨
と
す
る
卒
業
の
曲
な
ど
に
用
ゐ
る
べ
き
者
な
ら
む
や
。
来
衆
の
う
ち
西
人
は
此

曲
を
耳
に
し
て
ジ
プ
シ
イ
が
事
を
想
ふ
な
る
べ
く
邦
人
は
強
ひ
て
卒
業
の
歌
と
し
て
陸

か
ざ
る
可
か
ら
ず
。
あ
ま
り
に
甚
し
き
歌
譜
の
矛
盾
は
務
め
て
避
ら
れ
た
き
も
の
な

り
。
（
二
）
ヰ
オ
ロ
ン
連
奏
は
ド
ニ
ゼ
ッ
チ
イ
が
青
春
の
作
『
ア
ン
ナ
ボ
レ
ナ
』
の
抜

莱
と
き
く
。
果
敢
な
き
運
命
の
玩
び
と
な
り
て
英
王
が
愛
り
易
き
寵
幸
に
身
を
想
り
芥

子
の
花
の
月
夜
に
散
る
哀
れ
を
み
せ
し
美
人
を
主
人
公
と
し
た
れ
ば
原
曲
は
も
と
よ
り

悲
批
な
る
榮
劇
な
る
べ
け
れ
ど
ベ
リ
オ
が
抜
茉
し
て
ヰ
オ
ロ
ン
に
愛
作
せ
し
は
其
一
小

部
分
に
過
ぎ
ず
随
て
凄
絶
悲
哀
な
る
原
曲
の
悌
を
望
む
可
か
ら
ず
と
雖
も
卒
業
生
の
奏

曲
と
し
て
は
少
し
く
短
き
に
失
し
易
き
に
過
き
ざ
る
か
。
第
壼
ヰ
オ
ロ
ン
原
田
嬢
は
第

一
及
び
第
三
の
位
置
を
用
ゐ
ら
れ
第
ニ
ヰ
オ
ロ
ン
高
濱
氏
は
唯
第
一
の
位
置
を
と
ら
れ

た
る
の
み
。
技
藝
は
前
年
の
卒
業
生
に
比
し
て
遜
庭
な
し
。
（
三
）
洋
琴
六
手
連
弾
の

第
一
は
グ
ル
ッ
ク
が
楽
劇
『
バ
リ
デ
、
エ
ド
、
エ
レ
ナ
』
よ
り
抜
幸
せ
し
『
ガ
ボ
ッ

ト
』
に
し
て
典
雅
沈
静
な
る
作
曲
者
の
面
影
を
印
し
た
る
も
の
A

如
く
、
華
麗
な
る
青

年
の
期
を
過
し
A

幽
蓬
高
潔
な
る
老
手
の
容
に
接
す
る
の
想
あ
り
。
演
奏
者
は
西
川
野

村
三
浦
の
三
嬢
に
し
て
平
生
の
練
習
絃
に
現
は
れ
手
指
の
運
動
開
節
柔
軟
な
る
一
の
非
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難
を
加
ふ
可
き
貼
な
く
殊
に
ス
タ
カ
ト
の
時
腕
の
よ
く
上
る
は
他
日
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を

以
て
推
す
可
し
。
第
二
は
『
人
形
挽
歌
進
行
曲
』
に
て
グ
ノ
オ
が
固
有
な
る
メ
ロ
ジ
イ

を
表
せ
り
。
去
年
の
春
此
人
の
逝
去
よ
り
此
校
の
曲
目
に
は
何
時
も
名
を
留
め
た
る
作

曲
者
に
し
て
幽
寂
と
奔
放
と
相
兼
た
り
と
い
ふ
其
特
誦
も
今
や
漸
く
吾
耳
に
も
な
れ
来

り
ぬ
。
今
回
の
は
断
切
幸
日
を
含
み
た
る
進
行
曲
に
し
て
ス
タ
カ
ト
の
多
き
所
其
特
誦
な

る
べ
く
六
手
に
て
昔
階
め
き
た
る
所
を
繰
返
す
も
面
白
け
れ
ど
演
奏
の
難
を
う
た
し
め

ば
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
オ
ン
の
薄
き
に
あ
り
。
洋
琴
は
他
の
楽
器
と
異
り
特
に
此
思
ひ
入

れ
を
加
へ
難
き
も
の
な
れ
ど
こ
れ
な
く
て
は
輩
に
昔
譜
の
器
械
的
摸
窟
に
過
ぎ
ず
影
と

い
ひ
隈
と
い
ふ
妙
趣
は
う
つ
ら
ざ
る
べ
し
。
其
他
正
確
と
い
ふ
貼
よ
り
す
る
も
第
二
は

第
一
よ
り
少
し
く
劣
り
し
如
く
唯
中
央
な
る
野
村
姻
の
始
終
心
を
籠
め
て
弾
せ
ら
れ
し

は
苦
心
経
螢
の
ほ
ど
察
す
べ
し
。
（
四
）
ヰ
オ
ロ
ン
獨
奏
は
ヰ
オ
ッ
チ
が
第
七
『
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
』
の
前
半
と
い
へ
り
。
格
調
の
雄
大
に
し
て
沈
静
身
に
し
む
ば
か
り
哀
れ
な

る
情
け
を
含
め
り
と
は
常
に
彼
が
特
色
と
し
て
聞
く
所
な
れ
ど
今
幸
田
嬢
が
妙
手
に
よ

り
て
始
め
て
其
員
を
晩
り
ぬ
。
『
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
』
に
『
ソ
ナ
タ
』
の
形
を
入
れ
た
る

も
ヰ
オ
ッ
チ
な
り
と
い
ひ
極
め
て
華
麗
な
る
メ
ロ
ジ
イ
を
有
す
る
と
共
に
少
し
に
て
も

破
格
と
い
ふ
事
な
く
、
迫
り
て
ア
レ
グ
ロ
と
な
る
も
沈
静
の
姿
を
失
は
ず
舒
び
て
ア
ダ

ジ
オ
と
な
れ
ば
哀
れ
な
る
美
音
と
な
り
て
カ
デ
ン
ザ
、
シ
ェ
ェ
ク
な
ど
の
い
み
じ
き
も

の
あ
り
と
聞
覺
え
し
な
ど
凡
て
演
奏
者
が
震
妙
な
る
翻
繹
を
得
た
り
。
位
置
は
第
六
第

七
の
あ
た
り
と
お
ぼ
し
く
今
一
歩
に
し
て
高
等
練
習
の
堂
奥
に
逹
す
べ
き
も
の
な
り
。

技
倖
は
此
春
の
時
よ
り
も
一
層
の
進
歩
を
為
し
た
る
如
く
暗
譜
に
て
斯
か
る
難
曲
を
奏

せ
ら
れ
し
は
ま
こ
と
に
天
オ
の
名
も
惜
か
ら
ず
、
グ
リ
ッ
サ
ン
ド
オ
の
魂
を
漂
よ
は
す

あ
た
り
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
オ
ン
は
美
し
く
濃
か
に
つ
き
て
、
特
に
断
腸
の
思
あ
り
し
は

カ
デ
ン
ザ
ソ
ロ
の
部
小
指
の
ト
リ
ル
三
十
二
分
＿
音
譜
の
難
澁
な
る
拍
子
な
り
。
左
指
の

運
動
か
く
震
妙
な
る
に
ス
タ
カ
ト
を
出
す
と
き
弓
も
つ
腕
の
運
び
亦
凡
庸
の
摸
ね
得
ベ

き
に
あ
ら
ず
、
只
白
壁
の
徹
瑕
と
も
い
ふ
べ
き
は
ク
レ
セ
ン
ド
オ
に
な
り
て
昔
磐
の
漸

く
大
な
ら
む
と
す
る
時
弓
す
べ
り
こ
ま
を
越
え
て
後
方
の
糸
に
獨
れ
し
よ
り
耳
ざ
わ
り

な
る
＿
音
を
出
せ
し
こ
と
な
り
。
さ
れ
ど
思
へ
ば
此
過
も
大
に
恕
す
可
き
も
の
に
し
て
此

虞
は
鋭
意
音
磐
を
大
に
せ
む
と
し
て
弓
に
力
を
籠
む
る
あ
た
り
な
れ
ば
こ
と
に
エ
キ
ス

プ
レ
ッ
シ
オ
ン
を
重
せ
ら
る
A

人
に
と
り
て
は
力
餘
り
て
の
失
策
な
ら
む
か
。
さ
れ
ば

此
名
手
に
し
て
此
過
あ
り
と
い
ふ
べ
く
従
容
追
ら
ず
し
て
美
し
く
も
奏
し
終
ら
れ
し
に

は
評
者
密
に
舌
を
巻
き
ぬ
。
（
六
）
『
夢
』
と
い
ふ
シ
ウ
マ
ン
の
曲
は
幻
想
雲
の
如
く
露

の
如
く
起
り
て
消
え
か
つ
結
ぶ
幽
趣
い
ひ
し
ら
ず
美
る
は
し
。
伴
奏
は
な
け
れ
ど
ヂ
ッ

ト
リ
ッ
ヒ
氏
が
指
揮
宜
し
き
を
得
た
れ
ば
四
盤
各
其
分
を
盤
し
て
男
磐
の
美
し
く
き
こ

え
た
る
も
う
れ
し
く
、
妙
は
一
昂
一
低
の
間
ハ
ル
モ
ニ
イ
の
お
も
し
ろ
き
愛
化
に
在
り

て
幽
遠
の
想
自
ら
稗
韻
鰈
紺
の

裡
に
籠
れ
り
。
『
昨
日
今
日
』
と
い
ふ
メ
ン
デ
ル
ソ
オ

ン
の
歌
は
静
な
る
秋
の
日
の
優
し
さ
含
み
て
望
と
い
ふ
美
し
き
影
孤
雲
に
漂
ふ
如
く
深

遠
に
し
て
健
全
な
る
＿
音
律
全
曲
を
貫
ぬ
け
り
。
男
盤
の
力
あ
り
て
美
し
か
り
し
は
特
に

し
る
し
て
一
音
楽
界
の
新
現
象
と
稲
す
る
も
可
な
ら
む
。
（
七
）
『
フ
ザ
ア
レ
ン
リ
ッ
ト
』

は
ス
ピ
ン
ド
レ
ル
の
小
室
楽
曲
の
内
特
に
世
人
の
持
囃
す
も
の
に
し
て
牡
快
活
動
し
た

る
ガ
ロ
ッ
。
フ
を
含
み
て
鐵
騎
の
錆
々
と
し
て
長
駆
す
る
雄
姿
を
寓
し
た
り
。
麻
生
嬢
が

弾
奏
は
奄
も
不
正
確
と
い
ふ
黙
な
く
手
指
の
軟
柔
な
る
感
歎
の
至
り
な
れ
ど
も
如
何
に

せ
む
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
オ
ン
弱
く
し
て
勇
健
な
る
風
采
を
う
つ
す
に
足
ら
ず
、
こ
れ
は

戦
抱
を
長
風
に
さ
ら
す
鐵
騎
に
あ
ら
ず
し
て
後
宮
の
花
軍
紫
衣
を
瓢
る
か
へ
し
た
る
に

似
た
る
可
し
。
さ
れ
ど
此
曲
は
ハ
ル
モ
ニ
イ
の
上
大
に
聘
く
可
き
所
多
く
一
種
妙
味
あ

る
諧
―
音
面
白
く
聞
え
て
指
遣
ひ
の
極
め
て
困
難
な
り
し
や
う
見
受
け
た
り
。
典
雅
堂
々

と
し
て
正
確
な
る
こ
と
遠
山
媒
に
及
は
ず
冷
艶
素
香
一
種
の
氣
骨
を
具

へ
て
エ
キ
ス
。
フ

レ
ッ
シ
オ
ン
の
自
在
な
る
は
橘
娯
が
弾
奏
の
下
に
立
て
り
と
雖
も
優
麗
繊
巧
の
方
の
み

に
て
は
麻
生
嬢
も
亦
一
方
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
る
に
恥
ぢ
ず
今
回
の
曲
譜
は
少
し
く
撰
捧

を
あ
や
ま
り
し
も
の
か
。
（
八
）
ヰ
オ
ロ
ン
合
奏
の
甲
『
ラ
ル
ゲ
ッ
ト
オ
』
は
静
粛
に

し
て
感
深
く
島
崎
氏
の
風
琴
い
つ
も
な
が
ら
堂
々
た
り
。
演
奏
者
は
卒
業
生
其
他
の
人

を
合
せ
て
七
名
の
ヰ
オ
ロ
ニ
ス
ト
よ
り
成
り
昔
律
の
一
致
し
て
胤
れ
ざ
る
こ
と
此
校
の

精
銑
と
も
い
ふ
べ
く
、
乙
な
る
グ
リ
イ
グ
の
『
ス
。
フ
リ
ン
グ
タ
ン
ツ
』
を
奏
せ
し
時
曲

調
軽
快
に
し
て
ス
タ
カ
ト
を
有
し
極
め
て
困
難
な
る
弓
な
る
に
も
拘
ら
ず
一
の
紛
乱
な

く
し
て
終
り
し
に
て
も
其
妙
手
た
る
こ
と
明
な
り
。
丙
は
舞
踏
曲
『
ガ
ボ
ッ
ト
』
に
し

て
作
者
の
エ
ベ
ル
ハ
ル
ト
と
い
ふ
は
ま
だ
名
の
あ
ら
は
れ
ぬ
名
人
な
る
べ
く
、
嘗
て
其

の
作
『
チ
ゴ
イ
ネ
ル
リ
イ
ト
』
と
い
ふ
譜
を
み
し
に
フ
ラ
ジ
オ
レ
ッ
ト
を
含
み
た
る
妙

調
に
し
て
非
凡
の
人
に
あ
ら
ず
む
ば
作
り
難
き
程
の
曲
な
り
き
。
此
の
曲
は
拍
子
に
困

難
な
る
所
多
く
弓
の
用
法
込
み
入
り
て
中
比
敷
部
に
分
か
れ
三
者
の
内
最
も
面
白
く
感
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明
治
二
十
七
年
十
二
月
八
日

(
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じ
た
り
。
今
回
演
奏
者
中
に
二
三
の
新
顔
を
見
受
け
た
る
は
亦
―
音
楽
の
社
會
に
と
り
て

悦
ば
し
き
事
な
り
。
（
九
）
メ
ン
デ
ル
ソ
オ
ン
の
作
『
ク
ッ
テ
ン
ベ
ル
ヒ
の
祭
の
歌
』

と
い
ふ
も
の
に
し
て
訣
別
の
意
を
含
め
り
と
さ
へ
い
ふ
に
菅
公
頌
徳
の
曲
に
採
用
せ
ら

れ
し
は
殆
と
何
の
意
な
る
を
し
ら
ず
。
去
月
鹿
鳴
館
に
て
初
め
て
之
を
聴
き
其
時
よ
り

面
白
か
ら
ず
と
覺
え
し
が
今
や
再
び
之
を
耳
に
す
る
に
鴬
り
て
如
何
に
も
歌
と
曲
と
の

ー一
致
せ
ざ
る
を
認
め
ぬ
。
去
年
今
夜
侍
清
涼
の
あ
た
り
は
是
非
と
も
獨
吟
の
歌
者
を
累

は
す
べ
き
慮
な
る
に
何
の
異
り
た
る
節
な
く
て
已
み
し
は
聰
者
が
大
に
憾
と
せ
る
所
な

り
。
大
曲
の
割
に
愛
化
乏
し
く
伴
奏
強
き
に
過
ぎ
て
四
盤
悉
く
け
さ
れ
ぬ
。
『
薩
摩
潟
』

『
富
士
登
山
』
な
ど
の
妙
曲
を
歌
ひ
な
れ
に
し
コ
オ
ラ
ス
に
し
て
斯
る
無
味
乾
燥
の
歌

を
奏
す
る
に
至
り
し
は
密
に
此
校
の
為
に
惜
む
も
の
な
り
。

之
を
純
ふ
る
に
今
回
の
演
奏
は
寧
ろ
寂
し
げ
な
る
方
に
し
て
と
り
わ
け
て
絶
妙
と
い

ふ
べ
き
は
彼
の
ヰ
オ
ロ
ン
獨
奏
の
み
な
れ
ど
思
へ
ば
ま
た
感
深
き
コ
ン
サ
ア
ト
な
り

き
。
ヂ
ッ
ト
リ
ッ
ヒ
氏
が
故
里
に
鱚
る
は
惜
み
て
も
餘
り
あ
る
事
な
れ
ど
鹿
鳴
館
な
ど

に
て
敷
度
の
獨
奏
聯
弾
を
き
A

た
れ
ば
少
し
く
慰
む
べ
く
、

幸
田
嬢
が
年
々
の
進
歩
羨

ま
し
き
程
に
著
る
し
く
こ
れ
は
な
ほ
お
ひ
さ
き
の
頼
母
し
き
を
命
に
今
後
の
コ
ン
サ
ア

ト
を
飾
る
も
の
此
ヰ
オ
ロ
ニ
ス
ト
な
る
べ
し
と
頼
め
と
哀
れ
な
る
は
架
界
の
事
日
々
に

非
に
し
て
萬
目
葦
條
の
姿
な
り
け
り
。
さ
れ
ど
秋
風
た
ち
て
ま
た
シ
イ
ゾ
ン
の
鱚
り
来

ら
む
折
に
は
フ
ム
メ
ル
が
ソ
ナ
タ
や
う
の
も
の
橘
嬢
に
望
み
た
く
同
じ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
麻
生
嬢
ソ
。
フ
ラ
ノ
に
西
川
嬢
な
ど
な
ほ
此
校
に
留
ら
む
こ
と
を
祈
る
。
お
も
ふ
に

わ
れ
ら
は
同
じ
美
神
の
宮
殿
に
花
を
さ
A

げ
て
風
流
の
愁
に
身
を
寝
す
同
胞
の
如
き
も

の
な
れ
ば
明
治
聖
代
の
風
雅
偏
に
此
校
の
妙
手
と
共
に
わ
か
た
む
な
ど
こ
れ
は
家
に
鱚

り
て
七
夕
の
空
風
雲
の
さ
は
り
あ
る
を
恨
み
朧
々
た
る
哀
笛
の
＿
音
を
き
い
て
獨
り
嘴
き

し
の
み
。

（
『
文
學
界
』
第
十
九
号
、
明
治
二
十
七
年
七
月
、

「
あ
や
め
」
は
上
田
敏
の
雅
号
。

0
忍
岡
演
奏
會

学
友
会
悼
兵
義
捐
演
奏
会

一
八
ー
ニ
ー

頁）

此
華
か
な
る
會
に
績
き
て
十
二
月
八
日
再
び
音
楽
學
校
楽
堂
に
學
友
會
諸
氏

の
演
奏
を
聴
き
し
に
豫
科
生
諸
氏
の
唱
歌
も
前
年
よ
り
優
れ
た
る
が
如
く
ヰ
オ

ロ
ン
に
新
『
コ
オ
ラ
ス
』
の
編
成
せ
ら
れ
た
る
も
賀
す
可
し
。
チ
ャ
ベ
リ
の

『
ソ
ナ
タ
』
を
弾
せ
し
人
は
共
に
新
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
し
て
多
望
な
る
腔
来
を
有

せ
る
如
く
な
れ
ど
、
『
ア
レ
グ
ロ
、
モ
デ
ラ
ト
』
に
し
て
は
少
し
く
拍
子
早
か

り
し
様
な
り
。
其
他
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
の
婚
纏
進
行
曲
は
幾
度
聰
き
て
も
面
白

く
、
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ム
嬢
の
『
夢
』

と
い
ふ
獨
吟
も
美
し
か
り
き
。
幸
田
嬢
が
叫

オ
デ
エ
の
『
コ
ン
セ
ル
ト
』
獨
奏
は
今
更
喋
々

す
る
を
要
せ
さ
れ
ど
盆
々
技
藝

の
上
達
せ
る
如
く
、
名
盤
は
立
春
の
頃
よ
り
愈
高
く
京
濱
外
客
の
間
に
も
喧
博

し
て
音
楽
學
校
の
『
ヰ
オ
ロ
ニ
ス
ト
』
と
誰
知
ら
ぬ
者
な
し
。
凡
て
技
藝
の
妙

は
正
確
に
在
ら
ず
繊
巧
に
在
ら
ず
曲
譜
の
精
紳
を
會
得
し
て
心
を
之
に
投
ず
る

に
あ
り
。
一
音
楽
學
校
中
の
ヰ
オ
ロ
ニ
ス
ト
に
し
て
こ
の
美
術
的
情
感
を
有
す
る

者
獨
り
幸
田
嬢
に
於
て
見
る
可
し
。
島
崎
氏
が
風
琴
獨
奏
は
番
外
に
し
て
『
フ

ウ
グ
』
と
の
み
き
A

し
が
有
名
な
る
バ
ッ
ハ
の
曲
に
あ
ら
ざ
り
し
か
質
に
諧
音

の
相
離
れ
相
合
し
て
或
る
メ
ロ
ジ
イ
を
追
ひ
、
ハ
ル
モ
ニ
イ
の
美
し
き
も
の
敷

を
知
ら
ず
、
終
り
に
近
づ
き
て
昔
調
漸
く
濶
大
、
大
海
の
波
濤
の
如
く
エ
キ
ス

。
フ
レ
ッ
シ
ョ
ン
の
自
在
な
る
は
言
僻
に
霊
し
難
し
。
遠
山
嬢
の
洋
琴
獨
弾
は
某

氏
作
と
あ
り
し
が
暫
に

し
て

『
デ

エ
マ
』
に
入
り
シ
ュ
マ
ン
が
『
農
民
の
ウ
ハ

リ
エ
エ
シ
オ
ン
』
な
る
を
暁
ら
し
む
。
遠
山
嬢
が
洋
琴
に
妙
な
る
は
既
に
定
評

の
あ
る
時
な
れ
ど
も
今
回
の
弾
奏
を
聰
き
て
其
空
し
か
ら
さ
る
を
暁
り
ぬ
。
か

の
音
諧
の
上
下
な
と
を
き
け
ば
盆
々
其
熟
達
巧
妙
の
域
に
入
り
た
る
を
知
る
べ

く
一
音
楽
學
校
に
此
良
師
あ
る
限
り
は
西
楽
の
将
来
決
し
て
失
望
す
べ
き
も
の
な

ら
ず
と
思
は
し
む
。
加
ふ
る
に
晩
近
男
子
部
の
進
歩
も
著
し
く
既
に
常
日
『
國

の
光
』
を
歌
ひ
し
時
、
『
テ
ノ
ル
』
『
ベ
エ
ス
』
の
勢
薔
時
の
者
な
ら
ず
し
て
女
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あ

や

め

忍
岡
の
榮
堂
に
琴
絃
の
一
音
を
聞
ざ
る
事
弦
に
半
歳
、
さ
れ
ど
年
毎
に
七
夕
の
祭
近
く

卒
業
の
式
を
行
ひ
、
技
藝
の
妙
を
示
し
て
西
楽
の
機
運
を
増
進
せ
む
と
謀
ら
る
A

は、

吾
等
が
日
比
賛
成
す
る
好
例
な
り
。
此
双
紙
に
於
て
楽
界
の
消
息
を
洩
ら
し
A

も
既
に

度
々
な
れ
ば
、
今
年
＿
音
楽
の
品
定
嘗
る
と
も
常
ら
ず
と
も
次
に
か
い
つ
け
む
。

西
楽
月
日

を
拝
せ
む
の
み
。

（
『
帝
國
文
學
』
第
一
巻
第
八
号
、
明
治
二
十
八
年
八
月
、
一
ー
ニ
頁
）

も
、
藝
術
を
愛
す
る
者
は
、
静
に
楽
の
醇
な
る
も
の
を
味
ひ
て
、
美
術
の
極
致

耳
に
す
る
こ
と
遠
き
に
あ
ら
ざ
る
可
し
。
世
は
如
何
に
軍
歌
々
々
と
い
ふ
と

専
修
せ
ら
れ
た
る
幸
田
延
子
嬢
が
饉
朝
せ
ら
る
A

由
な
れ
ば
、
盛
な
る
演
奏
を

〔
前
略
〕
…
・
・
文
去
る
七
月
六
日
＿
音
楽
學
校
に
於
て
卒
業
式
演
奏
會
あ
り
き
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

『
秋
の
宮
居
』
の
唱
歌
荘
厳
に
し
て
幽
な
る
虞
面
白
く
、
幸
田
嬢
が
『
ヴ
ハ
イ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

オ
リ
ン
』
獨
奏
は
前
年
よ
り
優
り
た
り
と
云
ふ
可
か
ら
ず
、
橘
嬢
が
洋
琴
獨
奏

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
明
か
に
＿
音
楽
學
校
出
身
中
の
美
術
家
た
る
を
示
せ
し
が
、
猶
ほ
良
師
に
就
て

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

技
藝
を
琢
磨
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
『
ペ
ダ
ル
』
を
用
ゐ
る
事
、
末
だ
法
に
適
は

、
、
、
、
、
、

ざ
る
に
似
た
り
。
時
下
炎
暑
の
候
に
し
て
既
に
一
音
楽
の
會
あ
る
可
き
時
に
あ
ら

ず
、
只
此
秋
は
六
七
年
前
洋
行
し
て
、
維
也
納
府
に
『
ヴ
ハ
イ
オ
リ
ン
』
楽
を

0
―
音
楽
界

明
治
二
十
八
年
七
月
六
日
卒
業
式

盤
と
相
頷
抗
し
て
奏
し
終
り
し
は
一
音
楽
界
に
於
け
る
新
現
象
と
し
て
賀
す
可
き

な
り
、
〔
後
略
〕

（
『
帝
國
文
學
』
第
一
巻
第
一
号
、
明
治
二
十
八
年
一
月
、
―
二
l
一
三
頁
）

昔
築
學
校
今
年
の
卒
業
生
に
就
て
評
す
れ
ば
、
技
藝
の
貼
に
於
て
昨
年
の
卒
業
生
に

少
し
く
遜
色
あ
り
と
謂
は
ざ
る
を
得
ず
。
然
れ
ど
も
絃
に
記
臆
す
べ
き
現
象
は
該
校
創

設
以
来
殆
と
定
則
と
も
云
れ
し
、
男
生
が
女
生
に
及
ば
ず
と
い
ふ
事
賓
が
、
今
回
の
演

奏
に
由
て
全
く
破
壊
せ
ら
れ
し
事
な
り
。
卒
業
生
前
田
久
八
氏
が
弾
奏
せ
ら
れ
し
は
ク

、
、
、
、
、
、
、
、

レ
メ
ン
チ
イ
の
ソ
ナ
タ
に
し
て
頗
る
高
等
の
洋
琴
楽
な
ら
ず
や
。
之
を
廿
五
年
卒
業
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、

成
川
氏
が
エ
ン
ゼ
ン
の
セ
レ
ナ
ア
ド
を
奏
せ
し
に
比
し
て
大
な
る
差
異
あ
り
。
又
類
を

常
日
の
曲
目
中
に
求
め
て
稀
な
る
難
曲
た
り
。

こ
れ
賓
に
男
生
諸
氏
が
凱
歌
の
盤
と
も

稽
す
可
く
、
楽
界
勝
来
の
為
に
賀
す
可
き
一
事
な
れ
ど
も
、
同
氏
の
弾
奏
法
を
見
る
に

末
だ
以
て
鰹
々
し
く
桂
冠
を
典
ふ
る
に
足
ら
ず
。
鉢
を
前
に
傾
け
洋
琴
に
免
れ
て
弾
奏

、

、

、

、

、

、

、

せ
ら
る
A

が
故
に
、
腕
に
て
タ
ス
テ
ン
を
打
つ
如
し
。
ソ
ナ
タ
第
一
部
に
し
て
全
曲
の

、

、

、

、

、

、

、

、

基
礎
と
も
な
る
べ
き
ア
レ
グ
ロ
の
部
は
先
づ
無
難
な
り
し
も
、
第
一
一
部
ア
ダ
ジ
オ
の
要

部
に
至
て
は
幾
多
の
難
を
試
む
る
を
得
可
し
。
此
部
は
盤
楽
的
に
し
て
幽
婉
の
意
あ
る

、
、
、
、

べ
く
、
又
ロ
ン
ド
オ
の
如
く
美
―
音
の
記
臆
を
繰
返
す
格
調
の
在
る
可
き
も
の
に
し
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
オ
ン
は
全
部
の
要
貼
た
る
べ
き
に
、
弾
奏
者
は
果
し
て
這
般
の
注
意

、
、
、

あ
り
し
や
否
や
、
ト
リ
ル
の
不
充
分
な
る
は
最
も
耳
障
り
な
り
き
。
第
三
部
の
終
末
は

迅
速
な
る
弾
奏
を
要
し
、
最
も
練
習
を
積
ま
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
部
な
れ
ば
に
や
、
弾
奏

終
に
少
し
く
混
槻
し
て
功
を
一
賀
に
欠
き
ぬ
。

E
n
d
e
g
ut
,
 alles 
g
u
t
終
を
全
う
す

る
者
は
寓
事
を
全
う
す
と
い
ふ
西
諺
も
あ
る
に
、
最
後
に
近
き
て
厭
ふ
可
き
不
調
音
を

弾
ぜ
ら
れ
し
は
同
氏
の
為
に
大
に
惜
む
所
な
り
。
難
曲
を
不
完
全
に
奏
す
る
よ
り
も
簡

易
な
る
楽
を
瑕
な
く
弾
じ
て
人
心
を
感
動
せ
し
む
る
に
如
か
ず
と
は
某
名
家
の
訓
誡
な

り
。
専
門
の
士
に
劉
し
て
烏
滸
が
ま
し
け
れ
ど
、
い
さ
A

か
一
片
の
婆
心
を
寄
す
。
第

、

、

、

、

、

、

、

、

十
二
番
松
の
風
と
い
へ
る
唱
歌
の
原
曲
は
チ
ゴ
イ
ネ
ル
が
幕
裡
の
夢
を
詠
し
た
る
幽
艶

、
、
、
、
、
、

の
曲
に
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ム
嬢
の
指
揮
の
下
に
卒
業
生
諸
氏
が
各
獨
吟
を
試
み
た
る

も
の
に
し
て
各
盤
部
の
平
均
宜
き
を
得
、
野
村
氏
を
首
と
せ
る
最
低
昔
部
特
に
美
る
は

し
く
聞
え
た
る
も
、
男
盤
の
著
る
し
き
進
歩
を
表
は
せ
り
。
野
村
氏
が
風
琴
獨
奏
ア
ン

、
、
、
、
、
、
、

ダ
ン
テ
、
コ
ン
、
モ
ト
は
拍
子
少
し
く
遅
か
り
し
様
な
り
し
が
無
難
、
笹
山
嬢
の
洋
琴

、
、
、
、
、

獨
奏
舞
踏
曲
ミ
ヌ
エ
ッ
ト
は
屡
々
該
校
に
於
て
聘
き
し
者
と
酷
肖
し
た
れ
ば
、
或
は
同

、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
の
曲
な
り
け
む
。
舞
踏
曲
の
常
と
し
て
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
オ
ン
の
少
な
き
は
常
然
な

れ
ど
も
、
美
術
的
感
情
の
餘
り
に
も
乏
し
か
り
し
様
な
り
。
さ
れ
ど
姿
勢
整
ひ
、
指
の
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運
び
軟
か
く
弾
法
胤
れ
ず
し
て
、
昔
榮
學
校
一
流
の
弾
奏
法
を
守
り
、
高
尚
優
美
な
る

、
、
、
、
、

舞
踏
曲
の
意
味
を
明
瞭
に
せ
ら
れ
し
は
同
嬢
の
技
個
な
り
と
い
ふ
べ
し
。
ヴ
ハ
イ
オ
リ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ン
合
奏
は
第
一
は
ア
ン
ダ
ン
テ
、
第
二
は
モ
ツ
ア
ル
ト
の
曲
に
し
て
後
宮
を
抜
出
て
A

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

懇
人
と
共
に
走
る
と
い
ふ
楽
、
第
三
は
メ
ン
デ
ル
ソ
オ
ン
が
ア
ン
ダ
ン
テ
、
カ
ン
タ
ビ

、
、
、
、

レ
な
り
。
共
に
皆
先
年
聘
き
し
事
あ
り
し
や
に
覺
ゆ
。
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
美
―
音
に
し
て
ヴ
ハ

、
、
、
、

イ
オ
リ
ン
楽
を
修
め
ら
る
A

戸
城
嬢
を
初
め
と
し
六
人
の
合
奏
に
し
て
、
遠
山
助
敦
授

、
、
、
、
、

の
伴
奏
な
り
。
第
一
の
ア
ン
ダ
ン
テ
は
初
め
甚
し
く
混
楓
し
、
弓
も
正
確
な
ら
ざ
り
し

が
、
第
二
に
至
て
面
目
を
一
新
し
面
白
き
拍
子
の
内
に
此
曲
を
終
り
て
第
三
の
カ
ン
タ

ビ
レ
に
移
り
、

静
麗
な
る
歌
を
聘
く
思
ひ
あ
ら
し
め
、
且
つ
弾
奏
者
の
能
く
感
情
を
含

、
、
、
、
、

せ
た
る
は
大
に
賛
稲
す
べ
し
。
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
師
去
て
後
事
を
托
す
可
き
人
物
な
き
に
も

拘
ら
ず
、
猶
ほ
此
の
如
き
佳
良
の
合
奏
を
耳
に
し
た
る
は
、

員
に
喜
ば
し
き
事
な
り
。

技
個
の
少
し
く
先
年
卒
業
生
諸
氏
に
及
ば
ざ
る
如
き
は
未
だ
咎
む
る
に
暇
あ
ら
ず
。
誰

れ
か
今
日
の
如
き
楽
界
萎
微
の
時
に
於
て
完
成
を
望
ま
む
や
。

以
上
は
主
と
し
て
卒
業
生
諸
氏
の
演
奏
を
評
せ

し
も
の
な
れ
ど
、
猶
此
他
敷
番
の
唱

、
、
、
、

歌
及
び
器
楽
あ
り
て
、
特
に
第
八
番
合
唱
秋
の
宮
居
は
聘
衆
を
感
動
せ
し
め
た
り
。
原

曲
は
生
紳
女
の
讃
美
歌
に
し
て
深
沈
た
る
幽
玄
の
裡
自
ら
優
麗
な
る
慈
悲
の
意
を
含
み

た
る
も
め
で
た
し
。
小
山
氏
の
指
揮
島
崎
氏
の
伴
奏
、
有
望
な
る
一
年
生
諸
氏
の
合

喝
奄
も
外
人
の
助
を
骰
ら
ず
し
て
此
の
如
き
幽
趣
あ
る
唱
歌
を
出
す
に
至
り
し
は
特

、
、
、
、
、

に
賀
す
可
し
。
林
中
の
＿
音
楽
と
い
ふ
歌
は
前
者
の
幽
玄
想
に
及
ば
す
と
雖
も
優
麗
典

雅
、
調
に
姻
霞
の
美
を
牧
め
風
約
の
掬
す
可
き
あ
り
。
外
人
某
氏
傍
に
在
り
て
評
者
に

答
ふ
ら
く
、
Ja
,
m
ei
n
 h
e
r
r
,
 <las i

st
 

aller 
b
e
st
e
 wi

e
 si
e
 m
ei
n
e
n
君
の
思
ひ

、
、
、
、
、
、
、

給
ふ
如
く
此
歌
は
最
上
の
者
な
り
と
。
花
の
夢
高
嶺
の
桂
、
の
唱
歌
に
て
は
遠
山
助
敦

授
の
伴
奏
宜
し
き
を
得
、
上
講
師
の
老
練
な
る
指
揮
に
由
て
純
雅
高
尚
な
る
楽
磐
を
耳

、
、
、
、
、

に
せ
り
。
女
整
狽
吟
の
櫻
町
と
い
ふ
は
、
獨
逸
祖
國
の
歌
に
節
附
し
た
る
ラ
イ
ハ
ル
ト

、
、
、
、
、
、
、
、

の
作
に
し
て
、
ヴ
ハ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
幸
田
嬢
が
歌
は
れ
し
こ
そ
め
づ
ら
し
か
り
し

、
、
、

か
、
ア
ル
ト
の
狽
吟
と
い
へ
ど
、
女
盤
に
は
極
め
て
低
き
昔
磐
の
秀
く
れ
て
美
る
は
し

と
い
ふ
に
も
あ
ら
ず
、
音
量
も
雙
な
ら
ざ
る
ソ

ロ
な
り
し
か
ば
、
大
に
望
を
失
ひ
し
者

も
少
か
ら
ず
、
疑
も
な
く
今
日
を
以
て
推
せ
ば
、
幸
田
嬢
は
磐
楽
よ
り
も
、

寧
ろ
器
榮

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

に
適
し
た
る
楽
人
な
り
。
最
終
の
大
合
唱
帝
國
の
歌
は
洋
琴
風
琴
ヴ
ハ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ

、
、
、
、

ハ
イ
オ
ラ
を
交
へ
た
る
唱
歌
に
し
て
、
訓
練
あ
る
組
に
あ
ら
ず
む
ば
、
紛
楓
混
雑
し
て

不
調
を
生
じ
、
指
揮
者
に
し
て
其
人
を
得
ず
む
ば
、
到
底
統
治
す
る
事
を
得
べ
か
ら
ず

と
雖
も
、

幸
に
し
て
上
講
師
が
老
手
を
以
て
牡
大
高
雅
な
る
大
平
の
曲
を
歌
ひ
詑

り

ぬ。

、
、
、
、
、
、

第
十
一
番
に
幸
田
幸
子
譲
の
ヴ
ハ
イ
オ
リ
ン
凋
奏
あ
り
。
伴
奏
は
近
比
著
る
し
き
進

、

、

、

、

、

、

、

、

歩
を
表
は
せ
し
内
田
菊
子
嬢
の
洋
琴
に
し
て
、
曲
は
ベ
リ
オ
第
七
番
の
コ
ン
チ
ェ
ル

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ト
、
之
を
ペ
エ
テ
ル
會
社
出
版
の
譜
に
徴
す
る
に
、
ヘ
ル
マ
ン
が
抜
粋
し
た
る
も
の
あ

り
。
伴
奏
の
序
長
か
り
し
に
比
し
て
蜀
奏
の
意
外
に
短
か
A

り
し
も
誇
し
か
り
し
が
、

加
ふ
る
に
掌
日
は
弓
の
取
り
方
平
生
に
比
し
て
少
し
く
正
格
を
脱
し
、
前
年
中
の
如
き

浦
朗
典
雅
の
＿
音
も
ま
た
聘
く
べ
か
ら
ず
、
今
や
良
師
遠
く
去
り
て
鍛
練
意
の
如
く
な
ら

ず
、
空
し
く
天
才
を
抱
き
て
中
道
に
初
径
す
る
の
已
む
を
得
ざ
る
に
至
り
し
か
。
縦
ま

ま
な
る
弾
奏
を
為
し
て
耳
な
き
公
衆
を
酬
弄
せ
む
と
す
る
は
、

藝
術
を
愛
す
る
者
の
本

心
に
あ
ら
ず
、
吾
等
は
同
娯
が
美
術
家
の
良
心
を
重
ず
る
の
深
き
、
決
し
て
放
縦
不
覇

な
る
放
謄
の
弾
奏
法
に
陥
ゐ
ら
ざ
る
を
確
信
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、
名
器
を
有
ち
た
る

人
の
中
道
に
撲
き
た
る
例
も
少
か
ら
ざ
れ
ば
敢
て
云
ふ
。

謂
ふ
に
営
日
の
白
眉
は
橘
令
鍛
の
洋
琴
獨
奏
な
る
か
。
曲
名
を
逸
し
た
れ
ど
、
後
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

き
け
ば
ベ
エ
ト
オ
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ

C
ヅ
ル
よ
り
G
に
移
り
又

C
に
鱚
り
、
所
々
に
妙

趣
を
抜
粋
し
て
一
曲
と
作
し
た
る
も
の
な
り
と
い
ふ
。
感
籠
り
情
豊
か
に
器
械
的
弾
法

、

、

、

、

、

、

、

の
域
を
脱
出
し
た
る
は
同
姻
の
特
色
に
し
て
、
先
に
フ
ン
メ
ル
が
愛
ホ
調
ソ
ナ
タ
の
猶

奏
に
喝
采
を
拇
し
て
よ
り
弦
に
三
年
を
経
て
、
其
妙
技
を
示
さ
れ
た
り
、
あ
は
れ
今
吾

邦
に
良
師
あ
り
て
天
才
あ
る
楽
家
を
導
き
た
ら
む
に
は
、
西
楽
の
お
い
さ
き
い
と
も
望

多
か
ら
む
も
、
橘
嬢
と
い
ひ
幸
田
娯
と
い
ひ
、
先
進
の
名
手
に
た
ど
ら
ず
し
て
、
新
来

の
美
術
を
究
め
む
と
す
る
い
ぢ
ら
し
さ
よ
又
い
さ
ま
し
さ
よ
。
然
れ
ど
も
＿
音
楽
學
校
に

於
け
る
西
楽
の
現
今
が
、
決
し
て
失
望
す
べ
き
も
の
な
ら
ざ
る
事
は
、
常
識
あ
る
好
柴

の
聘
衆
が
夙
に
認
め
た
る
所
な
る
べ
し
。
評
者
は
常
に
多
望
の
念
を
以
て
月
且
の
僻
を

終
ら
む
と
欲
す
。

（
『
文
學
界
』
第
三
十
一
号
、
明
治
二
十
八
年
七
月
、
二
八
ー
三
一
頁
）
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二、 ．
 ヽ

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
氏
作

須

バ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ウ
エ
ッ
ベ
氏
作
曲
、

鳥
居
枕
氏
作
歌

呉

那

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

學
友
會
々
員
諸
氏

唱

歌

才
ボ
ア
エ
ル
デ
ュ
ー
氏
作

：
第

＇

洋

琴

聯

弾 部

學
友
會
々
員

｛内

田

菊

子

力
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
由
比
く
め
子

同

聟

音

楽

演

奏

會

曲

目

明
治
二
十
九
年
四
月
十
八
日

同
声
会
春
季
演
奏
会

會

よ
ー

噌

明

治

廿

九

年

四

月

十

八

日

（

土

曜

日

）午

後

二

時

半

開

會

上

野

公

園

地

内

昔

築

忠

校

奏

築

堂

二

於

テ

九、 八、 七、 六、 五
、

四
、

乙 甲

五

月

の

獨

唱

歌

（獨
逸
語
）

洋

琴

獨

奏

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
獨
奏

モ

ザ

ー

ト

氏

作

第
第

部

コ
ン
サ
ル
ト
第

一
部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

幸

曲

合

奏

峰

崎

勾

賞

作

妻

獅
ル
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
島
崎
赤
太
郎
氏

絃

楽

四

部

合

奏

第

一
バ
イ
オ
リ
ン

ヘ

イ

デ

ン

氏

作
番

•
…
…
…
・
・
言
一

バ
ロ
オ
リ
[

ラ

ー

ゲ

ト

ー

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

吉

本

光

蔵

氏

ビ
ー
ト
ー
ベ
ン
氏
作

ム
ー
ン
ラ
イ
ト

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏
作

死

と

娘

l

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
幸

ブ
ラ
ー
ム
ス
氏
作
一夜

コ

ン

サ

ノミ
風

琴

獨

奏
氏

作

吾
ノ‘

来

賓

子

9,. ; 
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田

延

子

第

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
遠
山
甲
子
子

幸

田

延

子

山
田
源

一
郎
氏

納
所
辮
次
郎
氏

比
留
間
賢
八
氏

山山萩千今山

室室岡布井勢

千保松豊慶松

代嘉相勢松韻

子氏氏子氏氏

田

延

子

明治21年～30年(1888~1897)



十
二
、
三

Pi
a
n
o
.
 

(

f

o
r
 4
 
h
a
n
d
s
.)
 

ょ^
W
E
I
S
S
EDAME

.''
……•…………………••Bo

ield

ieu
. 

M
i

sses K•UCHIDA 

a
n
d
 K•Yur

, 

S
t
u
d
e
nt

s
 

of
 

t

h
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

2
.
 

C
h
o
r
u
s
 
wit
h
 A
c
c
o
m
p
a
n
i
m
e
nt
.
 

6
ょ

W
H
E
N
W
I
N
D
S
 B
R
E
A
T
H
E
 S
O
F
T
.'
●
…
S.
 W

e
b
b
e.
 

T
h
e
 S
t
u
d
e
nt
s
 of
 
t

h
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

V
i

oli
n'Solo
.
 

^
^
C
O
N
C
E
R
T
." 
(
P
a
rt
 1.)…………••

•F.A

fende[ssohn

. 

や トー』 +、
乙 甲

十
一
、
唱

ノミ

P
A
R
T
 I. 

： 
,'‘`  

同胡三同同等
弓絃

山山萩千今山

室室岡布井勢

千保松豊慶松

代嘉相勢松韻

子氏氏子氏氏

曲春

合

歌

シ
ュ
ー
マ
ン
氏
作
曲
、
佐
藤
誠
質
氏
作
歌

夢

l

…
…
・
・
・
學
友
會
々
員
諸
氏

ヘ
イ
デ
ン
氏
作
曲
、
旗
野
十
一
郎
氏
作
歌
一

景

の

奏夕

バ
イ
オ
リ
ン
合
奏

作

小

開

得

子

言

門

フ
ー
ゲ
（
バ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
中
抜
幸
）
…
…
林

蝶

子

幸

田

幸

子

一

小

閥

ス

テ

子

鈴

木

フ

ク

子

ノ‘

氏

M
i

ss 
N
O
B
U
 K
O
D
A
.
 

4
.
 J
a
p
a
n
e
s
e
 K

ot
o
'
M
u
si
c
.
 

K
ot
o
 w
i
t

h
 K
o
k
y
i
i
 a
n
d
 S
h
a
mis
e
n.
 

よ
云

A
Z
U
M
A
'
JIS
H
I
.
"

Messrs•YAMASE

, 

I
M
A
I
,
 HA

G
I
O
K
A
,
 YA

M
A
M
U
R
O
 

a
n
d
 M
i

sses 
C
H
I
B
U
,
 an

d
 Y
A
M
A
M
U
R
O
.
 

5
.
 
Or
g
a~,Solo

. 

ょ^
C
O
N
C
E
R
T
."

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
B
a
c
h.

M
r
.
 A

K
A
T
A
R
O
 S
H
I
M
A
Z
A
K
I
.
 

St
ri
n
g
‘
Q
u
a
rt
et
.
 

乏
0
.l.
"
………•………………………………••Haydn. 

M
i

ss N•KODA 

a
n
d
 Messrs•YAMADA

, 

N
O
S
H
O
 

a
n
d
 H
I
R
U
M
A
.
 

P) 

GIVEN DY 

THE DOSEIKW AI 

On gaturday, the 18th April, 1888, 

踵US記： 践AL,L

T.IIBACADEMY OF  MUSIC, 

UYENO, TOKYO. 

j i 
TIIE CONCERT COMMENCES AT 2.30 1'・

9,.,  

第 1部 明治・大正篇 30 



1
2
.
 

1
1
 

1
0
.
 

竺 炉 ゞ

P
A
R
T
 II
.
 

C
l
ari
n
et
'Solo
.
 

'̂L
A
R
G
H
E
T
T
O
"
 au
s
 d
e
m
 Q
ui
ntett. 

Mr•KOZO 

Y
O
S
H
I
M
O
T
O
.
 

Pi

ano,Solo
.
 

土

'M
O
O
N
L
I
G
H
T
S
O
N
A
T
A
."
…

…

…

…

…

B
e
et
h
o
v
e
n.
 

M
i

ss 
K
I
N
E
 T
O
Y
A
M
A
.
 

Vocal,Solo
.
 

a.
ょ

'D
E
R
T
O
D
 U
N
D
 D
A
S
 M
A
D
C
H
E
N
." 

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

F
r.
 Sc

h
u
b
e
rt
.
 

b
.
c
^
D
I
E
 MAINACHT

.".
……………………

••Brahms

. 

M
i

ss 
N
O
B
U
 K
O
D
A
.
 

V
i

ol
i

n
s
 
wi

t

h
 Pi
a
n
o
 A
c
c
o
mp
animent. 

T
^
F
U
G
A"
 (f
r

o
m
 vi
oli

n
 s
o
n
at
a
.)…
…

…

…

…

…

…

Bach. 

A
r
r
a
ng
e
d
 f
or 4
 
vi
oli
n
s
 b
y
 M
i

ss N•KODA

, 

a
n
d
 

pi
a
n
o
 a
c
c
o
mp
a
n
i
m
e
nt
 

b
y
 R
o
b
e
rt
 

S
c
h
u
m
a
n
n.
 

M
r
s
.
 0N

E
K
I
,
 Mi

sses 
T
 AN
O
M
O
G
I
,
 AR

A
I
,
 

H
A
Y
A
S
H
I
,
 K

O
D
A
,
 0Z

E
K
I
,
 an

d
 S
U
Z
U
K
I
.
 

C
h
o
r
u
s
 w
i

t

h
 A
c
c
o
mp
animent. 

a.
よ

'D
E
RTRAUM

"
…………………•…

••Schumann

. 

b.
ょ

^
A
B
E
N
D
L
I
E
D
Z
U
 
GOTT

.".
……………

••Haydn. 

T
h
e
 S
tud
e
nt

s
 of
 

t

h
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

J

ap
anese K
ot
o
'
M
u
si
c.
 

K
ot

o
 
w

i

t

h
 K
o
k
y
u
 a
n
d
 S
h
a
mi
s
e
n
.
 

6
^
O
K
A
Y
A
S
U
,
K
I
N
U
T
A
." 

Messrs•Y 

A
M
A
S
E
,
 IM

A
I
,
 HA

G
I
O
K
A
,
 YA

M
A
M
U
R
O
 

a
n
d
 M
i

sses 
C
H
I
B
U
,
 an

d
 Y
A
M
A
M
U
R
O
.
 

M
o
z
a
rt
.
 

―
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一
頁
）

同
槃
會
演
奏

同

盤

會

は

主

と

し

て

一

音

楽

學

校

卒

業

生

諸

氏

よ

り

成

れ

る

楽

會

に

し

て

、

去

月

十

八

日

上

野

の

楽

堂

に

演

奏

會

を

催

し

た

り

。

此

日

幸

田

延

子

嬢

は

饉

朝

後

始

め

て

公

會

の

演

奏

を

試

み

、

『

ギ

オ

ロ

ン

』

楽

に

、

盤

楽

に

多

年

欧

米

に

遊

て

習

得

し

た

る

技

藝

を

示

さ

れ

ぬ

。

肉

槃

は

量

あ

り

て

低

く

、

『

ギ

オ

ロ

ン

』

に

は

メ

ン

デ

ル

ソ

オ

ン

の

難

曲

を

撰

び

て

『

テ

ク

ニ

ッ

ク

』

の

妙

を

盛

せ

る

は

、

初

舞

豪

に

適

し

た

る

楽

な

ら

む

。

St

ri
ng Q
uart

etは
感

服

せ

ず

、

唱

歌

も

亦

然

り

、

唯

鳥

居

枕

氏

が

近

年

の

作

に

は

柴

と

詩

と

の

調

和

適

合

宜

し

き

を

得

て

隈

々

佳

品

を

出

さ

る

は

賀

す

可

し

。

然

れ

ど

も

旗

野

氏

の

歌

に

『

夕

告

鳥

』

と

書

き

て

晩

鶉

を

指

し

た

る

は

古

文

を

學

び

し

者

の

忍

ぶ

能

は

ざ

る

所

な

り

。

其

他

遠

山

娯

島

崎

氏

の

演

奏

に

は

此

楽

堂

に

出

入

す

る

者

の

必

ら

ず

耳

を

傾

け

し

な

ら

む

。

酬

て

思

ふ

に

幸

田

延

子

嬢

が

主

任

と

な

り

て

敦

授

す

る

一

音

楽

學

校

の

現

欣

は

、

前

年

ジ

ッ

ト

リ

ッ

ヒ

氏

が

指

揮

の

下

に

あ

り

し

時

に

比

し

て

如

何

゜

来

七

月

―

音

楽

學

校

の

卒

業

演

奏

會

あ

る

に

先

ち

、

尚

敷

回

の

楽

會

あ

る

可

け

れ

ば

、

徐

に

観

察

す

る

所

あ

る

ぺ

し

。

（
『
帝
國
文
學
』
第
二
巻
第
五
号
、
明
治
二
十
九
年
五
月
、

同
竪
會
演
奏
會

此

月

十

八

日

上

野

の

楽

堂

に

同

盤

會

の

演

奏

催

さ

れ

た

り

、

此

會

は

一

音

楽

學

校

出

身

の

人

々

よ

り

成

り

し

も

の

な

る

に

、

か

ね

て

は

長

く

維

也

納

に

遊

び

た

る

幸

田

氏

の

奏

楽

も

あ

る

べ

し

と

早

く

よ

り

も

聞

え

た

れ

ば

此

道

に

好

み

あ

る

人

々

の

其

日

集

ひ

し

も

多

か

り

し

な

る

べ

し

。

此

双

紙

に

於

て

西

楽

の

消

息

敷

々

洩

ら

せ

し

ゆ

か

り

も

あ

れ

ば

其

日

の

を

か

し

き

面

白

き

さ

て

は

口

惜

し

か

り

し

な

ど

聘

き

て

心

に

浮

び

し

節

々

聯

か

か

き

つ

ら

ね

て

此

春

の

名

残

と

も

見

ば

や

と

月

旦

に

筆

染

め

し

は

花

や

か

な

り

し

席

退

き

て

夕

ば

へ

の

空

な

つ

か

し

く

家

の

窓

に

眺

め

し

頃

な

り

し

、

去

る

に

五

月

の

初

め

に

も

同

じ

楽

堂

に

又

演

奏

あ

り

て

再

び

其

曲

を

聘

く

を

得

べ

き

由

な

れ

ば

此

琥

に

は

わ

ざ

と

載

せ

ず

、

嘗

る

と

も

嘗

ら

じ

と

も

次

の

双

紙

に

思

ふ

事

井

せ

て

云

ふ

所

あ

る

べ

し

。

（
『
文
學
界
』

第
四
十
号
、
明
治
二
十
九
年
四
月
、
二
八
ー
ニ
九
頁
）
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楽
堂
放
言

藤

野

高

根

去
歳
七
夕
の
祭
近
く
忍
ケ
岡
楽
堂
に
西
楽
を
聴
き
し
よ
り
琴
弦
の
音
久
し
く
絶
え
て

僅
に
上
講
師
の
指
揮
の
下
、
彼
の
「
御
代
の
榮
」
と
て
楽
聖
「
ベ
ト
ー
フ
エ
ン
」
が
も

の
せ
し
幽
婉
な
る
歌
を
聞
き
て
、
伴
奏
の
目
出
度
に
感
せ
し
が
、
往
く
月
日
に
開
守
な

く
て
、
い
つ
か
知
ら
ぬ
間
に
待
ち
わ
び
し
春
の
行
術
は
花
と
共
に
う
つ
ろ
ひ
ゆ
き
て
、

梢
に
は
緑
さ
し
、
宿
の
藤
波
に
は
ゆ
か
り
の
色
を
た
A

へ
て
、
は
や
夏
の
な
が
め
を
彩

り
は
し
め
ぬ
。
卯
月
十
八
日
に
は
兼
て
長
く
維
也
納
に
學
ひ
給
Jへ
る
幸
田
女
史
其
他
名

あ
る
人
々
の
演
奏
あ
り
超
へ
て
五
月
九
日
に
は
慈
善
楽
會
あ
り
て
ま
ち
わ
び
し
甲
斐
こ

そ
あ
り
け
れ
と
、
好
め
る
道
に
か
け
り
ぬ
。
敷
月
の
愁
も
此
ま
と
ゐ
に
消
え
し
心
地
し

て
、
名
残
り
の
響
絶
ゆ
る
も
惜
し
と
拙
き
念
を
筆
に
の
せ
て
サ
ム
に
は
か
な
き
品
定
め
を

為
す
。第

一
は
内
田
由
比
雨
嬢
の
洋
琴
聯
弾
に
し
て
「
ボ
ア
エ
ル
デ
ュ
ー
」
が
「
ワ
イ
ツ

セ
、
ダ
ー
メ
」
な
り
。
序
開
き
と
し
て
は
美
は
し
き
も
の
な
る
に
此
架
友
會
員
が
年
を

追
ふ
て
進
歩
せ
ら
る
A

は
う
れ
し
き
限
な
り
。
惜
む
ら
く
は
「
セ
コ
ン
ド
」
の
弾
法
強

き
に
過
き
て
、
時
に
は
「
プ
リ
モ
」
を
消
す
傾
あ
り
き
。
こ
れ
全
く
榮
器
不
良
の
結
果

と
は
い
へ
其
心
し
て
物
せ
ら
れ
ず
ば
と
こ
そ
は
覺
え
し
か
。
次
て
小
山
氏
か
指
揮
島
崎

氏
の
伴
奏
に
か
A

る
「
八
島
の
浦
」
と
い
ふ
静
蓬
な
る

「
ヴ
ェ
ッ
ブ
」

が
作
の
唱
歌
あ

り
。
去
れ
ど
不
精
確
の
合
唱
な
り
き
と
の
歳
り
は
免
れ
ざ
る
べ
し
、
男
子
の
出
既
に
あ

し
く
、
「
ア
ル
ト
」
は
狡
音
法
の
練
習
を
跛
き
、
加
之
「
ソ
。
フ
ラ
ノ
」
は
弱
く
し
て
、

始
め
よ
り
如
何
と
思
ひ
し
に
遂
に
全
く
調
和
を
失
ひ
し
も
見
事
に
詑
ら
れ
し
に
は
痛
く

驚
服
せ
り
。
斯
楽
の
摸
範
と
も
仰
か
る
A

人
々
に
し
て
縦
ま
A

な
る
歌
ひ
方
し
て
耳
な

き
公
衆
を
弄
ば
ん
と
す
る
は
、
平
生
心
を
藝
術
に
寄
す
る
も
の
A

本
領
な
る
乎
。
今
の

時
代
は
西
楽
に
取
り
て
は
斯
る
事
は
何
慮
の
演
奏
會
に
て
も
例
少
か
ら
ぬ
事
な
れ
ば
尤

む
る
に
足
ら
ず
と
い
ふ
如
き
に
満
足
せ
ら
れ
ま
じ
き
を
信
ず
。
指
揮
者
以

て
如
何
と

す。
次
は
来
衆
の
待
ち
に
ま
っ
た
る
幸
田
延
子
女
史
の
返
り
初
演
奏
な
り
。
六
と
せ
七
年

は
夢
の
間
に
も
過
き
行
く
も
の
を
苦
學
の
効
顕
は
れ
て
錦
を
飾
り
給
ひ
し
は
、
や
が
て

此
日
の
演
奏
に
て
も
明
か
な
り
。
「
ヰ
オ
リ
ン
」
猥
奏
の
い
と
も
い
み
じ
き
、
中
々
に

我
等
如
き
心
弱
く
情
脆
き
者
に
は
彼
此
と
月
旦
を
試
む
る
能
は
ず
。
弓
持
つ
手
の
働
き

冴
え
渡
り
て
美
は
し
き
に
左
指
の
運
動
の
精
確
な
る
、
糸
よ
り
走
る
榮
竪
の
い
と
妙
な

る
誰
と
て
耳
熱
し
胸
迫
り
て
其
技
伺
に
服
せ
ぬ
は
無
か
る
可
し
。
曲
は
「
メ
ン
デ
ル
ス

ソ
ン
」
の
「
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」

第

一
部
に
し
て
伴
奏
は
彼
の
橘
令
嬢
な
り
。

糸
お
す
指

頭
に
満
身
の
熱
を
た
A

へ
て
自
ら
其
震
音
に
心
奪
は
れ
し
か
と
思
は
れ
い
ひ
知
ら
ぬ
細

か
き
離
れ
業
の
自
在
な
る
賓
に
何
の
語
を
以
て
表
は
す
べ
き
か
を
知
ら
ず
。
且
や
僅
か

な
る
間
に
同
し
き
も
の
を
一
一
度
迄
も
聞
く
を
得
た
る
は
そ
も
如
何
な
る
吾
等
の
幸
運
そ

ゃ
。
勉
め
て
止
ま
ず
ん
ば
「
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
」
氏
が
曇
に
逼
ら
ん
事
難
き
に
あ
ら
ず
希
＜

は
は
か
な
き
浮
世
の
流
に
君
か
姿
を
う
つ
す
な
く
、
さ
そ
う
水
に
悼
し
て
あ
ら
ぬ
方
に

舟
出
し
玉
は
ず
、
ひ
た
す
ら
贄
を
榮
稗
に
さ
さ
げ
玉
は
ん
こ
と
こ
れ
わ
が
心
よ
り
の
ね

ぎ
事
な
り
。
伴
奏
の
「
ピ
ヤ
ノ
」
も
此
人
な
ら
で
は
と
思
ひ
あ
た
る
困
難
な
る
節
々
多

か
り
き
。
さ
れ
ど
如
何
な
る
虞
な
り
け
ん
、
あ
や
し
き
節
な
り
と
見
し
は
、
全
く
「
ハ

ル
モ
ニ
ー
」
の
然
す
る
な
り
け
ん
。
美
術
は
妬
心
あ
る
女
紳
な
り
と
聞
く
。
願
く
は
お

ひ
先
長
く
春
秋
に
富
み
玉
ふ
事
な
れ
ば
、
其
心
し
て
意
を
擁
生
に
用
ゐ
て
一
生
を
此
美

紳
の
聖
殿
に
捧
げ
玉
は
ん
こ
と
を
。

三
曲
合
奏
井
に
長
歌
は
共
に
斯
道
に
取
り
て
の
名
手
な
れ
ば
流
石
に
妙
技
秀
麗
な
り

し
は
明
か
な
れ
ど
「
吾
妻
獅
子
」
の
如
き
は
輩
調
無
味
、
平
坦
に
し
て
愛
化
に
乏
し
か
り

し
か
は
崇
美
凄
婉
な
る

「
ヰ
オ
リ
ン
」

獨
奏
聴
き
て
霧
中
に
漂
ひ
し
我
等
に
は
唯
東
西

雨
楽
の
特
調
絃
に
は
し
な
く
も
衝
突
を
来
し
て
日
本
音
楽
の
美
は
西
架
の
滅
す
る
所
と

な
り
し
を
覺
え
ぬ
。
か
A

る
事
は
番
組
作
る
人
の
豫
め
用
意
す
る
事
肝
要
な
る
べ

し。

且
や
九
日
の
如
き
は
寸
暇
な
き
身
に
も
彼
の
人
の
み
に
は
耳
傾
け
ん
と
時
を
は
か
り
て

楽
堂
に
入
れ
は
う
た
て
や
、

あ
こ
が
れ
し
望
は
泡
と
消
え
て
絶
望
の
淵
に
沈
み
し
人
そ

も
幾
人
な
り
け
ん
。
一
演
奏
者
の
都
合
と
は
い
ヘ
一
度
世
に
公
に
せ
る
順
序
を
俄
然
愛

更
し
て
来
衆
の
心
を
空
く
す
る
は
證
を
失
ふ
の
極
み
な
ら
ず
や
。
さ
て
も
如
何
な
る
故

あ
り
た
り
け
ん
。
吾
は
其
説
明
を
求
め
ん
と
す
。

心
せ
よ
や
、

事
に
あ
づ
か
り
し
人
々

よ
。
「
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
」
と
し
て
此
校
に
重
き
を
致
す
島
崎
氏
は
久
し
ぶ
り
に
て
「
バ

ハ
」
の
「
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
を
燭
奏
せ
ら
る
。
此
人
の
風
采
如
何
な
れ
は
こ
そ
ま
す

ま
す
「
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
」
氏
に
勢
髯
す
る
。
は
か
な
き
業
に
も
薫
陶
の
効
果
は
そ
の
お
も

か
け
を
博
ふ
る
に
や
。
「
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ヲ
ン
L

の
よ
き
は
云
ふ
も
更
な
り
、
花
や
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か
に
し
て
手
の
入
り
組
み
て
演
奏
の
困
難
に
も
似
ず
竜
も
断
絶
せ
ざ
り
し
に
は
誰
と
て

感
せ
ぬ
は
な
し
。
唯
何
と
な
く
時
に
は
飽
き
足
ら
ぬ
和
槃
を
耳
に
せ
し
は
「
ハ
ル
モ
ニ

ユ
ー
ム
」
に
て
は
奏
さ
れ
ぬ
節
々
の
あ
れ
ば
な
る
可
し
。
か
の
曲
の
撰
捧
誤
れ
り
と
い

ふ
は
、
未
だ
此
奏
者
が
心
事
を
解
せ
ぬ
か
為
め
な
る
可
し
。
お
も
ふ
に
堂
々
た
る
此
校

に
「
オ
ル
ゲ
ル
」
な
き
は
口
惜
し
き
限
な
ら
ず
や
。
吾
等
は
早
く
彼
の
「
パ
イ
プ
」
が

奏
楽
堂
の
白
壁
に
き
ざ
ま
れ
ん
事
を
望
む
。

嘗
て
東
七
軒
寺
の
薔
校
舎
に
弦
楽
合
奏
を
耳
に
せ
る
事
屡
々
な
り
し
が
今
よ
り
指
折

り
敷
ふ
れ
は
、
は
や
ひ
と
む
か
し
の
月
日
は
空
し
く
過
き
た
り
け
ん
。
絃
に
弦
楽
四
部

の
「
ハ
イ
デ
ン
」
作
の
合
奏
を
き
A

て
い
と
ゞ
、
む
か
し
な
つ
か
し
き
心
地
す
。
此
曲

初
め
の
部
は
除
か
れ
て
「
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
」
よ
り
「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
」
に
至
る
長
く
も
な

＜
又
困
難
な
る
も
の
に
も
あ
ら
ず
。
唯
第
一
「
ヰ
オ
リ
ン
」
の
み
は
遂
に
幸
田
氏
を
煩

す
の
止
む
を
得
さ
り
し
か
。
四
人
相
劉
し
た
る
姿
に
は
日
頃
の
悪
口
も
い
で
し
が
、
今

は
忘
れ
は
て
ぬ
。
吾
等
に
は
「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
」
の
方
を
か
し
く
後
半
「
セ
ロ
」
の
獨
奏

は
少
し
く
指
つ
か
ひ
と
拍
子
取
り
困
難
な
る
も
「
第
ニ
ヰ
オ
リ
ン
」
「
ヰ
オ
ラ
」
は
と

り
い
で
A

、
い
ふ
可
き
の
値
あ
ら
ず
か
し
。
か
く
腕
利
揃
に
も
似
ず
芽
出
度
か
ら
ざ
り

し
は
何
故
ぞ
や
。
第
二
「
ヰ
オ
リ
ン
」
が
第
一
の
に
伴
奏
と
な
る
あ
た
り
は
猶
少
し
く

大
な
る
音
あ
ら
ま
ほ
し
。
「
ヰ
オ
ラ
」
の
弓
の
此
人
の
平
生
に
も
似
て
、
糸
磐

の
お
ぼ

つ
か
な
く
聞
き
な
さ
れ
し
口
惜
し
き
こ
A

ち
せ
ら
れ
ぬ
。
且
や
「
セ
ロ
」
ひ
き
し
人
と

て
も
か
A

る
曲
に
鼻
う
ご
め
か
す
に
は
足
ら
す
か
し
。
自
ら
は
素
人
の
積
り
に
て
奏
せ

ら
る
A

と
も
誰
か
西
楽
現
今
の
「
ク
ラ
イ
シ
ス
」
に
か
A

る
遁
群
を
許
す
も
の
ぞ
。
あ

は
れ
「
ソ
ー
ブ
レ
ー
」
師
此
の
合
奏
を
見
な
ば
将
何
と
か
い
は
ん
。
少
し
く
顧
み
て
斯

楽
の
為
め
に
自
重
あ
れ
や
。
こ
れ
と
は
か
は
り
て
慈
善
會
の
式
部
職
の
「
オ
ル
ケ
ス
ト

ラ
」
は
流
石
に
い
み
し
く
物
せ
ら
れ
ぬ
。
「
ワ
ル
ツ
」
は
牲
て
聞
き
た
る
繊
巧
な
る
も

の
、
と
り
わ
け
て
、
「
オ
ー
バ
チ
ュ
ー
ア
」
は
彼
の
「
マ
ル
タ
」
の
作
者
な
れ
ば
い
と

牡
快
に
て
霧
に
蔽
は
れ
し
う
や
む
や
の
身
朝
日
影
に
浴
せ
る
想
あ
り
き
。
只
「
ヰ
オ
リ

ク
イ
ム

ン
」
の
調
如
何
は
し
か
り
し
と
「
セ
ロ
」
か
時
後
れ
せ
り
と
聞
き
し
は
、
ひ
が
耳
な

り
け
ん
。
幸
田
氏
の
ピ
ヤ
J
伴
奏
に
か
A

る
吉
本
氏
の
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
」
凋
奏
は
此

楽
器
に
特
調
の
撤
軟
多
響
の
美
音
よ
く
清
妙
に
吹
奏
せ
ら
れ
て
「
ヰ
オ
リ
ン
」
な
ど
A

合
奏
せ
ば
ひ
と
き
は
興
深
か
り
け
ん
と
思
は
れ
て
い
と
口
惜
し
。

か
の
小
説
的
開
係
を
も
て
名
高
き
「
月
光
の
ソ
ナ
タ
」
を
遠
山
嬢
に
依
り
て
聞
く
を

得
た
る
は
何
等
の
榮
ぞ
、
指
い
ま
だ
「
タ
ス
テ
ン
」
に
躙
れ
ざ
る
に
其
の
姿
勢
の
沈
静

な
る
一
見
此
人
こ
そ
は
と
聴
者
を
し
て
納
得
せ
し
む
。
「
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
」
と
い
ヘ

ば
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
音
楽
者
と
し
て
後
代
に
仰
が
る
A
楽
聖
な
れ
ば
其
曲
の
「
モ
チ

ー
フ
」
崇
美
深
蓬
に
し
て
頗
る
幽
玄
荘
重
の
も
の
な
る
に
此
月
光
の
曲
は
此
偉
人
月
白

く
風
冴
え
た
る
冬
の
夕
友
と
共
に
そ
ゞ
ろ
あ
る
き
の
途
次
一
草
屋
の
盲
少
女
の
為
め
に

奏
で
や
り
し
者
に
て
彼
の
鉢
「
ピ
ヤ
J
」
に
向
ふ
と
見
れ
ば
疾
く
も
超
妙
な
る
最
初
の

和
弦
は
お
こ
り
ぬ
。
折
し
も
側
な
る
燈
火
は
隙
間
も
る
風
に
揺
ぎ
て
、
は
か
な
く
も
消

え
ぬ
。
彼
か
友
は
か
し
こ
く
も
窓
を
開
き
た
れ
ば
月
の
光
は
端
な
く
も
此
巨
人
か
蓬
々

た
る
頭
髪
と
肥
大
な
る
鉢
と
を
照
し
て
其
影
は
「
タ
ス
テ
ン
」
の
上
に
落
ち
た
り
。
此

時
誹
震
は
胸
底
の
琴
線
を
叩
き
た
り
け
ん
。
沈
獣
せ
し
此
の
楽
人
は
ツ
ト
起
ち
て
空
と

星
と
を
あ
ふ
ぎ
し
が
「
我
は
月
光
の
「
ソ
ナ
タ
」
を
作
ら
ん
」
と
遂
に
千
歳
不
朽
な
る

楽
譜
は
な
り
ぬ
。
聞
く
遠
山
嬢
朧
夜
花
香
空
に
う
つ
も
る
A

時
、
か
す
む
月
影
を
た
よ

り
て
此
廿
七
番
第
二
披
を
奏
す
る
や
、
幽
泉
胸
裡
に
湧
き
て
、
天
才
鬼
想
み
ち
／
＼
た

る
此
作
者
か
お
も
か
げ
幻
と
な
く
眉
間
に
漂
ひ
少
時
は
わ
れ
を
忘
れ
て
其
妙
趣
に
あ
こ

が
れ
し
と
よ
。
さ
れ
ば
姻
が
手
動
く
よ
と
見
る
や
、
闇
夜
を
照
す
月
光
の
如
く
悲
哀
凄

婉
し
か
も
幽
雅
な
る
楽
竪
は
架
堂
に
満
ち
渡
り
て
彼
の
三
拍
子
の
い
と
す
さ
ま
じ
き
ま

で
怪
し
く
、
激
し
て
は
砕
る
か
如
く
沈
み
て
は
眠
む
る
が
如
く
或
は
高
く
或
は
低
く
少

時
は
震
妙
な
る
楽
音
に
自
失
せ
り
き
。
特
に
後
半
、
半
階
音
の
迅
速
な
る
あ
た
り
は
人

知
ら
ぬ
苦
心
さ
こ
そ
と
感
服
の
他
な
し
。
去
れ
ど
何
時
も
な
が
ら
「
ベ
ー
ス
」
の
強
き

為
め
に
美
は
し
き

「
メ
ロ
ヂ
ー
」
を
消
す
が
如
き
事
あ
り
し
は
惜
み
て
も
餘
り
あ
る
事

な
り
。
か
く
目
出
度
か
り
し
に
も
似
ず
、
怪
し
き
は
「
ヘ
ル
レ
ル
」
が
「
タ
ラ
ン
テ
ル

ラ
」
な
り
。
こ
の
曲
は
八
分
の
六
拍
子
よ
り
な
る
伊
太
利
亜
舞
踏
曲
の
一
種
に
し
て

「
リ
ス
ト
」
「
シ
ョ

パ
ン
」
な
ど
の
近
世
架
士
が
も
の
せ
る
う
る
は
し
き
も
の
な
れ
ど
其

演
奏
月
光
の
曲
の
如
く
な
ら
ず
し
て
褒
貶
相
半
す
。
こ
れ
全
く
前
後
雨
曲
の
劉
照
あ
ま

り
に
い
み
し
か
り
し
と
「
ピ
ヤ
ノ
」
の
悪
し
き
為
め
な
れ
ば
、
完
全
な
る
楽
器
を
奏
楽

堂
に
備
ふ
る
事
急
務
な
れ
ど
、
技
術
に
秀
で
た
る
此
人
に
し
て
時
に
は
か
A

る
無
味
の

弾
奏
あ
ら
ん
と
は
夢
に
だ
も
見
ざ
り
き
。
音
楽
學
校
楽
士
の
は
機
械
的
演
奏
に
し
て
曲

の
精
神
を
會
得
せ
ず
な
ど
A

い
ふ
は
か
A

る
事
の
あ
れ
ば
な
る
可
し
。
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弦
に
人
々
の
注
意
を
ひ
き
し
は
幸
田
女
史
と
「
ブ
ラ
チ
ャ
リ
ニ
ー
」
氏
と
の
獨
吟
な

り
。
こ
れ
は
美
は
し
き
「
テ
ノ
ル
」
に
し
て
か
れ
は
低
き
「
ア
ル
ト
」
な
り
。

か
の
幽
遠
深
刻
な
る
「
フ
ハ
ウ
ス
ト
」
の
「
オ
ペ
ラ
」
以
来
、
此
慮
彼
虚
に
雄
健
清

朗
の
濁
吟
を
耳
に
せ
し
が
、
此
の
度
は
橘
令
嬢
、
幸
田
嬢
が
「
ピ
ヤ
／
」
「
ヰ
オ
リ
ン
」

の
伴
奏
に
熱
烈
牡
快
の
妙
音
を
弄
し
て
榜
硼
涼
騰
人
を
し
て
其
肉
磐
の
清
く
ほ
が
ら
か

な
る
に
酔
は
し
め
ぬ
。
多
年
訓
練
の
功
乎
は
た
天
性
の
美
音
乎
。
幸
田
女
史
の
も
橘
令

嬢
の
伴
奏
に
し
て
甲
は
な
っ
か
し
き
「
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
」
が
曲
に
て
「
死
と
少
女
」
な

り
、
其
曲
や
幽
婉
静
雅
、
其
歌
や
悲
哀
多
恨
、
加
ふ
る
に
肉
槃
の
低
く
し
て
美
且
艶
満

腔
の
意
氣
組
を
「
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ヲ
ン
」
に
托
し
て
自
由
に
美
音
を
演
す
。
特
に
終

り
に
近
く
D
よ
り

A
に
「
ス
エ
ル
」
す
る
あ
た
り
に
は
、
京
濱
の
外
人
亦
顔
色
な
か
る

可
し
。
こ
の
「
五
月
の
夜
」
は
静
け
き
春
の
夜
半
、
月
は
み
空
の
胸
に
よ
り
て
玉
を
轄

か
す
如
き
鶯
の
し
ら
べ
を
聞
き
草
間
に
ゆ
ら
ぐ
白
銀
の
流
れ
に
は
幽
な
る
さ
A

や
ぎ
あ

り
て
此
美
は
し
き
墜
を
吸
ふ
て
、
や
さ
し
き
い
た
は
り
は
あ
た
り
に
満
ち
、
香
ひ
の
海

の
ふ
る
ひ
動
く
お
も
ひ
し
て
「
マ
イ
ナ
ハ
イ
」
も
か
く
や
あ
り
け
ん
と
感
じ
ぬ
。
わ
れ

は
こ
の
得
意
と
せ
ら
る
A

低
き

A
あ
た
り
を
充
分
に
歌
ふ
の
時
を
次
の
演
奏
會
に
迎
え

ん
と
欲
す
。
憚
あ
る
に
は
似
た
れ
ど
も
疲
音
の
猶
一
層
明
燎
正
確
な
ら
ん
事
を
希
ふ
。

さ
ら
ず
は
よ
き
衣
着
た
る
人
の
部
め
き
た
る
言
を
口
に
す
る
が
如
く
に
し
て
い
み
じ
き

不
快
な
ら
ず
や
。
今
や
此
「
ア
ル
ト
」
あ
り
「
テ
ノ
ル
」
あ
り
深
麗
な
る
「
ソ
。
フ
ラ
」

玄
幽
な
る
「
バ
ス
」
を
得
て
、
四
部
合
唱
を
聞
く
を
得
ば
九
泉
の
下
に
陥
る
も
際
す
る

所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
此
希
望
は
無
理
な
る
べ
き
に
や
。

四
部
に
分
た
れ
た
る
「
ヰ
オ
リ
ン
」
合
奏
は
幸
田
女
史
の
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
る
「
バ

ハ
」
か
「
フ
ー
ガ
」
な
り
。
演
奏
の
妙
「
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
適
常
な
る
「
ヂ

ッ
ト
リ
ヒ
」
氏
饉
國
後
の
好
合
奏
な
り
。
新
し
き
「
ヰ
オ
リ
ニ
ス
ト
」
見
る
は
よ
ろ
こ

ば
し
き
事
に
て
、
伴
奏
の
「
ピ
ヤ
ノ
」
特
に
美
は
し
く
あ
で
や
か
な
り
し
は
「
シ
ュ
ー

マ
ン
」
の
作
と
聞
き
し
が
、
名
あ
る
人
の
は
、
か
A

る
も
の
に
も
ゆ
か
し
き
朕
見
ゆ
る

は
天
才
な
れ
ば
に
や
。
幸
田
氏
に
と
り
て
は
此
の
「
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
は
何
の
事
も

な
か
る
べ
け
れ
ば
、
わ
れ
等
は
早
く
い
み
じ
き
作
曲
の
あ
ら
ん
事
を
待
っ
゜

學
友
會
諸
氏
が
唱
歌
「
夢
」
並
に
「
花
衣
」
彼
れ
は
か
つ
て
「
ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
」
氏
こ

れ
は
去
歳
上
氏
の
指
揮
の
下
に
歌
は
れ
て
共
に
四
の
墜
の
い
と
よ
く
合
ひ
て
、
高
潔
優

婉
の
想
自
か
ら
紳
韻
鰈
紺
の
裡
に
籠
れ
り
と
の
好
評
あ
り
し
も
の
に
し
て
今
回
は
先
に

も
劣
ら
ず
い
と
う
る
は
し
か
り
き
。
彼
の
「
夢
」
の
「
恨
め
し
や
夢
か
募
無
の
夢
」
と

い
ふ
あ
た
り
の
「
ハ
ル
モ
ニ
ー
」
は
何
事
の
妙
ぞ
。
「
園
の
光
」
と
「
春
の
夕
景
」
は

一
は
遠
山
嬢
他
は
橘
嬢
の
伴
奏
な
り
。
お
も
ふ
に
演
奏
者
を
し
て
よ
く
其
技
個
を
振
は

し
む
る
は
一
に
伴
奏
者
の
思
慮
如
何
に
あ
り
。
只
楽
譜
に
た
よ
り
て
演
奏
す
る
人
を
顧

み
さ
る
が
如
き
は
「
ア
コ
ン
パ
ニ
ス
ト
」
と
は
名
付
く
る
能
は
ず
。
蓋
し
決
し
て
演
奏

者
を
し
て
伴
奏
に
合
は
さ
し
む
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
此
二
曲
も
と
よ
り
一
は
繊
巧

ー
は
偉
大
、
其
け
ぢ
め
は
已
に
明
か
な
れ
ど
「
國
の
光
」
の
方
無
難
な
り
し
は
歌
の
よ

か
り
し
も
其
一
原
因
な
ら
む
。
彼
の
「
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
」
氏
あ
り
し
頃
は
合
唱
常
に
演
奏

中
の
最
高
位
な
り
し
に
今
は
全
く
反
劉
の
地
位
を
占
む
る
に
い
た
り
ぬ
と
い
ふ
は
至
言

と
い
ふ
可
し
。
拍
子
取
る
人
は
曲
の
撰
捧
と
唱
ひ
方
の
一
層
正
確
堂
々
な
る
可
き
と
に

注
意
す
べ
し
。
此
任
に
あ
た
る
の
人
今
は
上
講
師
の
外
な
け
れ
ば
満
腔
の
熱
心
を
さ
A

げ
て
此
希
望
を
寄
す
。

嘗
て
去
歳
の
月
旦
に
て
西
楽
の
現
今
が
決
し
て
失
望
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
を
認
め
し

が
此
度
の
楽
竪
を
耳
に
し
て
は
我
等
の
よ
ろ
こ
び
は
盆
々
多
望
の
念
を
以
て
弦
に
筆
を

終
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
「
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
」
氏
去
り
て
我
等
は
良
師
を
失
ひ
た
る
を

嘆
せ
し
が
、
今
や
幸
田
女
史
の
新
に
鱚
へ
り
玉
ひ
て
斯
楽
の
酋
め
に
憲
力
せ
ら
れ
る
は

弦
楽
の
末
来
い
よ
ノ
＼
頼
も
し
く
、
合
唱
に
は
熱
心
な
る
上
講
師
が
思
を
ひ
そ
め
玉
ひ
、

「
ピ
ャ
ニ
ス
ト
」
と
し
て
は
望
を
屡
す
べ
き
人
も
少
な
か
ら
す
、
其
他
深
く
心
を
寄
せ

さ
せ
玉
ふ
人
々
さ
わ
な
れ
ば
我
等
の
意
を
強
う
す
る
又
如
何
ば
か
り
ぞ
や
。
さ
は
れ
非

才
薄
文
の
身
を
以
て
其
道
の
人
々
が
睛
れ
の
業
の
よ
し
な
し
云
ひ
け
ん
は
罪
深
く
恐
ろ

し
く
は
あ
れ
ど
年
月
美
紳
の
祭
壇
に
ぬ
か
づ
き
し
身
の
其
行
末
を
お
も
ひ
て
は
遂
に
も

だ
し
が
た
く
、
計
ら
ぬ
罪
を
大
家
名
人
に
得
し
も
決
し
て
少
か
ら
じ
。
去
れ
ど
同
し
美

の
為
に
す
な
る
人
々
は
こ
の
放
言
綺
語
を
咎
め
給
は
じ
。

（『文
學
界
』
第
四
十
一
号
、
明
治
二
十
九
年
五
月
、
八
~
1
0頁
）

明
治
二
十
九
年
五
月
三
十
日
学
友
会
演
奏
会

明
治
二
十
九
年
五
月
三
十
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
半
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ヽ

薩

摩

唱 等 オ
ル
ガ
ン
（
連
奏
）

乙

士

氣

甲

朝 唱

歌

シ

ュ

ー

マ

ン

氏

作

曲

潟
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

居

枕

氏
作
歌

歌

オ
ー
バ
チ
ュ
ア
、
ボ
エ
ト
、

ェ
ン
ド
、
ピ
ー
ザ
ン
ト

ピ

ャ
第

ノ
（
連
弾
）

部

名
春
員

上

員

行

氏

指
揮

會

員

諸

氏
演
奏

リ

オ

氏

作

曲

幸

田

幸

ョ
ッ
パ

ン
氏
作
曲

會

員

永

井

幸

次

氏｝

演
奏

仝

商

橋

二
三

四
氏

名
春
員

•
•
…
…
…
…
…
•
ス

―
―
-
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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ク

ロ
イ

ツ
ェ
ル
氏
作
曲

｛某

氏
作
歌

メ
ン
デ
ル
ソ
ン
氏
作
曲

i旗

野

十
一

郎

氏
作
歌

小

山

作

之

助

氏

指

揮

葬
式
進
行
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

バ
イ
オ
リ
ン
（
獨
奏
）

コ
ン
セ
ル
ト
第
九
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ

か

ら

ご

と

新

曲

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

疇
勢
馴
韻
、i[
登
紐
覧

畔
疇

榮
清
、
三
氏
合
作
及
合
奏

子
演
奏

會

員

會

員

諸

氏
演
奏

ッ

ペ

氏

作
曲

靖

員

麟

疇

麟

麟

疇｝

演
奏

竺
暉
學

友

會

演

奏

曲

目

東
京
上
野
公
園
地
音
榮
學
校
奏
楽
堂

二
於
テ
開
會

竺
[
-
音
楽
會
演
奏

曲

目

明
治
二
十
九
年
七
月
四
日

名
椿
員

上

員

行

氏

指

揮

乙

十
二
、

唱
ミ
ニ

ュ
エ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
ェ

ン
セ
ン
ゾ
、
ド
、
メ
グ
リ
オ
氏
猿
刊

ィ
、
エ

ス
、
イ
ン
ゲ
ル
ス
ベ
ル
グ
氏
作
曲

世
…
…
…
…
…
…
…
…
含
’

村

秋

香

氏

作

歌

富
士

の
巻
狩
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

メ
ン
デ
ル
ソ
ン
氏
作
曲

｛鳥

居

枕

氏

作

歌

同
声
会
三
陸
海
鳴
災
義
捐
音
楽
会

明
治
廿
九
年
七
月
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
三
時

東
京
上
野
公
園
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

二
於
テ
開
會

甲

夢

の
歌

會

員

諸

氏
演
奏

十
一
、

ピ

ャ

會

員

疇

這

只
ば

麟

謬

｝
四
子
演
奏

乙

木

ル

ビ

ン

ス

タ

イ

ン

氏

作

曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
t
鳥

居

枕

氏

作

歌

ノ
（
獨
奏
）

セ
レ
ナ
ー
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ェ
‘

オ
ペ
ラ

（
ミ
ト
ラ
ー
ネ
）
中

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ロ

ア
ー
、
レ
ン
ヂ
、
ミ

イ
エ
ン
セ
ン
氏
作
曲

ノ
ク
チ
ュ
ル
ネ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ
ィ
ー
ル
ド
氏
作
曲

ヽ

モ
ー
メ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏
作
曲

ノ
（
四
人
連
弾
）

+、
甲

バ
イ
オ
リ
ン

會

員

諸

氏
演
奏

ツ

シ

氏
作
曲

九、

獨

唱

歌

名
饗
員

幸

田

延

子

演
奏

八、 七、

ピ

ャ

會

員

内

田

キ

ク

子

演

奏

鉢
唱

第
の

＂ 
立
ロ

歌

（一一
部
連
唱
）

會

員

女

子

部

諸

氏
演
奏
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五
、
唱

三
、
唱

一
、
日
日n
 

乙、

義

甲
、
慈

乙、

ペ

ル
ペ
ッ
ゥ
ー
ム
モ
ビ
レ

甲
、
未

田

ツ

ム

氏

フ

氏

の

ぶ

子

田木田
て

こふき

ふ
う ＜＜ 

子子子子

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學

友

會

々

員

諸

氏

作
曲
ウ
ェ
ブ
ス

タ
ー
氏

甲
、
流
れ
し
家
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
作
歌
大
和
田

建

樹

氏

上

｛

作
曲
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
氏

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
作
歌

旗
野

十
一

郎

氏

二
、
ピ
ヤ
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
前

…
…
…
…
作
曲
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
氏

ァ
ン
ダ
ン
テ
ー

（
ソ
ナ
タ
第
十
四
番
第
二
琥
中
）

内

歌
（
女
槃
二
部
合
唱
）
…
…
…
…
…
…
…
一
麟幸作

曲
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
氏

定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
｛
作
歌
中
村
秋
香
氏

作
曲
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
氏

乙、

饉
る
雁
が
ね
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
作
歌

中

村

秋

香

氏

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
幸

甲
、
カ
ヴ
ァ
チ
ナ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
作
曲
ラ

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學
友

會

々

員

諸

氏

作
曲
グ
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
氏

善
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
作
歌
中
村
秋
香
氏

勇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
作
曲
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
氏

作

歌

旗

野

十

一

郎

氏

乙
、
湖

第

部

侯
爵
西
園
寺
公
望
閣
下

牧

野

伸

顕
閣
下

賛

成

嘉
納
治
五
郎
閣
下

…
…
…
…
作
曲

ボ 田

久

八

氏

同

槃

會

十
二
、

等

十
一
、
唱

八
、
唱

六、

等

乙、 甲、

唱
歌
々
詞
ハ
嘗
日
會
場
二
於
テ
配
布
ス

西

行

櫻

山

曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
今由

七
、
ピ
ヤ
ノ
四
人
聯
弾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
戸林

て

ふ

歌
（
竺
ィ
ヤ
オ
リ
り
伴
奏
）
…
…
…
…
…
｛
竺
国
ォ
《
〖
ぅ

頼

母

木

こ

4F1
 
............................. .
 

九
、
ピ
ヤ
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
遠

+
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學
友

會

々

員

諸

氏

附
言

ノ
ク
チ
ュ
ル
ネ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
作
曲
フ
ィ
ー
ル
ド
氏

モ
ー
メ
ン
ト

ゼ

ブ

ル

ー
ク

・
作
曲

。ハ

保松慶松

嘉祠松韻

氏氏氏氏

ヽ
ュ
ジ
カ
ル
…
…
…
…
作
曲
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏

ー

ペ

ー

氏

山

き

ね

子

末

ヴ
ェ
ン
セ
ン
ゾ

、
ド
‘
)

ミ
ニ
ュ
エ

ッ
ト
ァ
メ
グ
リ
オ
氏
疲
刊

五

段

砧

第

部

作

曲

グ

ノ

ー

氏

冗

作

歌

中

村

秋

香

氏

歌

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學

友

會

々

員

諸

氏

作
曲
シ
ュ
ー
マ
ン
氏

薩

摩

潟

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
作
歌

鳥

居

枕

氏

勢井岡室

山

曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
詞山

ま

子 子子

木越原比

ぉ

と
くつく

めがるめ

子子子子

第 1部 明治・大正篇
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慶松

松韻

氏氏
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CHARITY CONCERT 
FOR THE 

RELIEF OF SUFFERERS BY THE LA TE TIDAL 
WAVE. 

UNDER THE PATRONAGE OF 
His Excellency Marquis KIMMOCHI SAIONJI. 
NOBUAKI MAKINO Esq. JIGORO KANO Esq. 

GIVEN BY 
THE DOSEIKW AI 

On Saturday, July, 4th 1896. 
IN THE 

CONCERT HALL 
OF 

THE ACADEMY OF MUSIC, 
UENO, TOKYO. 

TO BEGIN AT 3 P. M. 
Ticket may be obtain at the door. 

3
 

Two-part Songs: 
"VOLKSLIED." …••....… •...........Mendelssohn. 
"ABSCHIEDSLIED der ZUGVOGEL." 

a
b
 .......................................... II 

MISSES K. UCHIDA, F. SUZUKI, C. HAYA・

SHI AND KODA. 
4. 

5. 

6
5
 

Violin Solo : 

"CAVA TINA.".................................... Ra_.ff: 
"PERPETUM MOBILE."………………...Bohm. 

MISS NOBU KODA. 
Chorus with Accompaniment: 

"CHARITY".................................... Glover. 

"DEUTSCHLAND" ………………Mendelssohn. 
The Students of the Academy. 

Koto Music: 

"GOD AN KINDT A.".................................... 
MESSRS. Y AMASE AND IMAI. 

．
 

．
 

a
b
 

a

b

 

PART IL 
PART I. 

1. Chorus with Accompaniment: 
"HOME IS SAD WITHOUT MOTHER." 

................................................... Webster. 

"AUF DEM SEE.”…………………Mendelssohn. 
The Students of the Academy. 

Piano Solo: 
ANDANTE. (from sonata Op. 14 No. 2.) 

................................................ Beethoven. 
MR. KIOHACHI MAYEDA. 

a. 

h~ 

2. 

7. Piano (8 hands.): 

MINUETTO………………Vincenzo de Meglio. 
MISSES K. Yur, T. UYEHARA, K. TSUKA-
KOSHI AND 0. SUZUKI. 

Song with Violin and Piano Accompaniment: 
SERENADE.................................... Gounod. 

MISSES C. HAYASHI AND K. KODA, Violin 
Accompaniment by K. T ANOMOGI. 

8. 

9. Piano Solo: 

"THE BROOK."............…...……Willie Pape. 

（

ぷ

0
0
I
l
o
o
o
o
o
o
I
)

吐
0

8

~

:irI
Z
茫

H

藻
I

g

お



M
I
S
S
 K
I
N
E
 T
0
1
Y
A
M
A
.
 

10
.
 V

i

oli
ns w
i
t

h
 Pi
a
n
o
 A
c
c
o
mp
a
n
i
m
e
nt
:
 

a•NOCTURNE•

…………………•……………••F

ie[d
. 

b.

ジ^M
O
M
E
N
TMUSICA

L.
".

……………

••Schuber

t
. 

11. 
C
h
o
r
u
s
 
wit
h
 A
c
c
o
mp
a
ni
m
e
nt
:
 

NIGEUNERLEBEN•

…………•……

••Schumann

. 

T
h
e
 St
u
d
e
nt
s
 of
 
t

h
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

12•Ko

to 

M
u
si
c.
 

^
^
S
A
I
G
Y
O
 S
A
K
U
R
A
."
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

MESSRS•Y 

A
M
A
S
E
,
 I

M
A
I
,
 H

A
G
I
O
K
A
 A
N
D
 

Y
A
M
A
M
U
R
O
.
 

〇
噛
災
義
捐
音
楽
會
一
音
楽
學
校
出
身
者
よ
り
成
る
同
竪
會
は
過
七
月
四
日
上

野
公
園
音
楽
學
校
奏
楽
堂
に
於
て
彼
の
惨
朕
を
極
め
た
り
し
三
陸
海
嘘
被
害
者

の
た
め
に
義
捐
―
音
楽
會
を
催
し
牧
入
の
金
額
は
畢
げ
て
之
を
三
縣
に
寄
贈
せ
ら

れ
た
り
と
云
ふ
而
し
て
賞
日
の
唱
歌
は
殊
に
過
般
の
惨
欣
を
詠
じ
た
る
も
の
に

し
て
頗
る
聰
衆
一
般
の
同
情
を
惹
起
せ
し
め
た
り
今
其
曲
目
の
全
部
を
左
に
掲

ぐ
〔
曲
目
省
略
〕

（
『
＿
音
築
雑
誌
』
第
五
十
九
号
、
明
治
二
十
九
年
八
月
、
三
五
頁
）

明
治
二
十
九
年
七
月
十
一
日

攣

麟

鱈

闘

生
徒
卒
業
證
書
授
呉
式
及
―音
楽
演
奏
順
序

明
治
廿
九
年
七
月
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
―
一
時

ヨ
リ
上
野
公
園
―
音
楽
學
校

二
於
テ
施
行

卒
業
式

第

五

ピ

ヤ

J 第
二
部

第

四

唱

歌

第

バ
イ
オ
リ
ン
（
獨

第

奏）専
修
部
卒
業
生

第
三
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト
第

一
部

オ
ル
ガ
ン

（獨

ア
パ
シ
オ
ナ
ー
タ
（
ラ
ー
ゴ
ー
及
サ
ル
タ
レ
レ
）

幸

田

幸

幸

シ

ュ

ー

マ

ン

氏

作

曲

永

井

第

ピ
ヤ
ノ

悶
疇
麟
―
音
楽
學
校
生
徒
卒
業
式
順
序

一
、
主
事
上
原
六
四
郎
報
告

二
、
卒
業
證
書
授
呉

三
、
校
長
嘉
納
治
五
郎
告
僻

四
、
文
部
大
臣
演
説

五
、
卒
業
生
徒
練
代
謝
僻

演

奏

第

一
部

（
四
人
連
奏
）

第

一
ピ
ヤ
ノ
｛
鑓
修
部
卒
業
生

第
ニ
ピ
ヤ
ノ
｛
鐸

進
行
曲
（
ラ
、

レ
ジ
ナ
、
デ
ィ
サ
バ
）
…
グ
ー

フ
ァ
ン
タ
シ
ア
、

奏）専
修
部
卒
業
生

（
二
人
連
奏
）

ノ

ー

氏

作

曲

ビ

ュ

ー

タ

ン

氏

作

曲

卒

業

生

其

他

諸

氏

ブ

ラ

ム

ス

氏

作

曲

陶

淵

明

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

鳥

居

枕

氏

作

歌

鈴塚上由

木越原比

トクック

次 メガルメ
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ラ
ッ
ス
ッ
ス
、

奉
迎
ノ
歌
…
…
…
…
…
…
…
｛
黒
l
l
]県

＇ー／

第

九

唱

歌

C
o
m
m
e
n
c
e
m
e
nt
 

O
F
 

T
h
e
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
,
 

U
E
N
O
 P
A
R
K
.
 

（
バ
イ
オ
リ
ン
、

．
 

E
x
e
r
ci

ses 

セ
ロ
、

ソ
ナ
タ

第

八

ピ

ヤ

ノ

（

獨

奏

）専

修

部

卒

業

生

内

田

キ

ク

（
二
人
連
奏
）専

修
部
卒
業
生

仝

米高

野橋
ノ‘

鹿二

之三

第

七

オ

ル

ガ

ン

乙

レ
ー
レ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ゞ

l

l

ノ

甲

フス

クテ幸

第

六

バ
イ
オ
リ
ン
（
合
奏
）専

修

部

卒

業

生

幸

田

仝

小

闘

仝

鈴

木

ロ
ッ
ス
イ

オ
ー
ベ
ル
ツ
ー
レ
、

レ、

ツ
ー
！

オ
ー
ベ
ル
、

エ
リ
ザ
ベ
ッ
ト

二

氏

作

曲

。
フ
レ
ギ
エ
ラ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏
作
曲

氏
作
曲四助

進
行
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏
作
曲

（
第
十
二
）
…
…
…
…
…
モ
ツ
ァ
ル
ト
氏
作
曲

オ
ル
ガ
ン
及
ピ
ヤ
ノ
伴
奏
）

卒

業

生

其

他

諸

氏

ク
レ
ム
ゼ
ル
氏
作
曲

頼

氏

作

歌

3
 

P
.
 

M
.
 S

at
u
r
d
a
y
,
 

J

u
l
y
 1
1
t
h,
 M

ei
j
i
 

2

9

 

(

1

8

9

6

)

.
 

専
修

部

卒

業

生

河

野

虎

雄

仝

片

岡

編

雄

仝 や ド 卜

V
.
 

I

V
.
 

I
.
 

I
I
.
 

I
I
I

.
 

ヽヽ ヽヽ ヽヽ

P
r
o
g
r
a
m
m
e
.
 

R
ep

r
e
s
e
nt
at
i

v
e
 

R
e
p
o
rt
 

b
y
 M
r
.
 Ue

h
a
r
a
,
 Ma

n
a
g
e
r
 of
 

t

h
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

P
re
se
nt
at
i

o
n
 of
 

D
i

p

l
o
m
a
s
.
 

A
d
d
r
e
s
s
 t
o
 
t

h
e
 G
r
a
d
u
at
i

n
g
 C

l
a
s
s
 b
y
 
Mr•Kan01)D

irec, 

t

o
r
 
of
 
t

h
e
 H
i
g

h
e
r
 N
o
r
m
a
l
 S
c
h
o
ol. 

A
d
d
re
ss 
b
y
 H
i

s
 E
x
c
e
llency t
h
e
 M
i

ni
st
er 
of
 

St
at
e
 for 

E
d
u
c
at
i

o
n
.
 

R
e
s
p
o
n
s
e
 
b
y
 

C
l
a
ss.
 

Pi
a
n
o
 Q
u
a
rt
e
tte
 
(

t

w
o
 pi
a
n
o
s
)
 
:
 

M
a
r
ci
a
 (
L
a
 R
eg
i

n
a
 di
 Saba)

………………………

•••Gounod

. 

ご1
st
p
i
a
n
o
.
 

G
r
a
d
u
at
es: 
M
i

ss 
Y
ui
.
 

U
e
h
a
r
a
.
 

一2n
d
p

i

a
n
o
.
 

T
s
u
k
a
k
o
s
hi

.
 

S
u
z
u
ki

.
 

O
r
g
a
n
 S
o
l
o
:
 

E
r
st
er 
S
at
z,
 aus 

d
e
m
 I
I
I
 
t

e
n
 Quar

te
tt

e
…•……

••Schumann

. 

M
r
.
 Na
g
ai

,
 

G
r
a
d
u
怠
．

Vi
oli
n
 S
o
l
o
 :
 

F
a
nt
asi
a
,
Ap
p
assi
o
n
at
a
 (
L
a
rg
o,Salt
arelle)
…
…
…
<
ie
u
8
k
m
sヽ.

M
i

ss K•Koda

, 

G
r
a
d
u
at
e.
 

C
h
o
r
u
s
:
 

A
n
 di
e
 H
ei
m
at
h

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Jo
h
.
 Br

a
h
m
s
.
 

(
"T
0
1
,
E
m
m
ei
"
 

b
y
 M
r
.
 To

ri
i
.)
 

G
r
a
d
u
at
es 
a
n
d
 ot
hers
.
 

t

h
e
 

P
A
R
T
 I. 

P
A
R
T
 I
L
 

of
 

t

h
e
 
G
r
a
d
u
at
i

n
g
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•C ク ゞ ？ 炉

一
、
開
會
之
主
意

第

部

P
i

a
n
o
 D
u
et
:
 

O
u
v
e
r
t
u
r
e
 z
u
r
 
O
p
e
r
 Elisabeth…………………·……••Ross-in£

. 

Messrs•Kono 

a
n
d
 K
a
t
a
o
k
a
,
 Gr

a
d
u
a
t
e
s
.
 

V
i

oli
n
:
 

a
.
 
Pregh

iea·……………•………………………………••Schubert

. 

b
.
 
Loure·…•…………•………………………………………•Lacn. 

M
i

sses K•Koda

, 

O
z
e
ki

,
 

a
n
d
 S
u
z
u
ki

,
 

G
r
a
d
u
at

es
.
 

O
r
g
an D
u
et
:
 

Marsch……………………••……………………………•Schubert

. 

M
e
s
s
e
r
s
.
 Ta

k
a
h
a
s
hi

 

a
n
d
 K
o
m
e
n
o
,
 Gr

a
d
u
a
t
e
s
.
 

Pi
a
n
o
 S
o
l
o
:
 

S
o
n
a
t
a
 N
o

.

1
2
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
A
4
0

柊
d
r
i
.

M
i

ss 
U
c
hi
d
a
,
 Gr

a
d
u
a
t
e
.
 

C
h
o
r
u
s
 
Wi

t

h
 Vi

oli

n
,
 Cell
o
,
 Or

g
a
n
,
 an

d
 Pi
a
n
o
 :
 

O
l
d
 N
et

h
e
r
l
a
n
di
s
h
 F
e
st
i

val 
S
o
n
g
…
…
…
…
…
L
a
s
s
u
s
,
K
r
e
m
s
e
r.
 

c
^
H
0
1
g
ei
 

n
o
 U
t
a
"
 b
y
 Dr•Kurokawa

.) 

G
r
a
d
u
a
t
e
s
 a
n
d
 others
.
 

二
十
八
日

漫
遊
音
楽
大
演
奏
会

明
治
二
十
九
年
八
月
二
十
四
日
、

◎
漫
遊
―
音
楽
大
演
奏
會

前
琥
に
於
て
音
楽
學
校
出
身
者
早
川
永
井
高
橋
米
野
等
の
諸
氏
が
闘
西
地
方

を
漫
遊
し
つ
A

一
音
楽
大
演
奏
會
を
公
開
せ
ん
こ
と
を
述
べ
た
り
し
が
今
其
賓
況

の
概
報
を
聞
く
に
八
月
廿
四
日
四
日
市
公
會
所
に
於
て
開
會
嘗
日
来
會
者
は
郡

長
町
村
長
學
校
職
員
其
他
紳
士
淑
女
無
慮
五
百
有
餘
名
頗
盛
會
な
り
し
由
其
演

奏
曲
目
順
序
は
左
の
如
し

深

澤

登

代

吉

(
-
)
夢

八
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
及
唱
歌

部

七
、
獨
唱
歌

六
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

(
-
)
秋
の
タ

五
、
風
琴
獨
奏

二
、
肌
音
唱
歌

(
-
)
凱
旋
の
歌

三
、
風
琴
獨
奏

四
、
肌
音
唱
歌

（
二
）
我
國

（
二
）
破
邪
曲

第

一
、
三
重
音
唱
歌

(
-
)
領
巾
磨
嶺

二
、
風
琴
獨
奏

三
、
獨
唱
歌

四
、
唱
歌
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
風
琴
合
奏

五
、
風
琴
獨
奏

六
、
輩
音
唱
歌

（
二
）
晩

（
二
）

奉
迎
之
歌

七
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
及
び
唱

歌

深

澤

登

代

吉

八
、
君
か

代

（

二

回

合

唱

）

来

會

者

一
同

〔

マ

マ

〕

同
廿
八
日
夜
大
津
市
公
道
館
に
於
て
開
會
、
営
日
来
會
者
の
重
な
る
も
の
は

知
事
郡
長
町
村
長
學
校
職
員
其
他
無
慮
千
餘
人
に
し
て
館
内
立
錐
の
餘
地
な
か

り
き
其
曲
目
順
序
左
の
如
し

第

部

鐘

永高

竪井整井橋

同

員

永

次

同

會幸會幸

員次 四

同

竪

會

員

高

橋

二

三

四

早
川
喜
左
衛
門

永

井

幸

次

深

澤

登

代

吉

第 1部

同

員

永

竪井

會幸

次

明治・大正篇

同

竪

會

員

40 



第

一
、
第
曲
合
奏
（
六
段
）

二
、
獨
唱
歌
（
風
琴
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
伴
奏
）

秋

景

三
、
等
曲
（
越
後
獅
子
）

九
、
風
琴
獨
奏

(
-
)
テ
ン
ホ
テ
イ
マ
ー
シ
ア

九
、
サ
ク
ソ
ン
ア
ル
ト
獨
奏＂ 

立
口

永

幸

次

田

延

子

41 

山

本
、
高

井

瀬

深
澤
、
甲
賀
、
山
本
、
高
瀬

永

井

幸

次

（
二
）
サ
ゲ
ル
コ
ー
ル
（
ウ
エ
ー
ベ
ル
作
）

(
-
)
我
國
（
風
琴
伴
奏
）

（
二
）
滋
賀
の
湖
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

四
、
風
琴
獨
奏
（
佛
國
國
歌
マ
ル
セ
ー
ュ
）

五

、

唱

歌

ラ

ン

ツ

氏

作

曲

川

員

頼

氏

作

歌

第 1章

甲

賀

氏

(
-
)
秋
の
夕
（
風
琴
伴
奏
）

（
二
）
破
邪
曲
（
風
琴
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
伴
奏
）

六
、
等
曲
合
奏
（
松
竹
梅
）

七
、
獨
唱
歌
（
風
琴
伴
奏
）

(

-

)

オ

女

（
二
）
母
の
思

八
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
（
風
琴
伴
奏
）

(
-
)
ゲ
ベ
ト
ノ

歌

一
、
開
會
の
旨
意

一
、
寸詞

一
、
昌

-

n

 
僻

早

川

喜

左

衛

門

ふ

山
本
、
高
瀬
、
甲
賀

宮

部

じ

同

磐

會

員

高

橋

四

サ
ク
ソ
ン
ア
ル
ト
伴
奏
）

猿
起
人

同
整
會
員

大

信

蔵

深

澤

登

代

吉

米
野
、
深
澤
、
甲
賀

高

明
治
二
十
九
年
十
一
月
八
日
同
声
会
秋
季
演
奏
会

明
治
廿
九
年
十
一
月
八
日
（
日
曜
日
）
午
後

l

時
半

東
京
上
野
公
園
音
楽
學
校
奏
楽
堂
二
於
テ
開
會

秋

季

昔

楽

演

奏

會

順

序

二
、
ピ
ア
ノ
聯
弾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
河片

三
、
日
日ll 

歌
（
風
琴
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
、

(

-

)

菊

（
二
）
奉
迎
の
歌

（
三
）

凱
旋

楽
（
的
ア
イ
可
リ
ン
ピ
心
J
合
奏
）
…
…
…
｛
麟
汀
い
遺
麟
諸
氏

婚
證
行
進
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
氏
作
曲

ト
ロ
バ
ド
ー
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
畔
疇
い
直
駆
諸
氏

甲
、
子
を
思
ふ
母
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
に

乙
、
秋
の
み
の
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
和
田
建
樹
氏
作
歌

四
、
獨
唱
歌
（
獨
逸
語
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
幸

ル

ヂ

氏
作
曲

岡野

鎚虎

覧覧

一
、
絃

第

部

同

竪

會

サ
ク
ソ
ン
ア
ル
ト
伴
奏
）

磐

會

墜

會

（
『
お
む
賀
久
』
第
六
十
一
号
、
明
治
二
十
九
年
九
月
、
三
九
l
四
0
頁

）

同

+
、
日
日
＂ （

二
）

ロ
ー
マ
ン
ス

同

員員
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+
、
日
日nP 

C
o
n
c
e
rt
 

G
I
V
E
N
 B
Y
 

T
H
E
 D
Q
S
E
I
K
W
 AI
 

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
ピ
ア
ノ
合
奏

…
…
…
…
…
…
5

叩、

イ

デ

天
の
巖
戸
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
罠
野
十
一

田田

ン
氏
作
曲

郎
氏
作
歌

ソ
ナ
タ
第
五
番
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ビ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
氏
作
曲

歌
（
管
絃
楽
及
ピ
ア
ノ
伴
奏
）
…
…
…
…
…
｛
疇
輝
豆

鱈

豆
麟
諸
氏

菊幸

子子

テ
ル
ツ
ェ
ッ
ト
ア
ウ
ス
ロ
ベ
ル
ト
…
…
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ア
氏
作
曲

コ
ル
ネ

ッ
ト

八、

管

攀

―
一
部
合
奏

…
…
…
…
…
…
一
ァ
ル
ト
ホ
ル
ン

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

薗多東

儀

十

忠俊

郎基龍
氏氏氏

ロ
ン
ド
ー

七
、
ピ
ア
ノ
獨
弾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
橘

重

カ
。
フ
リ
チ
ョ
ー
ソ
ー
…
…
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
氏
作
曲

絲

子

ノ

氏
作
曲

第

部

歌

米頼鈴幸

野母

鹿木木田

之
駒揺幸

助
氏子子子

タ
ン
ハ
イ
ゼ
ル
•
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ワ

昌

六
‘
遭
ァ
イ
亨
．
い
…
…
…
…
…
…
…
一
紐
ァ

イ
オ
リ
ン

(。
ヒ
ア
ノ
及
オ
ル
ガ
5
合
奏
）

オ

ル

ガ

ン

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ

グ

ネ

ル
氏
作
曲

詔
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
リ

歴
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏
作
曲

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏

（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

…
…
…
…
…
本

會

々

員

諸

乙
、
遊

甲
、
子

守

氏

ス
氏
作
曲

p 仝 茫 ド 卜

O
n
 S
u
n
d
ay
,
 th

e
 8
t

h
 N
o
v
e
m
b
e
r,
 

1
8
9
6
.
 

IN T
H
E
 

M
u
si

c
 Hall 

O
F
 

T
H
E
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C
,
 

U
Y
E
N
O
,
 T

O
K
Y
O
.
 

T
H
E
 C
O
N
C
E
R
T
 C
O
M
M
E
N
C
E
S
 A
T
 1.
3
0
 
P
.M
.
 

P
A
R
T
 I. 

V
i

oli

n
,
 Vi

ola
,
 Cello 

a
n
d
 Pi

a
n
o
.
 

WEDDING'MARCH•

…………………

Mendelssohn

. 

T
h
e
 m
e
m
b
e
r
s
 
of
 
t

h
e
 
D01sei

k
w
ai

 

a
n
d
 
St

u
d
e
nt

s
 

of
 
t

h
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

Pi

a
n
o
'
D
u
ett・ 

I
L
 T
R
O
V
 A
 T
O
R
E
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

V
e
r
di

.
 

Messrs•KONO 

a
n
d
 K
A
T
A
O
K
A
.
 

C
h
o
r
u
s
.
 

a
.
 T

H
E
 
MOURNER•

……………•…………

••FranN. 

b
.
 S

C
H
W
A
B
.
 
VOLKSLIED•

………………………… 

T
h
e
 St

u
d
e
nt

s
 of
 
t

h
e
 A
c
a
d
e
my
 a

n
d
 M
e
m
b
e
r
s
 of
 

t

h
e
 D01sei

k
w
ai

.
 

Vocal'Solo
.
 

a
.
 
WIEGENLIED•

………………………·……

••R
ies
. 

b•DER 

W
A
N
D
E
R
E
R
・

…
…
…
…
…
…
…
…

S
c
h
u
b
e
rt
.
 

M
i

ss N•KODA

. 

V
i

oli

n
s
 w
i
t

h
 Pi

a
n
o
.
 

G
R
A
N
D
 D
U
O
 B
R
IL
L
A
N
T
 S
U
R
 T
A
N
N
H
A
U
S
E
R
.
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

W
a
g
n
e
r.
 第 1部 明治・大正篇 42 



明
治
二
十
九
年
十
二
月
十
二
日
学
友
会
演
奏
会

明
治
二
十
九
年
十
二
月
十
二
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
半

霜

學

友

會

演

奏

曲

目

1
0
.
 

•C ク ゞ ？ 

P
A
R
T
 II
.
 

V
o
c
a
l
,
S
o
l
o
 
w
i
t

h
 V
i

oli
n
,
 Or

g
a
n
 a
n
d
 Pi
a
n
o
.
 

A
V
E
 
MARIA·

………•………………………

••Gounod

. 

M
i

sses K•KODA

, 

S
U
Z
U
K
I
,
 T
 AN
O
M
O
G
I
,
 M

r
.
 

K
O
M
E
N
O
 a
n
d
 M
i

ss 
U
C
H
I
D
A
.
 

Pi
a
n
o
'
S
o
l
o
.
 

R
O
N
D
O
 C
A
P
R
I
C
C
I
O
S
O
・
…

…

…

…

…

…

l
[
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n.
 

M
i

ss 
T
 AC
H
I
B
A
N
A
.
 

T
r
i
o
 f
o
r
 C
o
r
n
et

,
 

A
l
t
'
H
o
r
n
 a
n
d
 T
r
o
m
b
o
n
e
.
 

T
E
R
N
E
T
T
 A
U
S
 
ROBERT•

………………

l
feyerbeer. 

M
e
s
s
r
s
.
 S.
 TO

G
I
,
 C
.
0
1
N
O
 a
n
d
 J. 
S
O
N
O
.
 

V
i

oli
n
 a
n
d
 Pi
a
n
o
.
 

S
O
N
A
T
A
 N
o
.
 5;
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
B
e
e
t
h
o塁
e
n
.

M
i

sses K•KODA 

a
n
d
 U
C
H
I
D
A
.
 

C
h
o
r
u
s
 w
i
t

h
 O
r
c
h
e
st

r
a
 
a
n
d
 Pi
a
n
o
.
 

G
O
D
 O
F
 L
I
G
H
T
 (f
r

o
m
 S
e
a
s
o
n
.)…

…

…

…

…

H
a
y
d
n
.
 

T
h
e
 m
e
m
b
e
r
s
 of
 t

h
e
 D01sei
k
w
ai

,
 

St

u
d
e
nt

s
 of
 
t

h
e
 

A
c
a
d
e
m
y
 a
n
d
 ot
hers
.
 

上
野
公
園
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂
ー
ー
於
テ
開
會

T
h
e
 m
e
m
b
e
r
s
 of
 
t

h
e
 D01sei
k
w
ai

 

六

絃
楽
（
四
部
合
奏
）

ヂ
ー
、

五

ピ

ヤ

ノ
乙

第
ロ
マ
ン
ス

一、

ビ第第

―― ̀  ̀  ノヽ ノ‘

オイイ

了了
ランン

仝仝會
員

櫻石稲

井野塁

信賀
彰蝋雄
氏氏氏

丁

部

會

員

横

山

鹿

衛

戸

｝

演

奏

仝

商

木

チ

カ

シ

ヨ

ノぐ

ン

氏

作

曲

オ
ル
ガ
ン
ソ
ナ
タ
）

甲
ア
ダ
ジ
オ
（
第
一
番
ヨ
リ
抜
幸

メ

ン

デ

ル

ソ

ン

氏

作

曲

四
オ
ル
ガ
ン

（
獨
奏
）

會

員

乙

メ

ン

デ

ル

ソ

ン

氏

作

曲

名

春

員

鳥

居

枕

氏

作

歌

仝

上

箕

行

氏

指

揮

甲

フ

ラ

ン

ツ

氏

作

曲

名

春

員

黒

川

箕

頼

氏

作

歌

唱

歌

會

員

諸

氏

演

奏

乙

グ

リ

グ

氏

作

曲

甲

ブ

ラ

ン

ジ

ー

氏

作

曲

バ
イ
オ
リ
ン

賛
助
員

仝仝會仝仝

員

安武林鈴小幸

逹田木闘田

カトノ、 ス

9] 

ヂ
ー
、

ピ
ヤ
ノ

（
二
人
連
弾
）

シ
ェ
ー
ネ
、

ワ
ン
ネ
、
ア
ル
、
ミ
ヨ
、
ベ
ネ

ア
ニ
ト
ラ
の
舞
距

子
を
思
ふ
母

秋
の
末
の
野

（
二
人
連
弾
）

ア
フ
リ
カ
ー
ネ
リ
ン

マ
イ
エ

紳

山

末

吉

氏

演

奏

ル

ベ

ー

ル

氏

作

曲

第

部

ヘ
レ
ナ

オ

フ

フ

エ

ン

バ

ハ
氏
作
曲

會

員

橋

本

正

作

氏

｝

演

奏

仝

高

塚

鰹

爾

氏

43 第 1章 明治21年～30年 (1888~1897)



乙

湖

上

甲

潜

陽

江

十

唱

歌

メ

ン

デ

ル

ソ

ン

氏

作

曲

名

春

員

旗

野

十

一

郎

氏

作

歌

仝

上

冥

行

氏

指

揮

シ

ュ

ー

マ

ン

氏

作

曲

名

饗

員

鳥

居

枕

氏

作

歌

會

員

諸

氏

演

奏

コ
ン
サ
ル
チ
ー
ノ

シ

ツ

ト

氏

作

曲

九

バ
イ
オ
リ
ン
（
獨
奏
）

賛

助

員

幸

田

幸

子

演

奏

四

、

胡

一

ヽ

p日
日

ゞ
ラ
ー
ド

ノ

八

ピ

ヤ

ノ

（
獨
奏
）

員

ョ
セ
フ
、
ラ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
氏
作
曲

會

瀧

廉

太

郎

氏

演

奏

乙

林
中
ノ
一
音
楽

メ

ン

デ

ル

ソ

ン

氏

作

曲

名

饗

員

旗

野

十

一
郎

氏

作

歌

仝

小

山

作

之

助

氏

指

揮

甲

観

菊

の

宴

シ

ュ

ー

マ

ン

氏

作

曲

名

春

員

黒

川

鑢

頼

氏

作

歌

し
と
ぞ

七

唱

歌

員

諸

氏

演

奏

セ
レ
ナ
ー
ド

會ハ

イ

デ

ン

氏

作

曲

百
ノ
イ
オ
ロ
ン
セ
ロ

仝

盆

山

謙
吾
氏

l

明
治
―

-

l

十
年
三
月
二
十
八
日
同
声
会
第
二
回
総
集
会

0
同
竪
會
穂
集
會
来
廿
八
日
同
會
は
第
二
回
網
集
會
を
開
か
る
A

由
な
る
か

同
日
は
第
一
部
に
會
務
報
告
、
理
事
改
選
、
議
事
及
第
二
部
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

合
奏
、
低
晋
獨
唱
歌
、
来
賓
中
島
力
造
君
演
説
（
我
國
に
於
け
る
西
洋
―
音
楽
の

将
来
）
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
。
ヒ
ヤ
ノ
聯
弾
等
あ
り
午
前
九
時
よ
り
始
め
午
后

五
時
に
終
る
豫
定
な
り
と
云
同
會
は
一
音
楽
學
校
出
身
者
の
園
体
に
依
て
組
立
せ

ら
れ
た
れ
は
同
會
の
消
長
は
質
に
我
か
國
一
般
昔
楽
の
消
長
の
闘
す
る
所
、
さ

乙

、

新

版

甲

、

友

の

匝

マ

ル

ケ

ッ

チ

氏

作

曲

女

…

…

…

…

…

…

…

百

村

秋

香

氏

作

歌

二

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

頼

母

木

子

コ
ン
サ
ル
チ
J
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

：：：：： 
． 

ヽ

p日
日

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學

友

會

々

員

諸

氏

胡

弓
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
箪

佐
第

交

ク

レ

ン

ゼ

ル

氏

作

曲

…

…

…

…

…

…

…

…

…

冨

由

比

粂

子

作

歌

圏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
ァ
ド
ル
フ
、
エ
ン
セ
ン
氏
作
曲

旗

野

十

一

郎

氏

作

歌

保

部

明
治
三
十
年
五
月
八
日
同
声
会
春
季
演
奏
会

明
治
―
―
―
十
年
五
月
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時

東
京
上
野
公
園
音
楽
學
校
奏
楽
堂
二
於
テ
開
會

春

季

音

楽

演

奏

會

順

序

絃 弓

山萩山

室岡室

千松保

代
拘嘉

子氏氏

ツ

ト
氏
作
曲

こ

ま

歌
（
女
墨
―
一
部
合
唱
）
…
…
…
…
…
…
…
…
學
友
會
々
員
諸
氏

同

竪

會

れ
ば
に
や
同
會
員
諸
士
は
熱
心
に
唱
勉
に
其
の
學
理
を
究
め
其
の
技
術
を
研
き

習
に
此
穂
集
會
の
み
な
ら
ず
毎
月
通
常
會
を
も
開
會
し
其
の
際
に
も
互
に
宿
論

を
戦
は
し
練
技
を
較
し
て
以
て
我
か
國
―
音
楽
の
源
泉
を
清
む
る
こ
と
に
餘
念
な

（
『
お
む
賀
久
』
第
六
十
七
号
、
明
治
三
十
年
三
月
、
三
九

l
四

0
頁

）
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+
、
唱

乙

、

朝

の

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學
友

會

々

員

諸

氏

マ
エ
ア
ベ
ー
ア
氏
作
曲

甲
、
藤
の
色
香
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
大
和
田
建
樹
氏
作
歌

コ

歌

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

氏

作

曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
i
佐
々
木
信
綱
氏
作
歌

‘、

ン
サ
ル
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
ノ

ノ‘

氏
作
曲

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
ピ
ア
ノ
合
奏
…
言

ア

ノ

橘幸幸

田田
絲

この

重うぶ

子子子

新

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
内

ア
ン
。
フ
ロ
ン
。
フ
ツ
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏
作
曲

田

き

く

子

七
、
等

等

曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

{

1

1

1

絃

萩山

岡勢

松松

闘

レ

ゲ

ン

頼

母

木

こ

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
疇
芦
]

小

闘

す

鈴

木

ふ

第

晒

部

横

五
、
ピ
ア
ノ
四
人
聯
弾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
疇瀧

工
グ
モ
ン
ト
中
の
オ
ー
ヴ
ァ
チ
ュ
ー
ア
…
…
ビ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
氏
作
曲

鶴

の

巣

籠

くてうじま

デ
…
…
…
…
…
…
…
…
ウ
ヰ
ニ
ア
ウ
ス
キ
氏
作
曲 子子子子子

廉本木山

太正ち鹿

郎作か枝

氏氏子子

, 
仝 ゃ ド 1--' 

Concert
 

G
I
V
E
N
 B
Y
 

T
H
E
 D
0
1
S
E
I
K
W
A
I
 

O
n
 S
at
urday
,
 

t

he 8
t

h
 M
a
y
,
 

1
8
9
7
,
 

I
N
 T
H
E
 

M
U
S
I
C
 H
A
L
L
 

O
F
 

T
H
E
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C,
 

U
Y
E
N
O
,
 T

O
K
Y
O
.
 

T
H
E
 C
O
N
C
E
R
T
 C
O
M
M
E
N
C
E
S
 A
T
 2 
P
.
 

M
.
 

P
A
R
T
 I.
 

L
A
D
I
E
S
 C
H
O
R
U
S
.
 

A
V
E
 M
A
R
I
A
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Marchetti.
 

T
H
E
 S
T
U
D
E
N
T
S
 O
F
 T
H
E
 A
C
A
D
E
M
Y
.
 

V
I
O
L
I
N
'
S
O
L
O
.
 

CONCERTINO••

……………………………………

••Sitt

. 

M
I
S
S
 T
 A
N
O
M
O
G
I
.
 

C
H
O
R
U
S
.
 

a
.
 W

E
N
N
 Z
W
E
I
E
 S
I
C
H
 G
U
T
 
SIND•

……

Kremser

. 

b•NEUE 

LIEDE:

………………………

••Adolf 

J
ensen
.
 

T
H
E
 S
T
U
D
E
N
T
S
 O
F
 T
H
E
 A
C
A
D
E
M
Y
.
 

K
O
K
I
U
.
 (W
I
T
H
 K
O
T
O
 A
N
D
 S
H
A
M
/
S
E
N.)
 

T
S
U
R
U
N
O
 S
U
G
O
M
O
R
I
.
 

MR•Y 

A
M
A
M
U
R
O
 A
C
C
O
M
P
A
N
I
E
D
 B
Y
 

M
I
S
S
 Y
 A
M
A
M
U
R
O
 A
N
D
 M

R
.
 H

A
G
I
O
K
A
.
 

P
I
A
N
0
Q
U
A
R
T
E
T
.
 
(

2

 

P
I
A
N
O
S.)
 

O
V
E
R
T
U
R
E
 Z
U
 
EGMONT••

……………

••Bee

thoven

. 

45 第 1章 明治21年～30年 (1888~1897)



M
I
S
S
E
S
 Y
O
K
O
Y
A
M
A
 A
N
D
 T
A
K
A
G
I
.
 

M
E
S
S
R
S
 H
A
S
H
I
M
O
T
O
 A1も
T
A
K
I
.

P
A
R
T
 I
L
 

6•VIOLINS

. 

L
E
G
E
N
D
E
•…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
•
W
r
in
ia
さ

s
ki.

M
I
S
S
E
S
 T
 A
N
O
M
O
G
I
,
 H

A
R
A
D
A
,
 
K•KODA

, 

0
S
E
K
I
 A
N
D
 S
U
Z
U
K
I
.
 

7•KOTO

. 

(
W
I
T
H
 S
H
A
M
I
S
E
N.)
 

S
H
I
N
N
A
R
A
S
H
I
.
 

MR•YAMASE 

A
C
C
O
M
P
A
N
I
E
D
 B
Y
 M

R
.
 HA

G
I
O
K
A
.
 

8
.
 P

I
A
N
O
'
S
O
L
O
.
 

IMPROMPTU•

…………………•………………

••Shuber

t
. 

M
I
S
S
 U
C
H
I
D
A
.
 

9•VIOLINS 

A
N
D
 P
I
A
N
O
.
 

CONCERT•

…………………………………………

Bach

. 

M
I
S
S
E
S
 N•KODA

, 

K
.
 K

O
D
A
 A
N
D
 T
 A
C
H
I
B
A
N
A
.
 

1
0
.
 

C
H
O
R
U
S
.
 

a
.
 S

A
N
C
T
A
 
MARIA:

……………………

••Meyerbeer

. 

b. FRUHLINGSLIED•

……………………

l
fende[sshon

. 

T
H
E
 S
T
U
D
E
N
T
S
 O
F
 T
H
E
 A
C
A
D
E
M
Y
.
 

●
春
季
―
音
楽
大
演
奏
會
同
竪
會
の
春
季
大
演
奏
會
は
豫
定
の
如
く
去
ぬ
る
八

日
午
後
二
時
よ
り
上
野
公
園
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂
に
於
て
開
か
れ
ぬ
、
千
櫻
の
白

雲
は
人
雷
と
共
に
散
じ
て
寂
然
た
れ
ど
も
万
樹
の
緑
姻
は
今
漸
く
濃
や
か
に
し

て
徹
妙
の
一
音
響
を
罷
く
に
好
氣
節
、
常
日
は
殊
に
天
睛
れ
氣
和
な
り
け
れ
は

貴
紳
淑
女
の
来
り
會
す
る
者
其
の
敷
無
慮
七
百
餘
名
頗
る
盛
會
な
り
き
、
さ

乙
春
の
名
残

甲

飲

酒

歌

唱

歌

れ
ど
例
會
に
比
し
て
聰
衆
の
少
な
き
感
あ
り
し
は
蓋
し
大
喪
中
に
係
れ
る
故

か
、
演
奏
は
二
部
十
番
に
組
み
成
さ
れ
何
れ
も
共
に
拍
手
唱
采
を
以
て
迎
送
せ

ら
れ
た
り
し
が
散
會
は
午
后
五
時
半
、
今
左
に
其
が
演
奏
の
順
序
を
記
さ
ん

〔
曲
目
省
略
〕

明
治
三
十
年
六
月
五
日
学
友
会
演
奏
会

明
治
三
十
年
六
月
五
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
半

闘

學

友

會

演

奏

曲

目東
京
上
野
公
園
地
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂
二
於
テ
開
會

去
率
撃
た
な

（
『
お
む
賀
久
』
第
七
十
号
、
明
治
三
十
年
七
月
、
三
八
頁
）

フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
リ
ー
ド

（
男
竪
四
部
合
奏
）

r -^ -

旗ヂ

野ユ

十ル

ーネ

郎ル

氏氏

認

會

員
ア
ル
ミ
ン
、
フ
リ
ュ
ー
氏
作
曲

i

旗

野

十

一

郎

氏

作

歌

諸

氏

演
奏

メ

ン

デ

ソ

ン

氏

作

曲

ピ
ヤ
ノ

乙 甲
唱

歌

（
獨
奏
）

横

山

鹿

衛

子

演

奏

レー
山十ヒ
田
源ーエ

． 

郎郎ル

氏氏氏

指作作
揮歌曲

二
見
が
浦

居

豊

レ

応

男
名
春
員

會

員

ク一•一

本ロ

レ

氏

作

曲

頴

氏

作

歌

第

部

會

員

諸

氏
演
奏
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十

ピ

ヤ

ノ
八
嶋
浦

九

唱

歌

（
獨
奏
）

八

バ
イ
オ
リ
ン
（
獨
奏
）

乙

竹

生

島

甲

妾

薄

命

七

唱

歌

第

（
四
部
合
奏
）

ア
ン
。
フ
ロ
ン
プ
チ
ュ
ー

甲

朧

月

部

乙

日

い

づ

る

國

,--^- -

會名 鳥ウ會リ賛由エ
春 助ン

員員 ）員比ゲ
居 ェ員デ ル

橋小 鈴 ク ス

：息ツ諸： ；メ：レルス

作助沈ベ グク ク ト

氏氏氏氏氏氏子子氏子氏氏

演指作作演作演作作作作演
奏揮歌曲奏曲奏歌曲歌曲奏

一林ユ

ン

ハグ

0
楽
界
の
近
時

晩
近
音
楽
の
批
評
流
行
し
来
り
て
、
新
聞
雑
誌
の
上
に
品
隣
の
文
字
を
餅
列
す
る
者

多
き
は
、
或
る
意
味
に
於
て
楽
界
の
為
に
慶
賀
す
べ
き
こ
と
な
ら
む
。
吾
等
は
今
此
等

の
月
旦
が
一
々
肯
緊
に
中
り
た
る
や
否
や
を
云
々
す
る
者
に
あ
ら
ず
。
趣
味
の
不
同
、

性
情
の
差
異
は
殊
に
一
音
楽
に
於
て
殊
に
著
る
し
き
を
知
れ
ば
な
り
。
吾
等
ま
た
此
等
の

品
隕
が
員
正
の
技
巧
的
批
評
に
あ
ら
ず
し
て
輩
に
『
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
、
ム
ウ
ジ
ッ
ク
』
的

嗜
好
の
舞
文
な
る
や
否
や
を
咎
む
る
者
に
あ
ら
ず
。
吾
邦
現
今
の
架
界
が
厳
密
な
る
批

評
を
値
す
る
や
否
や
を
疑
へ
ば
な
り
。
た
ゞ
衆
人
の
耳
目
漸
<
-
音
楽
に
及
ば
む
と
す
る

（
『
お
む
賀
久
』
第
七
十
号
、
明
治
三
十
年
六
月
、
三
七
頁
）

會

員

諸

ホ

ル

ン

氏

作

曲

i

中

村

秋

香

氏

作

歌

名

春

員

小

山

作

之

助

氏

指

揮

0
音
楽
學
校
學
友
會
演
奏
會
是
は
専
ら
一
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏
に
依
て
臨
時
催

さ
る
A

所
に
し
て
正
に
有
望
の
演
奏
會
に
て
あ
る
が
過
五
日
は
豫
期
の
如
く
午

後
二
時
半
よ
り
開
會
せ
ら
れ
た
り
聘
衆
は
無
慮
八
百
余
人
頗
る
盛
會
な
り
き
今

左
に
其
の
目
次
を
〔
曲
目
省
略
〕

グ

ロ

ヴ

ァ

ー

氏

作

曲

禾

居

豊

頴

氏

作

歌

＇ ノ‘

唱

歌

五

ソ

ナ

タ

．＾、
會幸名仝賛

暑助
員員

員

諸

氏

演

奏

田
麟
輝
フ
幸
ク
豆
｝
演
奏

幸

田

延

子

延

子

作

曲

士

乙 甲

ア
ン
。
フ
ロ
ン
プ
チ
ュ
ー

ガ
ヴ
ォ
ッ
ト

バ
イ
オ
リ
ン
（
合
奏
）

バ
イ
オ
リ
ン
及
ピ
ヤ
ノ
（
合
奏
）

乙

新

版

圏

シ シ

フ

ー

ガ

ノミ

ツ

ハ

氏

作

曲

甲

懇

の

歌

四
オ
ル
ガ
ン

（
獨
奏
）

紳

山

末

吉

氏

演

奏

十

唱

歌

會

丙

川

の

な

が

れ

／ー／

會名大ク
春

員員和レ

上田ム

県
一建ゼ

行樹ル

氏氏氏

指作作
揮歌曲

乙
ダ
ン
ス
、

エ
ス
パ
ギ
ョ
ー
ル

甲

ヴ
ヰ
ー
ゲ
ン
リ
ー
ド
ヒ
ェ
ン

/ - ヘ - -

會 名旗ア鳥マ
春ドェ

員員野ル
フ居ヤ

上十‘ l 
ェベ

置―:;; I 

トト諸行郎ン枕ル ルン

氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

作作演指作作作作演作作
曲曲奏揮歌曲歌曲奏曲曲

ヘ シ

ユ
ユ

ツ
ベ

lレ

其

他

員

諸 マ
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今
日
に
於
て
、
楽
界
そ
の
も
の
A

形
勢
日
々
に
非
に
し
て
、
年
々
衰
類
の
悲
運
に
傾
き

来
れ
る
を
見
て
は
、
斯
道
専
致
の
ひ
と
に
劉
て
聯
か
苦
言
な
き
能
は
ず
。

色
彩
陰
影
の
趣
を
賞
せ
む
と
し
て
縮
聾
に
劉
せ
ず
。
諧
調
旋
行
の
美
を
味
は
む
と
し

て
＿
音
楽
を
聘
か
ざ
る
今
日
の
人
が
、

軍
歌
竪
楽
の
外
楽
な
き
如
く
思
考
す
る
は
無
理
な

ら
ぬ
こ
と
な
れ
ど
、
楽
界
の
裳
事
者
自
ら
も
未
だ
確
固
た
る
一
定
の
見
誠
な
く
、
進

て
泰
西
の
管
絃
楽
を
精
究
す
る
の
熱
意
に
乏
し
き
は
何
ぞ
や
。
荀
く
も
美
術
の
愛
あ

る
も
の
、
何
ぞ
乾
燥
無
味
な
る
輩
音
の
軍
歌
を
流
布
し
て
、
西
楽
の
標
本
た
ら

し
む

る
如
き
拙
を
學
ば
む
。
吾
等
は
彼
の
蕪
雑
没
趣
味
な
る
歌
詞
を
、
強
ひ
て
西
欧
の
楽

譜
に
附
會
し
た
る
唱
歌
の
表
情
な
き
演
奏
を
耳
に
す
る
よ
り
、
寧
ろ
輩
調
繊
弱
な
れ

と
往
々
橋
艶
の
態
を
具
へ

、
悲
愁
の
調
を
有
す
る
三
絃
邦
榮
の
感
深
き
を
摺
ば
む
と

す。
去
月
―
音
楽
學
校
に
演
奏
あ
り
し
こ
と
二
回
、
興
味
に
於
て
技
巧
に
於
て
青
年
會
―
音
楽

會
は
逝
か
學
友
會
に
た
ち
勝
れ
り
。
員
を
い
へ
ば
ヂ
ッ
ト
リ
ッ
ヒ
氏
去
て
後
、
未
だ
此

校
に
著
る
し
き
楽
會
あ
り
し
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
器
楽
の
練
習
や
い
か
に
、
表
情
の
用

意
や
い
か
に
、
唱
歌
の
み
は
な
ほ
梢
藷
態
を
存
す
れ
ど
も
、
四
墜
と
も
に
昔
量
あ
る
堪

能
の
人
を
見
ず
。
此
校
が
ま
だ
高
等
師
範
學
校
の
附
腸
た
ら
ざ
る
前
に
在
り
て
は
才
能

あ
る
良
師
の
監
督
指
揮
の
下
に
傾
聘
す
べ
き
演
奏
の
會
度
々
あ
り
て
、
其
都
度
京
濱
の

士
女
、
道
を
遠
と
せ
ず
し
て
来
集
し
、
技
巧
の
優
劣
を
判
断
し
う
べ
き
一
園
の
聴
衆
を

形
作
り
し
が
、
今
や
其
隻
影
を
だ
に
見
る
能
は
ざ
る
に
至
り
ぬ
。
＿
音
楽
を
し
て
此
の
如

き
衰
運
に
至
ら
し
め
し
は
、
素
よ
り
斯
道
専
攻
の
諸
氏
が
責
な
り
と
雖
も
重
に
文
部
省

が
美
術
と
し
て
の
＿
音
楽
に
極
め
て
冷
淡
な
る
と
、
文
字
を
解
す
る
人
士
の
間
に
員
正
の

美
術
的
趣
味
の
欠
乏
し
た
る
と
に
鰈
す
べ
し
。

吾
等
は
た
ゞ
幸
田
氏
其
他
二
三
の
諸
氏
が
巾
涸
の
身
に
て
あ
り
な
が
ら
、
か
A

る
逆

境
に
位
し
て
な
ほ
西
衆
の
命
脈
を
維
持
せ
ら
る
A

伎
個
と
意
氣
と
に
感
服
せ
ず
む
ば
あ

ら
ず
。今

の
時
に
掌
り
て
雅
醇
な
る
西
楽
を
耳
に
せ
む
と
欲
す
る
者
は
、
横
濱
へ
行
き
て
西

人
の
楽
會
に
臨
む
に
非
ら
ず
む
は
、
虎
門
奨
勘
會
に
於
て
催
さ
る
-
"

A
m
at
e
u
r
 T
h
e
`
 

at
ri
cals

の
楽
を
罷
く
の
外
な
し
。
近
時
諸
雑
誌
の
上
に
學
友
會
同
竪
會
の
演
奏
を
細

評
し
て
、
頗
る
周
密
な
る
を
聞
見
す
れ
ど
、
吾
等
は
今
日
の
楽
界
を
先
年
鹿
鳴
館
帝
國

第 第

甲

『
ホ
テ
ル
』
等
に
於
て
代
表
さ
れ
た
る
も
の
、
又
は
＿
音
楽
學
校
諸
氏
が
奮
日
の
技
藝
に

比
し
て
確
か
に
衰
運
に
傾
け
る
も
の
と
信
す
れ
ば
、
未
だ
軽
し
く
世
の
楽
評
家
の
説
に

同
せ
ざ
る
な
り
。

（
『
帝
國
文
學
』
第
三
巻
第
六
号
、
明
治
三
十
年
六
月
、
九
ニ
ー
九
三
頁
）

明
治
三
十
年
七
月
十
日
卒
業
式

攣
瓢
瓢
証
生
徒
卒
業
證
書
授
呉
式
及
―
音
楽
演
奏
順
序

明
治
―
―
一
十
年
七
月
十
日
（
土
曜
日
）
午
後
三
時

ヨ
リ
上
野
公
園
音
楽
學
校
一
＿
於
テ
施
行

闘
攣
麟
音
架
學
校
生
徒
卒
業
式
順
序

一
、
主
事
上
原
六
四
郎
報
告

二
、
卒
業
證
書
授
呉

三
、
校
長
嘉
納
治
五
郎
告
僻

四
、
文
部
大
臣
演
説

五
、
卒
業
生
徒
穂
代
謝
辮

演

奏

曲

目

唱

奏

）

専
脩
部
卒
業
生

ウ
ヰ
ー
ゲ
ン
リ
ー
ド
ヘ
ン
…
…
…
シ

ピ
ヤ
ノ

（

獨

橋

ユ
ー
マ

乙
恵
み
…
…
…
…
…
…
｛
ル
ー
ド
ヰ
ッ
ヒ
、

旗

野

十

本

作

ン

氏

作

曲

正

ヘ
ル
ヰ
ッ
ヒ
氏
作
曲

一

郎

氏

作

歌

甲
大
塔
の
宮
…
…
…
：
｛
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
、
シ
ル
ヘ
ル
氏
作
曲

文

學

博

士

黒

川

置

頼

氏

作

歌

歌
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第

六

乙 甲 乙 甲

マ

イ

エ

ル

ベ

ー

ル

氏

作

曲

愛

し

き

我

が

友

…

…

…

…

｛

中

村

秋

香

氏

作

歌

曲歌

少
年
易
老
…
…
…
…
…
…
｛
如

野ユ

十ル

ーネ

郎ル

氏氏

作作

第

七

唱

歌

リ
ー
ド
（
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
）

ク
ラ
イ
ネ
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
ユ
ー
ベ
ル
、
ア
イ
ネ
、

ル
シ
ッ
シ
ェ
ン
、
メ
ロ
ヂ
ー
（
ピ
ヤ
ノ
伴
奏
）

ブ
ル
ー
メ
ン
ス
テ
ン
ゲ
ル
氏
作
曲

シ
ュ
ー
ベ

卒

業

生

其

他

諸

氏

ル
ト
氏
作
曲

バ
イ
オ
リ
ン

（

合

奏

）

奥
野
の
狩
倉
…
…
…
…
…
…
…
｛
ハ
イ
ド
ン
氏
作
曲

鳥

居

枕

氏

作

歌

第

五

唱

歌

ソ
ナ
タ
第
一
…
…
…
…
…
…
…
…
バ

（
二
人
連
奏
）

専
脩
部
卒
業
生

同

天

ノ‘

谷

氏

作
曲秀

稗

山

末

吉

第

四

オ

ル

ガ

ン

ラ

イ

乙
天
津
日
嗣
…
…
…
…
｛
大
和

ハ

レ

ド

氏

作

曲

田

建

樹

氏

作

歌

甲

山

中

幽

閑

…

…

…

…

｛

ボ

ェ

ッ

ケ

氏

作

曲

文
學
博
士

黒

川

置

頼

氏

作

歌

第

唱

歌

乙

タ
ラ
ン
テ
レ
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ロ
ェ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ヌ
氏
作
曲

や ド 卜

＜： 

C
o
m
m
e
n
c
e
m
e
nt
 

E
x
e
r
ci
ses 

O
F
 

T
h
e
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c,
 

U
E
N
O
 P
A
R
K
.
 

3
 
P
.
 M
.
 Sat
urday
,
 

J

uly 1
0
t
h
,
 

M
ei
j
i
 
3
0
 (18
9
7
)
.
 

P
r
og
r
a
m
m
e
.
 

R
e
p
o
rt
 

b
y
 
Mr•Uehara

, 

M
a
n
a
g
er 
of
 
t

h
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

P
r
e
s
e
nt
at
i

o
n
 of
 

D
i
p

l
o
m
a
s
.
 

A
d
d
r
e
s
s
 t
o
 th
e
 G
r
a
d
u
at
i

n
g
 C

l
a
s
s
 
b
y
 Mr•Kan01•D

i, 

rect
o
r
 
of
 
t

h
e
 H
i

g

h
e
r
 N
o
r
m
a
l
 S
c
h
o
ol
.
 

A
d
d
r
e
s
s
 b
y
 H
i

s
 Ex
c
e
l
l
e
n
c
y
 t
h
e
 M
i
n
i

st
er 
of
 

St
at
e
 for 

E
d
u
c
at
i

o
n.
 

R
e
s
p
o
n
s
e
 
b
y
 

Class
.
 

C
h
o
r
u
s
:
 

a•Der 

alt
e
 B
a
r
b
a
r
o
s
s
a
 

（
ぺ

601t
o

n
o
 
Mi

y

a
"
 

h
a
k
u
s
hi

.
)
 

b
.
 S

eg
e
n
 d
e
s
 
W
 
o
rt
es 
G
ot
t

es
…
…
…
L
ミ
d包
i

g

H
e
l
l
wi
g
.
 

（
＾
ジ

M
e唇
m
i
"
b
y
 M
r.
 H

at
a
n
o
.)
 

P
i

a
n
o
 S
o
l
o
:
 

a
.
 

Wi

e
g
e
nl
i

e
d
c
h
e
n
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
S
c
h
u
n
苔
m
.

b
.
 T

a
r
a
nt
elle
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
L
o
e
s
c
h
h
o
r
n
.
 

M
r
.
 Ha

s
hi
m
ot
o
,
 Gr

a
d
u
at
e.
 

C
h
o
r
u
s
:
 

W
 
aldst
i
l
l

e
 (

"
S
a
n
c
h
y
i
l
 

I

V
.
 

I
.
 

I
I
.
 

I
I
I
.
 

a. 

Y
昆
a
n
"

t

h
e
 
R
ep

r
e
s
e
nt
at
i

v
e
 

b

y
 

…
…
…
…
…
F
ri
e
d
ri
c
h
 S
i

lcher.
 

b
y
 M•Kurokawa 

B
u
n
g
a
k
u
,
 

M
•
K
日

o
k
a
w
a

of
 
t

h
e
 
G
r
a
d
u
at
i

n
g
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C
h
o
r
u
s
:
 

S
e
a
s
o
n
s
 (

"
0
k
u
n
o
 n
o
 K
a
rik
u
r
a
"
 b
y
 M
r
.
 To

ri
i
)
…
…
…
 

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ミ

ay
d
n
.

Vi

oli
n

:

 L
ie
d
 (
w
i
t
h
 O
rg
a
n
)
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

S
c
h
u
b
e
rt.
 

K
l
ei
n
e
 F
 ant
asie
 i.i
b
e
r
 ein
e
 russis
c
h
e
n
 M
e
l
o
die
.
 

（
歪
t
h
P
ia
n
o
)
…

…

…

…

…

…

…

…

…

B
l
u
m
e
n
st
engel.
 

G
r
a
d
u
at
es 
a
n
d
 ot
hers
.
 

C
h
o
r
u
s
:
 

R
o
b
e
rt
 d
e
r
 T
e
ufel
…

…

…

…

…

…

…

…

…

M
e
y
e
r
b
e
e
r
.
 

(
ギ

'H
a
s
h
i
k
i
w
a
g
a
 t
o
m
o
"
 b
y
 M
r. 
N
a
k
a
m
u
r
a
.)
 

E
s
 i
st
 d
a
s
 Gltick ei
n
 plticht
i
g
 D
in
g

.

…
…

•
•
Dき
‘
r
ng

（

ふ

ふ

S
h
0
1
n
e
n
oi
 

y
a
s
u
s
hi
"
 

b
y
 M
r
.
 H

at

a
n
o
.)
 

0
―
音
楽
學
校
卒
業
式
高
等
師
範
學
校
附
属
音
楽
學
校
に
て
は
去
月
中
試
験
完

了
本
月
十
日
を
以
て
卒
業
證
書
授
呉
式
を
學
げ
ら
れ
た
り
、
先
づ
主
事
上
原
六

四
郎
氏
は
立
ち
て
一
學
年
内
の
本
校
學
事
報
告
を
な
さ
れ
、
次
に
本
校
長
嘉
納

治
五
郎
氏
一
々
卒
業
生
を
呼
出
し
て
證
書
を
授
呉
し
了
り
て
告
辮
あ
り
、
次
に

文
部
大
臣
蜂
須
賀
茂
昭
君
の
演
説
、
卒
業
生
徒
穂
代
橋
本
正
作
氏
の
謝
僻
朗
讀

あ
り
右
穂
べ
て
終
れ
ば
生
徒
一
同
の
演
奏
敷
番
あ
り
、
賞
日
参
列
す
る
者
凡
そ

千
餘
人
頗
る
盛
大
な
り
き

ゞ ？ ， や

ゞ a. 
ゞ P

B
ミ
n
g
a
k
u
h
a
k
u
s
hi.)
…

…

…

…

…

…

…

…

…

B
o
e
ni
cke.

D
a
s
 V
at
erland (
"
A
m
at
su H
it
sug
i
"
 b
y
 M
r
.
0
1
w
a
d
a
)
 

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

R
ei
c
h
a
r
dt・ 

O
r
g
a_n
 D
u
et
 :
 

gn
at
a
 I

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

b
a
c
n
.
 

Messrs•Koyama 

a
n
d
 A
m
a
y
a
,
 Gr

a
d
蓉
裔

s 

乙 甲 乙 甲

第

オ
ー
シ
エ
ネ
ー

部
ツ
ァ
イ
ト

カ

ム

イ

ン

ツ

ー

ゼ

ガ

ー

デ

ン

ゞ

マ
ン
デ

9

9

,

'

,

'

ノ

ウ
ア
ー
ナ
ー
ス
パ
ー
テ
ン
グ
ソ
ン
グ
…
…
…
ネ

ア
ー
レ
ル
ゼ
ー
レ
ン
タ
ー
ク

•
•
…
…
…
ニ
フ

…
…
…
…
ギ

ユ
ー
ウ
オ
ー
ク
…
…
ハ

ョ

ッ

ツ

ッ

セ

ン

コ
ー
ネ
ッ
ト
獨
奏

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
伯
爵
シ
ュ
ル
テ
ル
バ
ハ
夫
人
演
奏

四
、
獨
唱
短
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ド
ニ
ー
エ
ッ
チ
モ
ー
ル
ス
氏
演
奏

五
、
獨
唱
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
伯
爵
シ
ュ
ル
テ
ル
バ
ハ
夫
人
演
奏

ル

フ

セ

ホ
エ
ア
エ
バ
ー

ン

マ
ン
サ
ン
ニ
ラ
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
ロ

二
、
獨
唱
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ド
ニ
ー
エ
ッ
チ
モ
ー
ル
ス
氏
演
奏

ビ

―フ デ

ン
こ

.:r. 9レ

氏

作
氏

作

氏

作
氏

作
氏

作

氏

作

…

…

…

…

ラ

イ

ネ

ッ

ケ

氏

作

エ
ン
ト
レ
ア
ク
ト
オ
ペ
ラ

マ
ン
フ
レ
ッ
ド

l

、
洋
琴
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
伯
爵
シ
ュ
ル
テ
ル
バ
ハ
夫
人
演
奏

第

部

同

竪

會

（
『
お
む
賀
久
』
第
七
十

一
号
、
明
治
三
十
年
七
月
、
三
五
頁
）

明
治
三
十
年
九
月
二
十
六
日
同
声
会
臨
時
音
楽
会

明
治
三
十
年
九
月
廿
六
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時
よ
り

上
野
公
園
地
肉
音
楽
學
校
奏
楽
堂

二
於
テ
開
ク

同
整
會
臨
時
一
音
楽
會
曲
目
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卜 坐

‘

CONCERT 
GIVEN BY 

The Doseikwai 
ON 

SUNDAY, THE 26TH SEPTEMBER, 1897, 
IN THE 

MUSIC HALL 

OF 

THE ACADEMY OF MUSIC, 

Uyeno, Tokyo. 

MR. SYDNEY H. MORSE 

(Pupil of Mr. T. V. Twinning) 
Kindly assisted 

BY 

COUNTESS VON SCHLUTTERBACH. 

H
 

出

1. 

．

．

．

 

2

3

4

 

5. 

．

．

 

6

7

 

．

．

．

 

8

9

0

 
ー

The concert cemmences at 2 P. M. 

PART I. 

Piano Solo.{a.“Entre Act opera Manfred'¥..Reinecke. 
b. "Mansanilla"........................ Robin. 

COUNTESS VON SCHLUTTERBACH. 

Song. "Where e'er you walk."............………Handel. 

MR. SYDNEY H. MORSE. 

Cornet Solo. "W erners Parting Song."………Nessler. 

COUNTESS VON SCHLUTTERBACH. 

Cavatina. "Come into the garden Maude."……Balfe. 
MR. SYDNEY H. MORSE. 

s {a.“Allerseelentag.”...........................Lassen. 
ong.lb. "O Schone Z;it, 0 Selge Zeit."………Golze. 

COUNTESS VON SCHLUTTERBACH. 

PART II. 

Recit. and Air. "Si tu savais."........................ Balfe. 
MR. SYDNEY H. MORSE. 

Cornet Solo. "O thou sublime, sweet evening star," 

from Tanhausser [Tannhauser]………………Wagner. 
COUNTESS VON SCHLUTTERBACH. 

Romance. "Non e ver ?".............................. Mattei. 
MR. SYDNEY H. MORSE. 

Song. "Could I".......................................... Tosti. 
COUNTESS VON SCHLUTTERBACH. 

Duet. Excelsior.............................................. Balfe. 
MR. SYDNEY H. MORSE, MR. T.V. TWINNING. 

（
ぷO
O
I
l
o
o
o
o
o
o
I
)

母
O
S
~
~
T
Z
~
E
I
E
I

憐
I

探
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ソ

ナ

タ

ピ

ア

／

（

聯 乙

唱

歌

（

鼠

弾
）

甲

領

巾

磨
嶺 昔

）

第

部

モ

ッ

ツ

ァ

ル

ト

氏

作

曲

／ーブ‘—

紳 高 名
春
員

木戸
山

田

源

一

郎

氏

指

揮

竺

戸

｝

演

奏

ぁち

火
砲
の
雷
（
中
等
唱
歌
集
ノ
内
）

r-•、一

鳥シ

Jレ

居

ヘ

ル

氏

作

曲

枕

氏

作

歌

▲

同

整

會

臨

時

―

音

楽

會

は

去

月

廿

六

日

上

野

公

園

―

音

楽

學

校

奏

業

堂

に

於

て

開

か

れ

ぬ

此

會

は

英

人

ト

ウ

ヰ

ニ

ン

グ

仝

モ

ー

ル

ス

の

二

氏

及

び

獨

乙

國

伯

爵

シ

ュ

ル

テ

ル

バ

ハ

夫

人

の

依

頼

に

よ

り

催

さ

れ

た

る

も

の

A
由

に

て

牧

支

決

算

の

上

残

金

は

暴

げ

て

之

を

三

氏

に

賑

れ

り

と

記

者

は

賞

日

の

演

奏

に

就

て

あ

き

た

ら

ぬ

感

な

き

に

あ

ら

ざ

り

し

か

ど

同

竪

會

が

同

業

者

を

證

遇

す

る

の

誠

意

を

以

て

斯

の

斡

旋

の

労

を

と

ら

れ

た

る

を

多

し

と

な

す

も

の

な

り

次

手

に

嘗

日

演

奏

の

種

類

並

に

番

敷

を

略

記

す

れ

は

下

の

如

し

ピ

ヤ

ノ

獨

奏

一

番

男

竪

獨

唱

歌

四

番

女

竪

獨

唱

歌

二

番

コ

ル

ネ

ッ

ト

獨

奏

二

番

男

竪

二

人

聯

唱

一

番

（
『
お
む
賀
久
』
第
七
十
一
二
号
、
明
治
三
十
年
十
月
、
三
八
ー
三
九
頁
）

明

治

三

十

年

十

月

二

十

六

日

学

友

会

演

奏

会

明

治

三

十

年

十

月

二

十

六

日

（

火

曜

日

）

午

後

一

時

半

霜

學

友

會

演

奏

曲

目

東

京

上

野

公

園

地

音

楽

學

校

奏

業

堂

二

於

テ

開

會

七

,. 
ノ‘

丙

天

長

節

五

唱

四

乙

紀

元

節

甲

祝

祭

日

唱

歌 乙 甲

一

月

一

日 第

丙

初

雁

乙

窓

の

秋

風

オ

ル

ガ

ン

（

聯

奏

）

ミ

ニ

ュ

ヱ

ッ

ト

歌

（

四

部

合

唱

）

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

（

合

奏

）

フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス

ガ

ヴ

ォ

ッ

ト

乙
勅
語
奉
答

甲

君

が

代

説

祭

日

唱

歌

部

ア
ブ
シ
ー
ド

黒｛
奥名

春
員

J 11 

置

頼

氏

作

歌

好

義

氏

作

曲

上

置

行

氏

指

揮

‘―̂――‘ 
伊高

澤崎

修正

二風

氏 氏

謬

r-.,._― `  

上千

家

償
尊

揺

氏

作

歌

行

氏

作

曲

シ

ツ

ペ

ス

テ

ル

氏

作

曲

ト

氏

作

曲

‘―へ-

中フ

村ッ

秋ク

ス

氏

作

曲

香

氏

作

歌

ド
ク
ト
ル
、
フ
ラ
ン
ツ
、
ア
イ
リ
ッ
ヒ
氏
f
t
曲
i

面

居

枕

氏

作

歌

・ ・ 、

石瀧高安

木達
野廉

太
ちか

魏郎かう

胃

ワ

グ

ネ

ル

氏

作

曲

｛

疇

田

谷

勘

這

誌

｝

演

奏

古｛林券
{

1

1

 
名
餐
員

山

作
小

山

作

之

助

氏

指

揮

廣

之

助伯守歌

氏氏

作作作
曲歌曲
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＋ 
十

乙

義

勇

奉

公

甲

大

鵬

唱

歌

（

鼠

昔）

ピ

ア

ノ

（

獨

秋
の
み
の
り

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

、

イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ

音
楽
學
校
學
友
會

去
廿
七
日
上
野
音
楽
学
校
に
於
て
開
か
れ
た
り
。
忍
が
岡
の
秋
色
勝
に
蘭
な
ら
む
と

す
る
折
か
ら
。
営
日
睛
朗
た
る
天
氣
に
貴
紳
士
女
の
参
會
せ
る
も
の
甚
多
く
賓
に
盛
會

な
り
き
。
唱
歌
に
は
鳥
居
枕
氏
の
領
巾
摩
嶺
旗
野
十
一
郎
氏
の
秋
の
野
中
村
秋
香
氏
の

窓
の
秋
風
歌
調
掌
日
の
第
一
た
り
。
又
鳥
居
氏
の
初
雁
。
蒻
衣
は
一
段
面
白
く
「
白
良

取
り
て
去
ら
ん
と
す
」
の
あ
た
り
甚
妙
な
り
。
仝
氏
の
大
鵬
は
歌
詞
曲
調
共
に
雄
批
に

し
て
其
名
に
負
か
す
。
失
名
氏
の
義
勇
奉
公
又
面
白
か
り
き
。
大
和
田
建
樹
氏
の
秋
の

祭
は
歌
は
と
に
か
く
に
曲
調
に
至
り
て
は
吾
人
未
其
妙
な
る
所
を
見
る
能
は
ず
。
是
吾

人
が
音
楽
を
知
ら
ざ
る
為
な
ら
ん
。
全
体
よ
り
言
へ
ば
只
何
と
な
く
讃
美
歌
の
如
く
聞

え
た
る
は
猶
飽
か
ぬ
心
地
せ
ら
た
れ
り
さ
れ
ど
楽
器
が
楽
器
な
れ
ば
自
ら
然
る
は
又
已

む
を
得
ざ
る
か
。
（
花
城
）

乙 甲

羽

衣

九

唱

歌 `

、

ラ

ー

ド

ノ

八

弾
）

（
『
新
國
學
』
第
二
巻
第
一
号
、
明
治
三
十
年
十
月
、
六
三
頁
）

シ
ン
フ
ォ
ニ
コ

セ
ロ
、

リ
｛
某名

春
員

ル

氏

作

曲

氏

作

歌

小
山
作
之
助
氏
指
揮

ス

ヽ

鳥キ

ユ

ッ

ケ

ン

氏

作

曲

居

枕

氏

作

歌

マ

ス

カ

ー

氏

作

曲

ラ

イ

ン

ベ

オ

ル

ガ

ン

及

ピ

ア

ノ

（

合

奏

）
大

和

田

建

樹

氏

作

歌

名
暑
員

上

顔

行

氏

指

揮

ハ

ウ

。

フ

ト

｛

鳥

居

瀧

廉

マ

ン

氏

作

曲

枕

氏

作

歌

太

郎

氏

演

奏

ル

ゲ

ル

氏

作

曲

◎
學
友
會
臨
時
―
音
楽
演
奏
會
の
記

楽

友

稿

去
ぬ
る
廿
六
日
上
野
公
園
地
内
昔
榮
學
校
の
奏
楽
堂
に
於
て
同
校
學
友
會
の
臨
時
昔

楽
演
奏
會
は
催
さ
れ
ぬ
豫
て
辱
知
諸
君
の
案
内
を
受
け
居
し
こ
と
A

て
待
ち
に
待
ち
た

る
嘗
日
は
定
刻
に
先
た
つ
こ
と
一
時
間
早
く
同
校
に
到
り
て
懐
し
き
諸
先
生
親
し
き
學

友
た
ち
と
打
ち
語
ら
い
つ
A

時
の
移
る
を
知
ら
ざ
り
し
が
響
き
渡
る
琥
鐘
に
促
さ
れ
て

會
場
に
進
め
ば
さ
し
も
廣
き
奏
楽
堂
も
は
や
立
錐
の
地
を
餘
さ
ゞ
る
ま
で
に
人
も
て
満

た
さ
れ
た
れ
ど
幸
に
し
て
適
意
の
一
席
を
得
た
れ
ば
予
は
其
慮
に
腰
を
据
ゑ
ぬ

穂
て
學
友
會
の
副
會
長
上
原
六
四
郎
君
は
演
壇
に
登
れ
り
黒
七
子
五
ッ
紋
の
蒻
織
裕

か
に
仙
豪
平
の
袴
凛
々
し
く
服
装
如
何
に
も
立
派
に
見
受
け
た
れ
ど
予
は
其
フ
ロ
ッ
ク

コ
ー
ト
な
ら
ざ
り
し
を
憾
む
而
し
て
開
會
の
主
旨
を
演
ぶ
る
所
口
調
の
荘
重
な
り
し
は

嬉
し
か
り
し
が
其
昔
勢
弱
か
り
し
か
ば
満
場
に
行
き
渡
ら
ざ
る
べ
く
思
は
れ
て
い
と
ロ

惜
し
か
り
き
そ
は
兎
も
角
も
演
述
の
大
要
は
左
の
如
し

本
日
斯
く
多
敷
の
紳
士
淑
女
の
御
臨
席
を
辱
ふ
し
た
る
は
賓
に
本
會
の
光
榮
な
り

而
し
て
今
よ
り
皐
行
せ
ん
と
す
る
諸
演
奏
は
全
國
聯
合
数
育
會
に
出
席
さ
れ
た
る

多
敷
の
教
育
家
井
に
一
般
篤
志
家
の
た
め
に
特
に
學
校
―
音
楽
或
は
唱
歌
に
閥
し

て
参
考
と
な
る
べ
き
も
の
A

み
を
選
み
た
る
な
れ
ば
諸
君
希
く
ば
諸
を
諒
せ
よ

云
々

君
は
演
じ
了
り
て
壇
を
降
る
や
演
奏
は
直
に
豫
定
の
順
序
に
よ
り
て
始
め
ら
れ
ぬ

第
一
輩
昔
唱
歌
二
曲
山
田
氏
の
指
揮
な
り
甲
、
領
巾
磨
嶺
は
鳥
居
氏
の
作
歌
に
し

て
能
く
曲
趣
に
叶
ひ
た
る
が
如
く
指
揮
も
亦
其
賞
を
得
て
表
情
充
分
頗
る
床
し
く
且
つ

優
し
く
聞
え
た
り
原
曲
は
シ
ル
ツ
ェ
ル
氏
原
歌
は
ハ
イ
ネ
ー
氏
の
作
に
て
ロ
ー
レ
ラ
イ

と
題
す
る
著
名
の
歌
曲
な
り
、
乙
、
火
砲
の
雷
は
故
人
里
見
義
氏
の
作
歌
と
覺
ゆ
原
曲

は
獨
乙
國
の
國
歌
デ
ヰ
、
ワ
ッ
ハ
ト
、
ア
ム
、
ラ
イ
ン
即
ち
莱
因
河
戌
兵
歌
と
題
し
シ

ネ
ッ
ケ
ン
ブ
ル
ゲ
ル
氏
の
作
歌
ウ
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
氏
の
作
譜
に
し
て
彼
の
普
佛
戦
手
に
於

て
普
國
大
勝
利
の
一
半
の
戦
功
を
揃
ふ
も
の
な
り
之
を
想
ふ
て
此
日
の
出
来
榮
に
及
ぼ

せ
ば
調
子
拍
子
に
於
て
こ
そ
間
然
す
る
所
な
け
れ
全
閥
の
活
氣
乏
し
く
聘
衆
を
し
て
悶

靴
掻
痒
の
嘆
あ
ら
し
め
た
る
か
如
し
、
さ
れ
ど
唱
歌
者
の
多
敷
が
同
校
の
豫
科
生
た
り

し
と
聞
き
て
は
予
は
寧
ろ
甲
に
於
て
勿
論
乙
に
就
て
も
上
出
来
な
り
し
と
稲
す
る
に
憚
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ら
ざ
る
な
り

第
ニ
ピ
ヤ
ノ
聯
弾
モ
ツ
ァ
ル
ト
氏
作
ソ
ナ
タ
、
奏
者
は
高
木
ち
か
稗
戸
あ
や
の
二

譲
な
り
無
事
平
淡
に
奏
し
了
り
た
る
は
愛
で
た
け
れ
ど
此
曲
は
割
合
に
長
け
れ
ば
表
情

に
一
段
の
注
意
を
要
す
る
は
勿
論
な
る
に
其
事
を
不
充
分
に
し
て
睦
衆
を
飽
か
し
め
た

る
が
如
き
跡
あ
り
し
は
遺
憾
な
り
き
特
に
雨
者
の
間
に
弾
奏
上
の
ス
タ
イ
ル
を
異
に
す

る
が
如
き
観
あ
り
し
は
面
白
か
ら
ず
感
じ
ぬ

第
三
祝
祭
日
唱
歌
二
曲
共
諸
重
音
に
て
小
山
氏
の
指
揮
な
り
甲
、
君
ケ
代
は
云
ふ

ま
で
も
な
く
皇
國
の
國
歌
、
邦
人
の
常
に
之
に
よ
り
て
愛
國
の
心
を
鼓
舞
し
忠
君
の
念

を
興
奮
す
る
も
の
と
て
演
者
の
注
意
は
到
れ
り
盛
く
せ
り
と
云
ふ
べ
く
聴
衆
を
し
て
知

ら
す
識
ら
ず
襟
を
正
さ
し
め
た
り
、
乙
、
勅
語
奉
答
の
歌
は
祝
祭
日
唱
歌
中
最
も
西
楽

の
員
閥
を
得
た
る
も
の
な
れ
ば
従
っ
て
一
般
の
耳
に
は
稽
入
り
難
き
節
な
き
に
あ
ら
ず

此
故
に
機
を
得
て
其
好
模
範
を
聘
か
ん
と
欲
す
る
は
我
れ
人
の
希
望
な
り
き
今
之
を
充

分
な
る
技
個
を
有
す
る
會
員
諸
氏
が
作
曲
者
の
指
揮
の
下
に
最
も
森
厳
に
最
も
正
格
に

唱
謡
し
了
り
た
る
な
れ
ば
誰
か
謹
聰
し
て
而
し
て
感
奮
せ
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
特
に
其
諸

重
音
な
り
し
が
故
に
輩
昔
に
於
て
感
じ
A

よ
り
は
逝
に
聞
き
優
り
せ
る
ぞ
嬉
し
か
り

き
第
四
オ
ル
ガ
ン
聯
奏
曲
は

ワ
グ
ネ
ル
氏
作
の
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
奏
者
は
天
谷
秀
太
田

勘
七
の
二
氏
な
り
其
出
来
小
瑕
な
き
に
あ
ら
ね
と
大
髄
に
於
て
は
佳
良
な
り
き
而
し
て

演
奏
者
の
間
に
狡
相
の
合
致
を
欠
き
た
る
が
如
き
感
あ
り
し
は
雨
者
の
素
養
に
差
あ
り

て
然
り
し
な
ら
ん
か
、
序
に
一
言
す
オ
ル
ガ
ン
を
二
個
相
劉
せ
し
む
る
は
演
奏
者
に
多

少
の
便
宜
を
典
ふ
る
こ
と
勿
論
な
れ
ど
も
之
を
髄
裁
宜
し
き
に
は
若
か
ざ
る
ぺ
し

第
五
四
部
合
唱
甲
乙
丙
の
三
曲
其
物
は
何
れ
劣
ら
ぬ
尤
物
な
れ
ど
も
歌
者
各
個
の

竪
量
不
釣
合
例
へ
ば
ソ
。
フ
ラ
ノ
と
テ
ノ
ル
と
は
小
に
、
ア
ル
ト
と
ベ
ー
ス

は
大
に
し
て

狡
相
も
亦
充
分
な
り
し
と
は
云
ふ
べ
か
ら
ず
就
中
甲
乙
の
二
曲
は
恰
も
他
人
に
唱
は
せ

ら
れ
つ
A

あ
る
か
如
く
意
氣
更
に
投
ぜ
ず
唯
丙
ア
イ
リ
ッ
シ
氏
作
曲
鳥
居
氏
作
歌
の
初

雁
は
歌
者
の
肺
腑
に
出
で
A

聘
者
の
肺
腑
に
入
り
た
る
か
如
く
至
極
面
白
く
感
じ
た
り

第
六
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
甲
、
ペ
ス
テ
ル
氏
作
フ
リ
ウ
リ
ン
グ
ス
、
ア
ブ
シ
ー
ド

の
高
雅
な
る
、
乙
、
シ
ッ
ト
氏
作
ガ
ボ
ッ
ト
の
快
活
な
る
二
者
共
に
表
情
宜
し
き
を
得

聘
衆
の
心
紳
を
清
爽
な
ら
し
め
た
り

第
七
祝
祭
日
唱
歌
甲
、
一
月
一
日
、
乙
、
紀
元
節
、
丙
、
天
長
節
の
三
曲
は
第
三
演

奏
と
同
＜
敦
育
家
諸
君
の
特
に
傾
聘
せ
る
所
の
も
の
な
り
何
れ
も
荘
重
に
且
謹
厳
に
奏

さ
れ
た
る
が
中
に
も
紀
元
節
歌
の
如
き
は
其
猿
想
緻
密
能
く
本
唱
歌
の
精
紳
を
猿
露
し

て
餘
す
所
な
か
り
き
、
指
揮
者
上
氏
の
着
賓
温
厚
な
る
態
度
は
夫
た
け
に
て
早
く
既
に

聘
衆
の
敬
意
を
惹
け
り
況
や
完
全
無
峡
の
唱
歌
を
聘
く
誰
か
感
動
せ
ざ
る
も
の
あ
ら
む

第
八
ピ
ヤ
ノ
猫
弾
ラ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
氏
作
バ
ラ
ー
ド
は
牌
来
多
望
の
公
評
あ
る
瀧

氏
の
演
奏
な
り
全
閥
ピ
ヤ
ノ
狽
奏
は
未
だ
邦
人
多
敷
の
好
尚
に
適
は
ざ
る
が
如
く
従
っ

て
奏
者
の
骨
の
折
る
A

割
合
に
聰
者
に
喜
ば
れ
ざ
る
が
常
な
れ
ど
此
演
奏
は
然
ら
ず
し

て
彼
れ
少
牡
可
憐
の
奏
者
が
静
に
演
壇
に
上
り
て
弾
奏
を
始
め
し
よ
り
終
り
ま
で
能
＜

聴
者
の
耳
を
傾
け
し
め
た
る
技
個
賓
に
天
睛
末
頼
も
し
と
言
ふ
の
外
な
し
寄
語
す
氏
は

竪
楽
に
於
て
も
亦
器
榮
に
於
て
も
藝
術
家
た
る
の
資
を
具
備
せ
る
者
の
如
し
望
む
ら
く

は
自
重
自
愛
盆
々
其
技
を
切
磋
し
其
藝
を
琢
磨
せ
よ
荀
に
も
小
成
に
安
じ
小
長
に
慢
る

は
特
に
藝
術
界
の
大
禁
物
た
る
を
忘
る
な
く
ん
ば
幸
な
り

第
九
諸
重
音
唱
歌
上
氏
の
指
揮
に
て
甲
、
猜
衣
は
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
氏
作
曲
鳥
居
氏

作
歌
、
乙
、
秋
の
み
の
り
は
作
曲
者
末
詳
大
和
田
氏
の
作
歌
に
し
て
一
は
幽
玄
一
は
爽

ス
ク
ッ
カ
ト

快
共
に
嘗
日
の
聴
物
な
り
き
特
に
乙
に
於
け
る
首
部
の
頓
―
音
の
軽
妙
に
し
て
且
つ
鮮
明

な
る
聰
者
を
し
て
思
は
ず
嬉
し
き
笑
を
漏
ら
さ
し
め
ぬ
、
左
れ
ど
予
が
傍
に
人
あ
り
て

日
く
「
何
だ
あ
の
唾
を
吐
く
が
如
き
歌
は
と
」
ア
ヽ
何
た
る
な
さ
け
な
き
評
ぞ
や

第
十
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
多
人
敷
の
男
女
が
姿
勢
正
し
く
居
並
び
た
る
の
み
に
て

す
ら
一
の
美
観
な
る
に
況
し
て
や
各
種
柴
器
の
合
奏
は
更
に
一
段
の
光
彩
な
り
曲
は
マ

ス
カ
ニ
ー
氏
の
作
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
オ
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に
し
て
前
部
の
優
美
に
し
て

高
尚
な
る
後
部
の
軽
妙
に
し
て
快
活
な
る
特
に
此
部
に
は
幸
田
幸
子
君
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
と
幸
田
延
子
君
の
ピ
ヤ
ノ
と
を
加
へ
た
れ
ば
満
場
同
感
皐
ナ
我
れ
を
忘
れ
て
耳
を
傾

け
た
り

第
十
一
箪
昔
唱
歌
二
曲
小
山
氏
の
指
揮
な
り
、
甲
、
大
鵬
は
キ
ュ

ー
ケ
ン
氏
作
曲

鳥
居
氏
作
歌
、
乙
、

義
勇
奉
公
は
リ
ス
ル
氏
作
曲
某
氏
作
歌
何
れ
も
批
大
雄
麗
に
し
て

曲
趣
歌
想
能
く
和
熟
し
指
揮
営
を
得
て
歌
者
の
意
氣
之
に
叶
ひ
た
れ
ば
満
場
を
感
動
し

て
楽
堂
も
腐
に
崩
れ
ん
計
り
の
大
喝
采
を
博
し
た
り
、
因
に
記
す
甲
は
破
邪
曲
と
題
し

小
山
氏
に
よ
り
て
疾
＜
我
邦
に
紹
介
さ
れ
た
る
曲
節
に
し
て
乙
は
彼
の
有
名
な
る
佛
國
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の
國
歌
ラ
、
マ
ル
セ
ー
ユ
な
り
第
一
演
奏
の
獨
乙
國
歌
と
到
照
参
考
せ
し
め
ん
為
の
出

し
も
の
か
注
意
の
程
ぞ
有
り
難
き

右
終
り
て
閉
會
の
披
露
あ
り
時
に
午
後
四
時
少
し
過
ぎ
た
る
頃
な
り
き
出
口
は
例
に

よ
り
甚
だ
混
雑
を
極
め
た
れ
ば
予
は
此
間
に
於
て
敷
多
の
知
人
に
告
別
し
機
を
得
て
倉

卒
門
を
出
で
涙
車
に
乗
じ
て
鱚
途
に
就
く
、
一
本
の
シ
ガ
ー
末
だ
吸
ひ
盛
さ
ず
し
て
は

や
月
の
宮
な
る
蝸
慮
に
入
る
を
得
た
り
乃
禿
筆
を
採
り
て
所
感
を
直
高
す
る
こ
と
此
の

如
し

左
に
抄
録
す
る
は
本
月
五
日
「
毎
日
新
聞
」
に
掲
載
し
た
る
撃
磐
子
の
洋
楽
漫
言

中
の
敷
節
な
り

◎
隔
つ
る
十
日
＿
音
楽
學
校
學
友
會
の
演
奏
會
に
参
す
竪
楽
九
曲
器
楽
六
曲
外
に
説
祭
日

唱
歌
五
曲

◎
「
君
か
代
」
は
畏
く
も
我
國
歌
な
る
に
従
来
各
地
の
小
學
校
等
に
て
は
其
赦
授
の
法

を
誤
り
息
の
付
き
エ
合
に
謬
れ
る
箇
所
あ
り
し
が
嘗
日
の
演
奏
は
之
を
矯
正
す
る
の
模

範
と
も
な
り
し
な
ら
ん

◎
上
氏
の
曲
は
坦
た
る
海
面
俄
に
波
瀾
を
捲
き
来
る
が
如
く
奥
氏
の
曲
は
花
影
濃
か
な

る
虞
鳥
磐
の
嗜
々
た
る
を
聴
く
に
似
た
り
と
評
す
る
人
も
あ
り
し

◎
四
重
昔
唱
歌
は

l

音
楽
學
校
の
特
色
な
れ
ど
＿
音
楽
會
に
會
す
る
者
に
し
て
能
＜
之
を
解

し
得
る
者
あ
る
や
否
鳥
居
氏
作
の
「
大
鵬
」
歌
曲
何
れ
も
批
快
一
唱
海
國
男
子
を

し

て
甥
躍
せ
し
む
「
義
勇
奉
公
」
は
佛
國
大
革
命
の
氣
烙
を
扶
け
た
る
マ
ル
セ
ー
ユ
の

曲
な
れ
ば
極
め
て
勇
批
な
り
き
歌
は
某
氏
作
と
あ
れ
ど
小
山
氏
の
作
に
は
あ
ら
ざ
る

ヵ◎
因
て
惟
ふ
マ
ル
セ
ー
ユ
は
勿
論
「
大
鵬
」
の
原
曲
は
佛
人
キ
ュ
ッ
ケ
ン
氏
の
作
に
係

れ
ば
雄
麗
の
黙
に
於
て
は
獨
逸
曲
に
及
ば
ざ
る
も
邦
人
の
耳
に
は
寧
ろ
適
へ
る
が
如
し

◎
府
下
錆
々
の
教
育
家
猶
獨
り
此
箪
昔
唱
歌
を
激
賞
し
高
雅
幽
婉
の
曲
調
を
有
す
る
四

重
音
唱
歌
を
顧
み
ず
他
は
問
は
ず
し
て
類
推
す
べ
き
の
み

お
む
が
く
記
者
日
く
キ
ュ
ー
ケ
ン
氏
は
日
耳
曼
人
に
て
現
世
紀
に
於
る
同
國
最
良

の
歌
曲
作
者
の
一
人
な
り

◎
器
楽
の
多
敷
は
賞
揚
を
値
す
る
者
あ
ら
ず
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
が
二
曲
と
も
一
絲
の

混
微
な
く
巧
妙
に
奏
了
せ
ら
れ
た
る
は
例
も
乍
ら
多
と
す
べ
し

ー一

、

唱

歌

（

輩

第

◎
高
木
、
紳
戸
雨
嬢
は
ピ
ア
ノ
に
質
の
良
き
を
示
せ
る
に
過
ぎ
ず
腔
来
の
研
磋
に
待
っ

こ
と
甚
だ
大
な
り

◎
現
時
洋
楽
の
巧
手
は
殆
皆
巾
幅
者
流
の
占
む
る
所
に
し
て
ピ
ア
ノ
に
於
て
は
先
輩
に

遠
山
、
橘
二
婦
人
あ
り
後
進
に
内
田
嬢
あ
り
墜
名
優
に
六
尺
の
丈
夫
を
黙
す
而
し
て
今

や
瀧
氏
あ
り
一
音
楽
家
た
る
質
を
具
へ
技
藝
巧
妙
わ
づ
か
に
日
本
男
子
の
面
目
を
維
ぐ
あ

ら
ん
と
す

◎
奥
氏
を
始
め
山
田
、
納
所
の
諸
氏
ピ
ア
ノ
を
以
て
鳴
る
と
雖
余
は
前
途
春
秋
に
富
め

る
瀧
氏
に
向
て
特
に
希
望
を
屍
せ
ざ
る
を
得
す

（
『
お
む
賀
久
』
第
七
十
四
号
、
明
治
三
十
年
十
一
月
、
三
ニ
ー
三
五
頁
）

▲
學
友
會
臨
時
昔
楽
會

は

豫

報

の
如
く
去
月
廿
六
日
一
音
楽
學
校
奏
楽
堂
に
於

て
開
か
れ
た
り
全
図
聯
合
敦
育
會
に
出
席
さ
れ
た
る
諸
氏
を
始
め
東
京
埼
玉
滋

賀
一
府
二
縣
の
師
範
學
校
生
徒
其
他
一
般
の
紳
士
淑
女
を
合
せ
て
一
千
二
百
餘

名
の
来
會
者
あ
り
て
さ
し
も
に
廣
き
同
堂
も
立
錘
の
地
を
餘
さ
A
り
き
其
演
奏

に
就
て
の
批
評
は
本
誌
評
林
欄
に
牧
め
た
り

（
『
お
む
賀
久
』
第
七
十
四
号
、
明
治
三
十
年
十
一
月
、
三
七
頁
）

明
治
三
十
年
十
一
月
二
十
日
同
声
会
秋
季
演
奏
会

明
治
三
十
年
十
一
月
二
十
日
（
士
曜
日
）
午
後
一
時
半

東
京
上
野
公
園
音
楽
學
校
奏
楽
堂
二
於
テ
開
會

秋

季

一

音

楽

演

奏

會

曲

目

音
）
．
…
…
…
…
…
…
…
…
．．
 
學

友

會

々

員

諸

氏

演

奏

部

同

槃

會
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三
、
唱

シ

乙
、
浦
島
ノ
子
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
澗
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
幸

七
、
昌nぃ

フ
ァ
ン
タ
シ
ア

甲

、

此

御

乙、

第

ァ
ッ
パ
シ
ョ
ナ
タ
・
・
・
ヴ

ヰ

部

甲
、
リ
ー
ド
オ
ー
ネ

ヴ
ォ
ル
テ

ノ‘

田

ウ

タ

ン

氏

作

曲

こ

う

子

演

奏

ュ

ー

マ

ン

氏

作

曲

居

枕

氏

作

歌

ウ

セ

ル

氏
作
曲

影
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

尼
…
…
…
…
…
…
…
…
仝

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會
員
及
學
友
會
々
員
諸
氏
演
奏

ロ
ン
デ
ィ
ノ
ー
…
…
…
…
…
…
…
シ
ャ
ル
ヴ
ェ
ン
カ
氏
作
曲

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學

友

會

々
員

諸

氏

演

奏

モ

ッ

ツ

ア

ル

ト

氏

作

曲

山
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
旗
野
十
一
郎
氏
作
歌

乙
、
若

氏
作
曲

C
o
n
c
e
rt
 

G
I
V
E
N
 B
Y
 

T
H
E
 D
0
1
S
E
I
K
W
A
I
 

O
n
 S
a
tur
d
a
y
,
 

t
h
e
 2
0t
h
 N
o
v
., 
1
8
9
7
,
 

I
N
 T
H
E
 

M
U
S
I
C
 H
A
L
L
 

O
F
 

T
H
E
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C
,
 

U
Y
E
N
O
,
 TO

K
Y
O
.
 

T
H
E
 C
O
N
C
E
R
T
 C
O
M
M
E
N
C
E
S
 A
T
 1. 3
0
 P
.
 

M
.
 

A
D
M
I
S
S
I
O
N
 O
N
E
 Y
E
N
.
 

甲
、
幻

ュ
ー
ベ

五
、
獨
唱
歌
（
獨
逸
語
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
幸

ル
ト
氏
作
曲

田

の

ぶ

子

演

奏

特
別
席

會
費
[
-
―

□
[

金

園

金

五

十

錢

金
戴
十
五
錢

ト
ッ
カ
タ

工

3
ヽ

フ
ー
ガ
…
…
…
ノ

壺

ノ‘

氏
作
曲

乙
、
百

舌

乙
、
封
水
感
別
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
加

コ
ン
サ
ル
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
ベメ

ン
デ
ル
ソ
ー
ン
氏
作
曲

鳥

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

某

氏

作

歌

四
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
島
崎
赤
太
郎
氏
演
奏

富

士

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學
友
會
々
員
諸
氏
演
奏

甲
、
旭
日
照
波
…
…
…
…
…
…
…
・
:
{
5
ィ

ヒ

ベ

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ビ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
氏
作
曲

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學
友
會
々
員
諸
氏
演
奏

ビ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
氏
作
曲

艦
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
旗
野
十
一
郎
氏
作
歌

ル
ヒ
氏
作
曲

氏
作
歌

絲

重

子

演

奏

。
フ
チ
ッ
ト

ン

ク

ラ

氏
作
曲

リ

オ

氏
作
曲

氏
作
曲

氏
作
歌

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
頼
母
木
こ
ま
子
演
奏

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
…
…
ダ

°、ノ

野

十

郎 l

ア

。

フ

ト

氏

作

曲

甲

、

秋

の

夕

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

大

和

田

建

樹

氏

作

歌

九
、
四
部
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會
員
及
學
友
會
々
員
諸
氏
演
奏

甲
、
窓
の
秋
風
…
…
…
…
…
…
…
…
『
屯

+
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會
員
及
學
友
會
々
員
諸
氏
演
奏

十
一
、

ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
橘

十
二
、
唱

ケ

ル

ビ

ニ

ー

氏

作

曲

乙

、

君

の

恵

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

鳥

居

枕

氏

作

歌

ッ

ク

ス

氏

作

曲

村

秋

香

氏

作

歌
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PART I. 

2. 

1. Chorus. 
a. "WENN DIE SCHW ALBEN HEIMW A.RTS 
ZIEHN."............................................. F. Abt. 

b. "FAREWELL, YE STREAMS.'’…Isaac Cooper. 
The Students of the Academy. 

Violin-Solo. 

"CONCERT" a moll (1st Part.)………………Beriot. 
Miss T ANOMOGI. 

3. 

4. 

5. 

Chorus. 
a. "TO THEE, 0 COUNTRY !'¥………..Eichberg. 
b. "SONG OF THE SKYLARK."…Mendelssohn. 

The Students of Academy. 
Organ-Solo. 

"TOCCATA ET FUGA."………………………Bach. 
Mr. SHIMAZAKI. 

Vocal-Solo. 
"DER DOPPELGANGER." 

"DIE JUNGE NONNE."…………… 

Miss N. KODA. 

8. 

9. 

10. 

11. 

.................. Schubert. 

6. 

” 
Violins. 

a. "LIED OHNE WORTE.'’…………………Hauser. 
b. "RONDINO.".............................. Scharwenka. 

The Members of the Doseikwai and Students 
of the Academy. 

PART II. 

Chorus. 

12. 

7. 

a. "A VE VERUM." …•• • •• ・…………………Mozart. 
b. "WASSERMANN."……………………Schumann. 

The Students of the Academy. 
Violin-Solo. 
"FANT ASIA APPASSIONA TA." 

Introduction-Allegro and Andante Theme va— 

rie Largo Saltarella. ………•• ・…Vieuxtemps. 
Miss Ko KODA. 

Vocal-Quartett. 

a. "DIE GUTE NACHT."……………………Fuchs. 
b. "DIE LIEBE."................................. Cherubini. 

The Members of the Doseikwai and the Stu-
dents of the Academy. 

Violin Duo. 

"PETITES SYMPHONIE."…………………Dancla. 
The Members of the Doseikwai and the Stu-
dents of the Academy. 

Piano-Solo. 

"SONAT A." (Pathetique.)……………•… ..Beethoven. 
Miss T ACHIBANA. 

Chorus with Piano. 
"HALLELUJAH." (Mount of Olives.)... 

The Students of the Academy. ” 

◄匝謝咽唸渇1甘謹粒思総嘩皿 辻癌瑯e呉V当匹＃エ廿~I 堂母サ叶Ill

継硲認総継親足案レ翠ギ〇零足送ーや曲e謳据誤呈<r回辻悪継1甘1ll嵌

如哀熙切菜心菜追匡菜企+<客咲如芸ギ一〔呈皿等筵J

（『将ね瞑＜』転や十用曲＇匡泥 lll十址十ll宍'111111賦）

（
は

6
8
1
~
8
8
8
1
)~O

t
~~TZ~tf{Ei 

憐
I

探

L
g
 



0
―
音
楽
界

近
時
の
楽
界
は
賓
に
往
日
の
盛
観
な
く
、
一
年
の
語
草
と
も
な
る
可
き
演
奏
會
の
類

極
め
て
竿
な
れ
ば
、
弦
に
楽
運
の
進
歩
を
求
む
る
こ
と
難
く
、
衰
類
の
姿
を
観
す
る
こ

と
容
易
な
る
可
し
。
而
も
國
母
大
喪
の
期
中
な
れ
ば
、
上
流
社
會
に
盛
宴
を
張
る
も
の

な
く
、
寓
控
目
勝
な
り
け
れ
ば
、
内
外
人
聯
合
の
楽
會
等
到
底
望
み
得
可
か
ら
ず
、
只

横
濱
に
於
て
敷
回
の
催
あ
り
し
も
、
こ
は
吾
邦
―
音
楽
會
の
潮
流
に
大
開
係
あ
る
も
の
に

あ
ら
ず
、
ま
た
記
臆
す
可
き
程
の
も
の
に
も
あ
ら
ざ
り
し
如
し
。
翻
て
世
人
の
一
音
楽
に

劉
す
る
態
度
を
閲
す
る
に
、
多
く
は
皆
西
楽
の
民
心
に
適
合
せ
ざ
る
を
論
じ
て
、
之
れ

が
研
修
を
奨
勘
せ
ざ
る
傾
あ
り
。
然
れ
ど
も
精
細
に
此
等
人
士
の
説
を
掠
す
る
に
、
大

概
音
楽
其
物
に
要
て
同
情
を
欠
き
た
る
傾
向
あ
り
。
本
邦
在
来
の
楽
は
、
少
く
と
も
敷

百
年
の
流
行
を
保
持
し
来
り
、
社
會
の
趣
味
に
投
じ
た
る
も
の
な
れ
ば
、
僅
々
十
敷
年

来
の
輸
入
榮
と
比
し
て
、
民
心
に
適
合
せ
る
こ
と
疑
な
し
。
さ
れ
ど
刻
下
の
疑
問
は
在

来
の
楽
を
以
て
吾
人
は
満
足
す
可
き
か
否
か
に
在
ら
ず
や
。
邦
楽
を
し
て
な
ほ
充
分
の

狡
逹
を
遂
け
し
め
た
ら
む
に
は
、
終
に
遺
憾
な
く
明
治
新
思
潮
の
微
韻
を
猿
揮
す
る
こ

と
を
得
べ
き
か
否
か
に
在
ら
ず
や
。
論
者
末
だ
這
般
の
疑
問
に
思
ひ
嘗
ら
ず
し
て
、

漫

に
西
楽
を
斥
く
。
深
く
味
ふ
に
足
る
の
言
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
明
治
の
人
民
は
凡
へ
て

の
宗
教
を
信
ぜ
ざ
る
と
同
時
に
、
又
凡
へ
て
の
音
楽
に
耳
あ
ら
ず
。
此
際
堂
に
西
架
と

邦
楽
と
を
論
せ
ん
や
。
要
は
昔
律
の
美
に
聾
な
ら
ざ
る
に
在
り
。

故
に
謂
へ
ら
<
-
音
楽
に
開
す
る
合
理
の
説
を
聞
き
得
る
の
日
は
、
雅
醇
な
る
趣
味
の

有
識
者
間
に
治
ね
き
の
後
に
あ
る
可
し
と
。

昔
架
學
校
は
邦
人
の
組
織
せ
る
西
楽
園
髄
の
首
位
に
あ
り
て
、

此
校
に
於
け
る
一
音
楽

の
程
度
は
、
や
が
て
本
邦
に
於
け
る
西
楽
の
盛
衰
を
示
す
者
な
り
。
西
人
の
師
一
た
び

去
て
よ
り
此
校
の
磐
債
頗
る
落
ち
、
聘
衆
の
種
類
も
著
る
し
く
麦
じ
た
る
は
、
季
ふ
可

か
ら
ざ
る
事
賓
な
れ
ど
、
幸
田
氏
等
が
熱
心
な
る
敦
授
に
依
り
て
、
器
楽
盤
楽
共
に
賓

は
甚
し
き
退
歩
な
く
、
此
校
の
『
ト
ラ
ジ
チ
オ
ン
』
を
保
持
す
る
は
特
筆
す
べ
き
功
績

な
り
。
昨
冬
年
末
に
同
磐
會
の
演
奏
に
は
幸
田
幸
子
氏
の
ヰ
オ
ロ
ン
、
橋
氏
の
洋
琴
、

幸
田
延
子
氏
が
狽
唱
ハ
イ
ネ
の
『
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ゲ
ル
』
の
如
き
は
、
近
年
竿
に
聞
く

所
の
出
来
榮
に
し
て
、
頼
母
木
氏
の
ギ
オ
ロ
ン
榮
も
亦
確
か
に

一
段
の
進
歩
を
示
せ

り
。
誰
れ
か
一
音
楽
學
校
を
無
用
の
長
物
と
い
ふ
。
熱
心
な
る
少
敷
の
人
士
が
逆
境
に
立

甲

昨

日

今

日

日
日

nド

乙

書
生
の
旅

ロ
ン
ド
ー

第

ピ
ア
ノ
（
獨
弾
）

ち
て
其
所
信
を
托
げ
ず
、
而
も
雅
健
な
る
榮
磐
の
博
燈
を
守
る
は
感
す
る
に
餘
り
あ
る

事
共
な
り
。

唱
歌
々
詞
に
開
す
る
非
難
往
々
世
に
聞
ゆ
。
吾
人
ま
た
論
な
き
に
あ
ら
ね
と
他
日
の

詳
説
に
譲
ら
む
。
只
思
ふ
、
近
時
歌
詞
を
畳
復
し
て
、
高
昔
低
槃
相
先
後
せ
し
む
る
の

風
若
り
に
行
は
る
れ
ど
、
少
し
く
は
ざ
と
ら
し
き
『
マ
ン
ナ
リ
ズ
ム
』
の
嫌
な
き
に
あ

ジ
ニ
ャ
ス

ら
ず
、
勝
ま
た
國
語
の
精
稗
と
乖
戻
す
る
の
親
な
か
ら
ず
や
。
兎
に
角
濫
用
を
戒
む
可

き
な
り
。

戊
戌
の
楽
界
は
果
し
て
如
何
な
る
べ
き
。
吾
等
皆
轄
移
の
時
代
に
在
り
。
成
功
を
急

く
者
は
蹟
き
、
修
養
を
積
む
者
は
克
つ
可
し
。
西
柴
と
い
は
ず
、
邦
楽
と
い
は
ず
、
各

其
分
に
應
じ
て
末
来
の
美
術
に
貢
献
す
る
所
あ
ら
む
を
望
む
可
き
な
り
。

（
『
帝
國
文
學
』
第
四
巻
第
一
号
、
明
治
三
十
一
年
一
月
、
一
四
四
l
一
四
五
頁
）

明
治
三
十
年
十
二
月
二
十
四
日

学
友
会
演
奏
会

明
治
三
十
年
十
二
月
廿
四
日
（
金
曜
日
）
午
後
一
時
半

”

暉

學

友

會

演

奏

曲

目
東
京
上
野
公
園
地
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂
二
於
テ
開
會

歌
（
凰
音
）

ア
ラ
ト
ウ
ル
カ

部

ヶ
｛鳥名

春
員
ル

ル

氏

居

枕

氏

山
田
源
一
郎
氏

ネ

指作作
揮歌曲

メ

ン

デ

ル

ス

ソ

ー

ン

氏

作

曲

i

中

村

秋

香

氏

作

歌

ブ
ル
ク
ミ
ュ
ル
レ
ル
氏

田

中

や

そ

子

演
奏

作
曲
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十

四

部

合

唱

九
ピ
ア
ノ
（
獨
弾
）

無
言
歌

乙

富
士
の
巻
狩

ラ
セ
レ
ナ
タ

、▲ ` 
石瀧高安

野廉
木達

太ちか

銑郎かう
氏氏子子、 T,

畠

メ
ン
デ
ル
ス
ソ
ー
ン
氏

メ
ン
デ
ル
ス
ソ
ー
ン
氏

i

鳥

居

枕

氏

名
養
員
小
山
作
之
助
氏

稗

戸

ぁ

や
子

甲

夢

シ

ュ

ー

マ

ン

氏

匠

藤

誠

賓

氏

作演指作作作作
曲奏揮歌曲歌曲

八

唱

歌

（
『
於
武
賀
久
』
第
八
巻
第
一
号
、
明
治
三
十
一
年
、
四
二
頁
）

ブ

―フ

ガ

氏

作

曲

七
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
セ
ロ
及
ピ
ア
ノ
（
合
奏
）
コ
閂
畔
鱈
疇
一
演
奏

一

瀧

廉

太

郎

氏

＇ ノ‘

唱

歌

第

乙

忍

が

岡

部

モ

ー

リ

ン

グ

氏

作

曲

平

村

秋

香

氏

作

歌

名
春
員
小
山
作
之
助
氏
指
揮

▲
學
友
會
演
奏
會
一
音
楽
學
校
學
友
會
は
豫
報
の
如
く
去
月
廿
四
日
午
後
一
時

半
よ
り
音
楽
學
校
奏
楽
堂
に
於
て
同
會
歳
末
昔
架
演
奏
會
を
催
さ
れ
た
り
時
節

柄
聴
衆
は
如
何
あ
ら
ん
と
我
人
共
に
懸
念
せ
る
に
意
外
に
も
六
百
有
餘
名
の
来

會
者
あ
り
て
頗
る
盛
會
な
り
き

甲

海

國

ン

ヂ

ス

氏

作

曲

応

野

十

一

郎

氏

作

歌

士

唱

歌

四
條
畷

ス

ボ

ア

氏

作

曲

i

鳥

居

枕

氏

作

歌

名
春
員
小
山
作
之
助
氏
指
揮

ソ
ナ
タ

ウ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
氏

作
曲

乙

イ
ン
デ
ル

シ
ェ
ン
ケ

ヒ

Jレ

レ
氏

五

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
合
奏
）

甲

船

歌

ヘ

ッ

ス

ネ

ル

氏

作
曲

作
曲

ア
リ
ア

ス

ト

ラ

デ

ラ
氏

四

第
三
ク
ア
ル
テ
ッ
ト
第
一
部

獨
唱
歌
（
伊
太
利
語
）

高 シ

木

ち

ユ

マ

ン
氏

か
子

オ
ル
ガ
ン
（
獨
奏
）

太

田

勘

七

氏

演
奏

作
曲

演
奏

作
曲

十

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
合
奏
）

乙

竹

生

島

ヱ
ン
ゲ
ル
ス
ベ
ル
ゲ
ル
氏
作
曲

冨

由

比

粂

子

作

歌

甲

妾

薄

命

｛

炉

ン

グ

ス

ト

氏

作

曲

は

る

子

作

歌
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